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富士見ファンタジア文庫









本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載することを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。






本作品は縦書きでレイアウトされています。





また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　創世の神話より～「武器と殺さつ戮りくの女め神がみセイジア」




　創世の時代。




　世界に海はなく、空と、そこからこぼれ落ちた塵ちりが堆たい積せきした陸しかなかった時代。

　百八柱の神は大地の神と空の神の二手に分かれて争った。

　戦いは熾し烈れつを極きわめ、長く、果てなく続いた。ある時、調停の女神セイジアは深しん紅くの衣ころもをまとい、眷けん属ぞくである五人の天使を率いて、神々の戦場である〈ニフドの原〉に現れた。

　彼女はなぜか両者に武器を与あたえ、それによって戦いはさらに苛か烈れつなものとなった。セイジアの行いに、神々の戦いくさに不ふ干かん渉しようを貫つらぬいていた創世神バコもひどく怒いかった。半数の神を殺して長い戦を終結させると、武器を空よりも高い星の世界に封ふうじ、セイジアと眷属たちを地下に放ほう逐ちくした。

　以後、セイジアは「調停の女神」の名前と深紅の衣を奪うばわれて「武器と殺戮の女神」とされた。そして五人の天使から転じ、五匹ひきの悪あく魔まとなった眷属たちとともに、永遠に闇やみの中を彷徨さまよいつづけることになった。

　──深紅の衣を失った彼女は、創造神パコより純白のドレスを与えられたという。それがなにを意味してのことなのか、知る者はいない。







　第１章　戦場に立つ武器商人







　　　　１




『──オ──ッッ、アーッッ───！』




　ひとりの兵士が激痛に吠ほえた。

　槍やりの穂ほ先さきに臓ぞう腑ふを深く抉えぐられ、前夜の雨に泥どろの池となった地面に倒たおれると、間もなく息絶えた。

　その骸むくろの上を掠かすめて、無数の飛矢が行き交かう。

　騎き馬ばが嘶いななく。その蹄ひづめはただの肉につ塊かいと化した彼の死体を無む惨ざんに踏ふみつけていく。歩兵たちは手にした槍を振ふり回し、突つき、そしてまた突く。怒ど声せいとも悲鳴ともつかない絶ぜつ叫きようとともに、兵たちは皆みな、目の前にいる者に襲おそいかかる。泥に汚よごれた鎧よろい姿は敵味方の判別を誤らせることもあったが、気にしていては命がいくつあっても足りない。

　そもそもが通常の合戦ではなく、前衛後衛の構えも当初から崩くずれていた。両軍ともに、本来は後方に位置すべき弓隊、そして新兵器の三連発火か銃じゆうを手にした鉄てつ砲ぽう隊もたちまち肉にく弾だん戦に巻き込まれた。

　──乱戦である。




　──エイジャ王家直ちよつ轄かつ地のひとつアンザ──その東のはずれの廃はい鉱こう前。

　先日、そこに新しい、しかもかなりの埋まい蔵ぞう量を見込まれた鉱脈が発見された。その事実が判明してすぐ、アンザを挟はさむ形で隣りん接せつする、キルガとリクレア、ふたつの国が直轄地警備願届なる書面を提出した。そして当のアンザの守護代の許しも出ないうちから、両国とも採さい掘くつ場跡あとに兵を置き、互たがいに牽けん制せいを始めたのである。

　キルガ軍の兵士は約三百名。率いるは国境守備隊第三中隊隊長、髭ひげ面づらの巨きよ漢かん、怪かい力りきを誇ほこるヒキヤ・ゴッゾォ。

　一方のリクレア軍も兵の数は同じく約三百。こちらはリクレア軍哨しよう戒かい専任第一派は遣けん隊。率いるのは冷れい徹てつな性格で部下からも恐おそれられるガラル・テンドウという男である。

　両軍が衝しよう突とつしたのは単なる事故のようなものだった。前列に出されていたリクレアの若い兵が緊きん張ちように耐たえられず、衝しよう動どう的に飛び出した。それを引き戻もどそうと数名の兵士が前に出たところ、反応したキルガの兵士たちが襲いかかった。

　それですべてが始まってしまった。

　両軍ともに隊長、士官の制止の声も聞かずに、多くの兵が激情にかられて突とつ撃げき、坑こう道どう入り口前の広場で遂ついに激突した。

　乱戦の中、両軍の隊長である、ゴッゾォもテンドウも決着を急いだ。なにしろ、この状じよう況きようでは戦術も指揮もあったものではない。敵将の首をとるのがなによりの早道だ。

　申し合わせたように三名ずつの騎き兵へいを引き連れ、ゴッゾォとテンドウは馬を走らせた。ゴッゾォは隊長の証あかしである大おお矛ほこを構え、テンドウは愛用の騎き兵へい槍やりを腰こしだめにした。あと一呼吸で両者激突という、その寸前──。

　ふたりの隊長の馬──軍用の逞たくましい〈鱗うろこ馬ば〉が大きく嘶き、太い前脚を宙に浮うかせた。ゴッゾォもテンドウも落馬こそしなかったが、無ぶ様ざまに体勢を崩した。

「あっ？」ゴッゾォがその大きな目を細めた。

「なんだ？」テンドウは首を傾かしげた。

　両隊長に続く騎兵たちも顔を見合わせた。

　ゴッゾォとテンドウ、ふたりの馬の間に立っている者がいた。

　まとっているのは──優ゆう雅がなドレス。

　大きく開いた胸むなもと、剝むき出しになった肩かた。腰回りはきゅっと絞しぼられ、足元に向かっては花が咲さくように大きく膨ふくらんでいる。

　そして、その色は純白。

　白いドレスの美しい少女。

　その聡そう明めいそうな額や、柔やわらかな頰ほおの輪りん郭かくにはまだ幼さが残り、年の頃ころは十代半ばと察せられた。だが、宝石のように輝かがやく翠みどり色の瞳ひとみには尋じん常じようでない力強さがあり、瑞みず々みずしい印象と同時に、その何倍も人生を経てきたかのように、見る者を圧あつ倒とうする風格があった。

　戦場からあらゆる音が消えていた。敵兵に槍の穂先を懸けん命めいに叩たたきつけていた兵士も、馬上からとり囲む歩兵に矛を振り下ろそうとした騎兵の手も、そして、まさに戦場の中心にいて、自身で決着をつけようとしていた両軍隊長、ゴッゾォとテンドウの動きも、すべてが静止していた。

「何者だ、貴様！」

　戦場を支配した沈ちん黙もくを破ったのは、キルガの隊長ゴッゾォだった。

「このような場所に小こ娘むすめが……いつの間に？　逢おう魔まが時の物ものの怪けか」

「──私の名前はセイジア」

　そう名乗った少女が、ゴッゾォにゆるりと視線を向けた。栗くり色の癖くせの強い巻き毛の髪かみが、飛び立つ猛もう禽きんのように、ふわりと広がった。

「……セイジア？」

　鸚おう鵡む返しにしたゴッゾォの声が呼び水になり、兵士たちは次々にその「セイジア」という名を口にし、戦場の隅すみにまで、たちまち波は紋もんのように広がっていった。

「貴様っ！」

　ゴッゾォが大矛を振り上げた。全身の逞しい筋肉が怒ど張ちようしているのが、分厚い鎧越ごしにもはっきりわかった。

「セ……セイジアだと？　そのような忌いまわしい名を……まだ小娘の分際で……それになんだ、その服は！　その名に加え、わざわざ戦場に白いドレス……我らキルガを愚ぐ弄ろうしに来たかっ！」

　ゴッゾォの言葉に、テンドウがわざとらしく「ほぉ」と嘆たん息そくした。

「キルガのような蛮ばん族ぞくも、セイジアの名、そして戦場に白いドレスの禁きん忌きは知っているのか……面おも白しろいな」

「貴様っ！　テンドウ！」

　激げつ昂こうしたゴッゾォが大矛をテンドウに向けた。三日月形の刃が、両者の中央にいたセイジアの頭上にかかった。西日を映した凶きよう暴ぼうな光を額に受けても、セイジアは顔色ひとつ変えなかった。




「私は武器商人。殺戮と破は壊かい──そのための武器をお持ちしました」




　その場のざわつきがまた、ぴたりとやんだ。

「ただの武器ではありません。よそでは滅めつ多たに手に入らない〈封隕武器アーテイクル〉です。公明正大、高い値段をつけて頂いた方へお譲ゆずりします」

「……〈封隕武器アーテイクル〉だと？　おまえのような小娘が？　──そこまでの世よ迷まい言、どこまで我らを愚弄すれば気が済む！　この小娘、即そつ刻こく、捕とらえよ！　いや、俺が自分で首を」

　気の短いゴッゾォらしく、言い終えるのももどかしく、大矛を振り上げた。頭上で逆手に持ち替かえると、一いつ瞬しゆんの躊ちゆう躇ちよもなく、セイジアの細い首めがけ、三日月の刃を突き出した。

「……んだと」

　ゴッゾォの大矛の刃はセイジアの首には届かなかった。剣けん、否いな、片かた刃ばの刀でそれを受け止めた者がいたからだ。

「……小こ僧ぞう」

　ぎらりと輝く刃の向こうに、ゴッゾォは刀の主の顔を見た。正面からゴッゾォを睨にらみつけるのは、セイジアよりは年とし嵩かさだったが、こちらもまだ若い。つぶらな瞳が目立つその顔つきは青年と少年の狭はざ間まにあった。

　だが、強い。

　鎧代わりに着込んだ厚手の革の上着、その下の身体からだは瘦やせて華きや奢しやに見えたものの、ゴッゾォ渾こん身しんの大矛の突きを細い刀でがっちり受け、微び動どうだにしないのは、相当な膂りよ力りよくの主と知れた。

「下郎が！　何者だ、貴様っ！」

　怒いかりにまかせ、ゴッゾォは大矛にさらに力を込こめた。

「うっ」

　たちまち天地が逆転した。「ゴッゾォ様！」「ゴッゾォ様！」と、慌あわてて従者たちが駆かけ寄ってくる。ゴッゾォはようやく理解した。刀の小僧に大矛を受け流され、そのまま体勢を崩され落馬したのだった。

「……ぅぅっ」と唸うなりながら、ゴッゾォは彼の顔を、憎にくしみ半ば、畏い怖ふ半ばの複雑な思いで見上げた。ただの力ちから自じ慢まんではない。力の使い方を知っている。いい師し匠しようについて本格的に修しゆ業ぎようをしているのだとわかった。

「名を！　名乗れ！」

　再びのゴッゾォの問いかけに、ようやく彼は口を開いた。

「──トーマだ」




　　　　２




「そうか、トーマか。いい腕うでだな。──この小僧の首も刎はねろ！」

　そう言ってゴッゾォは笑った。

（俺の首まで刎ねる？　このおっさん、本気だぞ。ったく……セイジアのヤツ。よりによって、よくもこんなところに引っ張り込んでくれたな）

　トーマはセイジアを睨みつけたが、彼女は澄すまし顔のままだ。

　ともに旅をするようになってから、およそ一ヶ月。セイジアの無茶には慣れているつもりだった。だが、ここまでの無茶──戦場のど真ん中に、いきなり飛び込むような真似まねは初めてだ。

（──戦場か。最悪だな）

　気持ちを落ち着かせるため、深く息をする。

　たちまち鼻び腔こうを満たすのは、血の匂におい、泥の匂い、鉄の匂い……それが混じり合った、戦場独特の臭しゆう気きだった。

　──逆効果だ。心が余計にざわめいた。トーマはこの匂いが、匂いの元が大だい嫌きらいだった。

　戦いくさも、戦場も、兵隊も。

　子供時代の嫌いやな記き憶おくに直結している。

　トーマは剣士だ。

　そうなるために厳しい修業を続けてきた。

　だが、それはこんな戦場に飛び込むためではない。むしろ逆だ。戦に巻き込まれずに、踏ふみにじられずに、自由に生きていくためだ。

「……小僧！」「ふざけるな！」

　ゴッゾォの背後に控ひかえていたふたりの従者が襲おそいかかってきた。ひとりはトーマに、ひとりはセイジアに。

（……負けだな）

　無策のまま多数を相手にする状況になった。その時点で、まず勝ち目はない。師匠にそう教わった。勝敗というものは、いざ戦うその前に、あらかた決まっていると。

（……でも、やるしかないか）

　自分の命はともかく、セイジアの命は守らなくてはならない。

　刀を握にぎり直し、トーマは従者に突つっ込こんだ。

　突き出された槍やりを素す早ばやくかわして肉にく薄はくすると、その軽装の下半身、中でも膝ひざのあたりを狙ねらい、刀の峰みねを叩きつけた。脚あしの骨を砕くだいた感かん触しよくを確かめる間もなく、すぐにセイジアに迫せまる従者に向かう。

「こっちだっ！」

　その声に振ふり向いたところを、相手の側頭部に思いきり刀を叩きつける。質素な作りとはいえ兜かぶとをかぶっており、こんども峰での斬ざん撃げき、否、打撃だ。斬きれはしないが、トーマの刀は特別に重い。相手は昏こん倒とうして地面に崩くずれた。

　相手の命を助けるための技わざではない。鎧よろいの兵を刀で斬り伏ふせるのは至難の業わざだ。隙すき間まを狙って刃を差し込むよりも、力まかせに打ち据すえてしまった方が話が早い。

「怪け我がはないな、セイジア？」

「さすがだな、トーマ。その荷物を背負ってる割にはいい動きだ」

「荷物？　……ちっ」

　トーマは思わず舌打ちをした。自分の吞のん気きさに嫌いや気けが差したからだ。戦場に乗り込んで刀を振り回していたとはいえ、自分の背中にあった忌いま々いましいものの存在を忘れていたとは……。

「トーマ、緊きん張ちようしろ。まだ次が来るぞ。それから、その箱はもう下ろしていい」

「言われなくてもな」

　刀で革帯を切り、トーマは背負っていた木箱を地面に落とした。四レグ（一二〇㎝）ばかりの長さ（※一レグ＝三〇㎝）、小ぶりの棺かん桶おけといった風ふ情ぜいだ。

　倒たおれたふたりの従者に続いて、こんどは十数人の歩兵が囲んでいる。その背後で様子を窺うかがっている兵は何十人もいる。キルガが先に動いたことで、敵対するリクレア側は自然、静観する形になっているのが唯ゆい一いつの救いだ。

「トーマ、約束は守れよ」

　呟つぶやいたセイジアに「わかってるよ」と応こたえ、トーマは姿勢を低くした。

　──そうだ。

　トーマはセイジアと約束をしている。このアンザで無事に商売を終えるまで、その身を守ると。半分騙だまされたようなものとはいえ、約束は約束だ。相手が何人だとか、勝てる見込みがどうとかは関係ない。

　歩兵たちはトーマたちを遠巻きにしながら、槍を突き出して威い嚇かくしてくる。ふたりの従者を瞬時に倒した腕を警けい戒かいしているらしく、なかなか動いてはこないが……。

（ただ待ってたらこっちが不利だ）

「来いっ」

　トーマは左手を伸のばし、セイジアの腕をつかんでぐっと引き寄せた。

「なにをする？」

　責めるように言うセイジアに、

「離はなれるなってことだよ。約束は約束だからな、なんとか血路を開いておまえを逃にがす……っ！」

　囲んでいた中からふたりの兵が前に出てきた。しゅんっと突き出された二本の槍を、トーマは同時に刀で受け流す。敵兵が体勢を崩したところを、靴くつ底ぞこで穂ほ先さきを踏みつけ、柄つかに刀の峰を叩たたきつけてへし折った。

「逃げる？　逃げるとはなんだ？　どうして私が逃げる必要がある？」

　セイジアが目を丸くしていた。

「はぁ？　逃げないでどうするんだよ」

　トーマが呆あきれていると、こんどは別の兵が三人、前に出てきた。とはいえ、トーマの腕前を警戒してか腰こしが引けている。

「私は逃げないぞ、トーマ。まだ商売は終わっていない」

「バカか、おまえは。そもそもだ、勝手にこんな戦場のど真ん中に飛び込んで……命と商売、どっちが大切だ？」

「商売に決まっている」セイジアは即そく答とうした。

　三人とは別に、背後から兵士のひとりが迫ってきた。セイジアを狙って突き出された槍をつかみ、膝で折りつつ、トーマは、

「なんでそういう答えになる！」

「それが私の仕事だからだ。そして、それに不安はない。この地で商売を終えるまで、私を守る、おまえがそう約束したからだ。私はそれを信じている」

　呟くような声だが、トーマの心に、魂たましいに、どんっと響ひびく言葉だった。

「躊躇ためらうな。小僧と小こ娘むすめの首をとれっ！」

　ゴッゾォが絶ぜつ叫きようした。煮にえきらない態度の兵たちに痺しびれを切らしたのだ。それに応えた兵士たちが、トーマとセイジアにわらわらと襲いかかる。

（……なにがあっても切り抜ぬけるぞ）

　トーマは覚かく悟ごを決めた。

　左手で再びセイジアの手をつかむと、手近の兵士の群れへと突っ込む。

　間合いを詰つめられれば、槍はむしろ不利になる。相手が困こん惑わくしている隙すきを突き、兜で守られた頭を刀で殴なぐり飛ばす。ひとりふたり……六人……九人と、目にもとまらぬ早業で倒し、進んでいく。

　十人目と対たい峙じしたところで、それまで黙だまっていたセイジアが、突とつ然ぜん、叫さけんだ。

「トーマ！」

「まだ言うのか！　止まらない、このまま突っ切って……！」

　──背後に殺気を感じた。咄とつ嗟さにセイジアを抱だきかかえるようにして、横よこっ跳とびする。だが、地面を蹴けった次の瞬しゆん間かん、脇わき腹ばらを強く叩かれ、トーマは無様に転がった。

　即そく座ざに立ち上がろうとしたが、それは叶かなわなかった。トーマの首には、三日月形の刃はが押し当てられていた。

「残念だったな、小こ僧ぞう」

　見上げると、大おお矛ほこを構えたゴッゾォがニヤニヤと笑っていた。

「だから言ったのに。この男が後ろから迫っていると」

　セイジアはトーマの転てん倒とうには巻き込まれずにいた。すぐ横に立ち、眉まゆをひそめて彼を見下ろしていた。

「だったらそう言え！」

「それくらい察してみせろ。素人しろうとか」

「おい！　痴ち話わ喧げん嘩かなら、あの世でやれ。ふたりの首、すぐに並べてやる」

　トーマの首に当てられた大矛の刃、その重さがぐっと増した。

「──おやめなさい」

　制止したのはセイジアだった。

「あぁん？」

　矛を握ったまま、ゴッゾォが振り返った。セイジアは右手を高く掲かかげた。小さな四角い金属片へんを握り、見せつけるように突き出している。

「なんだ、娘むすめ。この期ごに及およんでの命いのち乞ごいか。わかった。だったら、小僧の首を刎ねるのは後にしてやる、まずはおまえから──」

「待て！　動くな」

　後方から飛んだその声に、ゴッゾォは「ああぁ！　どいつもこいつも！　やかましい！」と大矛を持ち上げ、地面を叩いた。

　声の主はリクレアの隊長テンドウだった。馬上から成り行きを見守っていたはずが、いつの間にかキルガの兵が集まる中に、単身立っていた。

「テンドウ……貴様の指図は受けんっ！　この邪じや魔まな虫けらを始末した後は、おまえとの決着だ。それを忘れるなっ」

　唾つばを飛ばして怒ど鳴なるゴッゾォに対し、テンドウは顔色ひとつ変えず、セイジアの持っている金属片を指さした。

「その免めん許きよを持っている者、うかつに命を奪うばうようなことをしては、後々面めん倒どうなことになるぞ。よく見てみろ。王家が発行した商人免許だ。しかも〈特級〉だぞ」

「免許？　王家の……特級？」

　テンドウに促うながされ、ゴッゾォは目を凝こらした。銀色の金属片には日輪を図式化した模様──エイジャ王家の紋もん章しようが刻まれている。そして日輪の下には小さな星形が五つ。それは王家の力の代行者であることを示し、数が五つともなれば最高位の証あかしとなる。

　セイジアは「ふんっ」と鼻を鳴らした。「辺境の国の軍人とはいえ、指揮官ともなればさすがに〈特級〉商人免許のことはご存じのようで。ならば話が早い。キルガ、リクレア、両国の方々。よく聞かれるがいい。あらためて申し上げる」

　丁てい寧ねいな物言いながら、ゴッゾォとテンドウ、ふたりの隊長の顔を見下すように睨にらみつけると、セイジアは繰くり返した。




「私は武器商人。殺さつ戮りくと破は壊かい──そのための武器をお持ちしました」




「──ただの武器ではありません。よそでは滅めつ多たに手に入らない〈封隕武器アーテイクル〉です。公明正大、高い値段をつけて頂いた方へお譲ゆずりします。互たがいの国を滅ほろぼしたいと思うなら、私から武器を買いなさい」

　セイジアの不ふ遜そんな態度にゴッゾォが歯は嚙がみした。テンドウは相変わらず表情を変えない。

「トーマ。いつまで寝ねている。早くあれを」

　ゴッゾォの大矛からは解き放たれたものの、トーマは起き上がる機会を逸いつしていた。

「──わかってるよ」

　──〈封隕武器アーテイクル〉。その名を聞いて、トーマの顔も険しくなっていた。それでもセイジアに言われた通り、「どいてくれ」とキルガの兵たちを搔かき分けながら、最初に彼女が名乗りを上げた場所に戻もどった。兵たちももう、手を出そうとはしない。

「ほら、これだろ」

　引きずってきた例の木箱を、トーマは乱暴に地面に放ほうり出した。そのはずみに蓋ふたが開き、露あらわになった中身に、近くにいたゴッゾォやテンドウ、兵士たちの視線が集まった。

「……くっ。売り物とはこれか？　よりによって鉄てつ砲ぽうか」

　ゴッゾォや彼の部下たちがあからさまに蔑さげすみの表情を浮うかべた。

　彼らがそんな態度をとった理由は、トーマにもよくわかった。鉄砲──それはここ数年、エイジャ全域で急速に普ふ及きゆうしていた。弓に替かわる「新兵器」と謳うたわれていたが、まだ実用に耐たえる代しろ物ものではなかった。雨天や湿しつ気けが強い日は火薬の着火が困難で、肝かん心じんの弾たまが出ない。銃じゆう自体にも工作精度や強度の問題があり、歪ひずみやすい銃身は容易たやすく暴発を招く。腕うでを吹ふき飛ばされるのを恐おそれて、今では鉄砲隊になりたがる兵士はほとんどいない。

「なにが〈封隕武器アーテイクル〉だ。鉄砲なら我がキルガにはいくらでもある。そんなものをわざわざ売りつけに来るとはご苦労なことだ」

　正直、〈封隕武器アーテイクル〉という名前だけで冷ひや汗あせをかいていたトーマだったが、ただの鉄砲だとわかり、その緊張もいくらか緩ゆるんだ。

「では、その威い力りよくをご覧に入れましょう」

　自分に向けられた冷たい視線に気づいていないのか、セイジアは構わず、木箱からその鉄砲をとり出した。

「……ん？　こいつは」

　トーマは目を凝らした。

　よく見れば、ただの鉄砲ではなかった。全体が異様に長く大きい。セイジアの背せ丈たけと変わらぬほどだ。その銃身は複数──六本もあり、薄うすい鉄の板で束ねられている。大きな握にぎり手がついていて、銃身の基部からは連なった弾だん丸がんが帯のように垂れていた。

（……〈封隕武器アーテイクル〉）

　その異様な形の鉄砲を目まの当たりにして、トーマは再び、緊きん張ちようしていた。

「これが〈封隕武器アーテイクル〉のひとつ、〈砲ほう〉です。中でも〈アグニート〉と呼ばれるもの。古いにしえの悪あく魔まの名前を冠かんしております」

　説明しながら、セイジアは〈アグニート〉を両手で提さげ、腰だめに構えた。そして、六本の銃身を坑こう道どう入り口へ向けた。

「なにを狙ねらうつもりだ？」

　ゴッゾォが冷やかすように尋たずねた。

「見ての通り。あれを」

　坑道の入り口すぐ横に小屋があった。小屋とはいっても、元は倉庫かなにかのようで、平屋ながらかなりの大きさがある。

「だったらあれを狙え。バッテンになってるだろう。的にはちょうどいい」

　ゴッゾォが指さしたのは、小屋の玄げん関かん口だった。細長い板を二枚、斜ななめに掛かけ渡わたして、扉とびらを塞ふさいでいる。

「三つ数えて撃うちます……三……」

　セイジアが握り手を引くと、束ねられた銃身がゆっくり回転を始めた。鉄と鉄が擦すれ合う、ごりごりという重い音が響く。

「……二」

　回転が速まり、キィンと甲かん高だかい唸うなりが耳を突つく。ニヤニヤしていた兵士たちが、にわかに浮き足だった。

「……一……発射」の声とともに、標的の小屋へ向けて、〈アグニート〉の銃身からギラッと輝かがやく光こう跡せきが奔はしった。

　トーマは思わず耳を塞いだ。着弾と同時に、小屋のあらゆる箇か所しよが爆はぜて火花と土つち煙けむりを上げた。〈アグニート〉がすべての弾丸を吐はき出すのには、ほんのひと呼吸の間もかからなかった。

「おい、これは……」

　ゴッゾォが息を吞のんだ。土煙が晴れた後、小屋があった場所に残っていたのは、粉ふん砕さいされた木片だけだった。

「……」

　トーマも言葉を失っていた。中身も知らずに自分が運んできたものが、これほどの威力だったとは……。

（……そうだ。こいつは〈封隕武器アーテイクル〉なんだ。どんな見た目だろうが、恐ろしい力を秘ひめているに決まってるんだ……）

「いかがですか？　〈砲〉の中でも、手持ちで使える便利な〈アグニート〉」

　静まり返った戦場に、滔とう々とうと語るセイジアの声だけが響ひびいた。

「別名〈回輪式多た砲ほう身しん鋼銃〉。これさえあれば、ひとりの兵で百人の敵兵を一いつ瞬しゆんで倒たおすのも造作もないこと。よそでは滅多に手に入らない武器です。公明正大、高い値段をつけて頂いた方へお譲りします」

「待て、なんと言った？　高い値段をつけるとは、つまり競せりでもやるということか？」

　詰つめ寄ってきたゴッゾォに、セイジアは、

「その通りです。明日あしたの朝。守護代の城で競りを行います。十分な額を用意してお越こしください」

　そう言うと、〈アグニート〉を地面に置き、セイジアはそのまま歩き出した。

「ここでの用は終わりました。トーマ、ついてきなさい」

「おっ、おう……いや、待て！　俺は嫌いやだぞ！　こんな武器──〈封隕武器アーテイクル〉を売りつける商売なんて、認めたわけじゃないからな！」

　セイジアは振ふり向きもしない。

「俺は嫌だからな！」

「おまえの気持ちのことはどうでもいい──〈アグニート〉を忘れずに」

　足も止めずにそれだけ言った。

「──こんなもの！　俺は触さわるのだって嫌なんだよ！　──あーっ、今、だけだぞ！」

　結局、トーマは根負けした。まだひどく熱を持つ〈アグニート〉を拾い上げると、慌あわててセイジアを追いかけた。沈しずみかけた太陽を映し、彼女の真っ白なドレスが鮮あざやかに輝いていた。




　　　　３




　トーマは車を引く〈鱗うろこ馬ば〉に軽く鞭むちを入れた。すでに老ろう齢れいで鱗も灰色になっているが、並の軍用馬よりもずっと大おお柄がらで元気もあり、御ぎよ者しや台にいるトーマとセイジア、そして車内に満まん載さいした荷物の重さにもへこたれず、一頭でぐいぐい車を引いていく。

　──〈鋼砂〉の旧採さい掘くつ場＝現試し掘くつ場を後にして、トーマたちはアンザの町へ入った。道もきれいに整備されていて、馬車で半刻（一時間）ほどしかかからなかった。（※一刻＝二時間）

　これまで諸国を旅してきたトーマだが、この地、エイジャ王家直ちよつ轄かつ地アンザを訪おとずれるのは初めてのことだった。

　小ぢんまりしているが、美しい町だ。馬車を走らせている大通り沿いには、煉れん瓦がを積んだ暖かみのある色合いの建物が並んでいる。どの建物にも正面の植え込みには、色とりどりの花が植えられている。

　美しい、といえば──。

　トーマはふと、狭せまい御者台に並んで座っているセイジアの横顔を見た。

　馬車の揺ゆれも平気な様子で、彼女は背筋をぴんと伸のばし、その視線を正面に据すえたまま、動くものといえば、風に吹かれて揺れる、栗くり色の巻き毛くらいのものだ。整いすぎた顔の印象と合わせて、知らない者になら、人形だと教えても信じるかもしれない。

　歳としはトーマより二つ下。十六歳だと聞いている。

　そんなセイジアと、ふと目が合った。

「……本当に守護代の城へ行くのか？」

　なんとなく照れ臭くさくなって、トーマは今いま更さらながらの話題を持ち出す。

「守護代っていえば、直轄地の王様みたいなもんだぞ。いきなり乗り込んでも平気なのか？　いくら特級の商人免許とかでも……」

　セイジアは答える代わりに、両手を空に突き上げて、「ふわぁぁ」と大きく伸びをした。

「よくわかんないけど、大だい丈じよう夫ぶじゃないのかなぁ。そんなことより、疲つかれちゃったよ……ふわぁぁ」

　生あくびをしながら、セイジアは頭をぽりぽり搔いた。

「いつものことだけど、やっぱり疲れるなぁ。あー、早くお風ふ呂ろ入りたい。でもでも、その前にわたし、なんか甘いものも食べたい。疲れたもん。守護代のお城なんだから、きっと腕のいいコックさんがいると思うんだ。ご飯は後でいいから、先にケーキとか出してくださいってお願いしたらどーかな？　でも、マナー知らないってバカにされたらイヤだなぁ。ていうか、先にお風呂かなぁ。このドレス、見た感じより蒸むすんだよねぇ」

「おいっ！　やめろ！」

　トーマが叱しかってもお構いなしで、セイジアは白いドレスの裾すそをつかんで、パタパタとやり始めた。細い太ももが丸見えになった。

（……完全に戻ったな。こっちはこっちで面めん倒どうなんだよな……ん？）

　剝むき出しになった太もものつけ根に、一瞬、なにかが見えた。薄いケースのようなものが赤いベルトで留められていた。

（なんだ？）と、トーマが気にしていると、「あーっ」と言って、セイジアが彼の顔を覗のぞきこんできた。

「今、横目で、こっそり、気づかれないように、でも、粘ねん着ちやく質しつっぽい視線で、スカートの中、じ──って見てたでしょ？」

「見てない」トーマは即そく答とうした。噓うそだが。
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「見ないでよね。大事なものがあるんだから」

　セイジアが口を尖とがらせた。

「っっっ、なななな、なに言ってんだおまえ？　いきなりなに言ってんだよ！」

　トーマは唾つばを飛ばして抗こう議ぎしたが、無む駄だに終わった。

「ねえ、トーマ。甘いものとお風呂、どっちを先にすべきだと思う？」

「スカートの中の大事なもの」のことはすっかり忘れ、セイジアはもう他のことで頭がいっぱいになっているようだ。

「知るか」と、トーマは突っぱねた。「おまえ、他に考えることあるだろ」

「考えること？　お風呂とかケーキとか以外に？　あ？　これ？」

　セイジアはまた、ドレスの裾をぱたぱたさせた。汚お泥でいまみれの戦場にいたのだから当然だが、白いドレスはひどく汚よごれていた。

「大丈夫だって。着き替がえは山ほどあるもん。守護代様に挨あい拶さつする前にちゃんと着替えるよ」

「そうじゃない！」

　思わず声を荒あらげてしまう。

「さっきのアレだよ。ええと……キルガとリクレアだ。あいつら、規模は小さいけど、あそこで戦いくさやってたんだぞ。そのど真ん中に突っ込みやがって……。命が惜おしいとか、そういうことは考えないのか、おまえは？」

「考えない」

　即答したセイジアに、トーマは「はぁ」とわざとらしい溜ため息いきをついた。

「なんで考えないんだ？」

「えへ。私の命を守るのは、私の仕事じゃないから」

「……えへ、じゃないだろ。さっきはたまたま、あの〈封隕武器アーテイクル〉の威い力りよくで救われたけど、あの場であいつらが、〈アグニート〉を無理やり奪うばう可能性だってあった。俺たちは殺されてた。俺は嫌だぞ。ただ殺されるだけならともかく、〈封隕武器アーテイクル〉なんかで殺されるのは」

「ンなことないでしょ。殺されないよ」

「どこから来るんだ、その根こん拠きよは」

「だって」

　顔をぐっと近づけてくると、セイジアはなぜだか、にっこり笑った。天使のような笑え顔がおだ。

「トーマが、わたしのことを守ってくれるって、そう約束してくれたから。自分が死んだら、わたしのことも守れないでしょ。わたしのためにも、トーマは死なない。それ以上の、ええと……根拠が必要？」

「……」

「話、聞いてる？」

「……聞いてる」

「もー、しっかりしてよ」

「……」

　トーマは黙だまって手た綱づなを握にぎることにした。あっちのセイジアはやっかいだが、こっちのセイジアも面倒だ。

　──馬車は町の中心部へと進んでいく。

　やはり、そこかしこで咲さき誇ほこる花が目立つ。建物前の植え込みだけでなく、共同井い戸どのまわりや道のあちこちに、小さな花か壇だんがいくつも設けられていた。

「花、きれいだねぇ」しみじみ、という感じでセイジアが呟つぶやいた。「わたし、花、好きなんだ」

「ホントか？　そんな話、初めて聞いたぞ」

「だって」セイジアがまた、口を尖らせた。「今まで、こんなに花があるようなところ寄らなかったし」

　御者台から身を乗り出すようにすると、セイジアはあちこちに咲く花を次々と指さして、

「あの紫むらさき色のはシソアオバ、大きな黄色い花はニチリンホウコウ、あれはカンガランダにコリコリソウ、ミブバナ。あの水色のはヒグレカクレバナ」

「……凄すごいな。ホントに、花の名前ならみんな知ってるんだ」

「へへへ。そんなに尊敬されるようなことじゃないから。フツーだから。フツー」

　そう言いながらも、セイジアはひどく上じよう機き嫌げんで、小さな鼻の頭を膨ふくらませていた。

「でも、あの花は知らないんだよねー」

　セイジアが指さした先には、白い花が咲いている植え込みがあった。純白の花びらは美しかったが、近くで赤、黄と派手に咲き誇る花々と比べるとかなり地味だった。

「トーマ、知ってる？」

「知るわけがない。花の名前なんか……知るわけがない」

　──やがて、ふたりの馬車は町の中心部にある守護代の城に辿たどり着いた。形ばかりの堀ほりと高い塀へいはあったが、その向こうに見えているのは、城とはいっても、戦のための実用的な要よう塞さいではなく、荘そう厳ごんな美しさを誇る建物だ。エイジャが平定されてから建てられたものであることがわかった。

　城門のかなり手前で、トーマはいちど馬車を停とめた。

「お、おいっ」

　このまま門の前まで乗りつけていいものかトーマが迷っていると、セイジアが御ぎよ者しや台からぴょんと飛び降りた。

「おい！　やめろよ！」

　呼んでも止まらない。すぐに追いかけたかったが、馬車をそのままにもしておけない。〈鱗うろこ馬ば〉をなだめつつ、急いで車輪止めをかましていると、門の方から「ふざけるな、貴様っ！」と怒ど声せいが聞こえてきた。

　そうしてトーマがようやく門の前に駆かけつけると、セイジアが三人の門番に囲まれているところだった。

「だからー。お城の守護代、早く出してよ～。名前は言ったでしょ？　セイジアだって」

　セイジアの言葉に、門番三人が一いつ斉せいに抜ばつ刀とうした。いきなり守護代を出せというだけでも切り捨てられても文句は言えない。それに「セイジア」という名前が相手を余計に刺し激げきしたのだろう。

「セイジア！　なにやってんだ、あれを見せろ、あれを」

「もう見せたのに信じてくれない！」

　セイジアが頰ほおを膨らませた。確かにその手にはあの金属片へんが握られていた。

「これ見ればわかるだろう。特級の免めん許きよだ。……よろしく頼たのむ」

　わざわざ説明したトーマに、門番は、

「免許は見ればわかる。だが、それは特別なものだ。おまえたちのような者が、どうして持っている？　それを訊きいているのだ」

「そんなことは俺だって知らないよ。おい、おまえがなんとか言えよ」

　横にいたセイジアを突つついてみたが、面倒な説明をする気が端はなからないらしく、「あー、早くお風呂入りたいなぁ」と、トーマと目を合わせようともしない。

　トーマが困っていると、そこに二頭立ての馬車がやって来た。ぱっと見は地味だが、あらゆるところに手のかかった装そう飾しよくが施ほどこされている。トーマたちのものと比べることすら失礼な、立派な造りだった。

　門番たちが剣けんを収めた。彼らの前を通り過ぎ、馬車はそのまま敷しき地ちの中へ入ろうとしたが……御者が急に馬を止めた。

　従者たちとともに馬車から降りてきたのは、まだ若い娘むすめだった。セイジアよりも年上だろうが、それでもまだ十代に見える。トーマと同世代だろうか。背が高く、瘦やせた身体からだを飾かざりの少ないクリーム色のドレスに包み、鳶とび色の短いマントをつけている。

「なにごとですか？」

「はっ」門番が姿勢を正した。「この者たちが守護代様への面会を求め……特級の商人免許を持っているというのですが……」

「特級の？」少女が首を傾かしげた。「この者が、ですか？」

　彼女が視線を向けたのはトーマだった。

「いや、免許持ってるのはこいつで」

　トーマはセイジアを指さした。

「守護代？　今、守護代って言った？」門番の言葉にセイジアが食いついた。「この人がそうなの？　よかったぁ、話が早くて」

「私はエトワ・アンザ。この地の守護代を務めています。──失礼」

　エトワは会え釈しやくすると、セイジアにつかつかと歩み寄り、彼女が手にした特級の商人免許を確かく認にんした。

「本物ですね。しかし、まだお若いあなたのような方がどうして？」

「えー」セイジアは頰を染めた。「そちらもお若いですよ～。わたし、守護代っていうから、すごいお爺じいさんが出てくるもんだとばかり」

「亡なき父の跡あとを継ついだばかりです。──私のことはともかく。その免許が本物だということは認めます。ここで立ち話というわけにはいきません。まずは城の中へ」




　　　　４




「……武器商人？」

　エトワの顔色があからさまに変わった。

「あ、えぇ、まぁ……」

　トーマは言葉に詰つまった。

　──トーマとセイジアは城内の謁えつ見けんの間に通された。しばらく待たされ、着替えを済ませたエトワ、そして城の長老格らしい数人の老人たちが入室してきた。「特級免許を持つ商人が、このような辺境の地にどのような用件で？」エトワにそう尋たずねられても、

「うわー、これ、美味おいしい～」

　セイジアといえば、お茶といっしょに出された焼き菓が子しに夢中になっていた。こぼれた屑くずが白いドレスの胸むなもとを汚すのを、トーマははらはらしながら見守っていた。そもそも、「守護代様に挨拶する前にちゃんと着替える」と、自分で言い出したことをセイジアはすっかり忘れているようだ。謁見の間の美しい調度に、泥どろで裾すそを汚したドレスは悪目立ちしている。

「商売というと、なにを売るのです？」「それとも仕入れですか？」「この城になにか援えん助じよを求められているのですか？」

　黙っていてもよかったのだが、真ま面じ目めに尋ねているエトワに申し訳なく思い、トーマはついつい答えてしまった。「あー、そのー、武器を、ですね」

　そして「武器」という言葉を聞いた途と端たん、エトワは強い反応を示した、だが、それでも彼女はすぐに平静に戻もどると、

「王家発行の特級の商人免許。それを持つ者に対して、我々は無制限で協力する義務があります。それは重々承知ですが、私は……戦のための武器を売り買いする者たちを好みません」

　自分を真まっ直すぐ貫つらぬいた彼女の視線に、トーマが戸と惑まどっていると、

「そちらの話は理解しました」

　凜りんとした声が響ひびいた。セイジアだ。

「簡単にこちらの要望を伝えましょう。私はこの地に武器を売りに来ました」

　エトワの顔が強こわばった。

「今回の商品は〈砲ほう〉、のみ。それ以外の商あきないをするつもりはありません。取引相手はキルガとリクレア。そのために、この城への逗とう留りゆう、並びに両国との取引の場として、この城の一室を提供して頂きたい。以上です」
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　セイジアから、さっきまでの子供っぽい雰ふん囲い気きは消え失うせていた。背筋をぴんと伸のばし、精せい悍かんな面構えでエトワに向き合っている。まるで別人のように威い厳げんに溢あふれていた。〈鋼砂〉の試し掘くつ場でキルガ、リクレアの隊長たちとやり合っていた時と同じだ。

「……あなた」

　エトワも、その後ろに控ひかえていた長老たちも目を丸くしていた。

「なんですか、これは？　まともに話ができるようになったのはともかく、であれば、先ほどまでは……ふざけていたのですか？」

　エトワの追つい及きゆうはまた、セイジアではなくトーマに向けられた。

「こ、これは……俺も、こいつとはそんなに長いつき合いじゃないんで……武器だの、商売の話になると、こんな感じになって……」

「ではやはり、さっきまではこちらを油断させるために、さもなくばなにか様子を窺うかがうために、わざとあのように振ふる舞まっていたと？」

「いや、だから、わざと、とかではなく。むしろ逆というべきか……」

「守護代様」

　答えに窮きゆうしていたトーマに代わり、セイジアが口を開いた。

「で、ご返答は？　こちらの要求には応こたえていただけますか？」

「……」

　エトワは重い溜ため息いきをついた。セイジアの変身について、まともな説明をしてもらうことを諦あきらめた様子で、

「──その返答の前に、ひとつ確認を。その名……セイジアを名乗り、白いドレスを着ているのはなんのためです？」

　エトワの質問にセイジアは首を傾げた。

「なんのため？　意味がよくわかりません。セイジアは私の名前、この服は商いの際の私の正装、それだけのことです」

「……そうですか。わかりました。特級免許によって保証されている限りのことは致いたします。その点はどうかご心配なきよう」

　早口に言うと、エトワは部屋から退出しようとした。そこにセイジアが「お待ちを」と声をかけた。

「あの花、なんという名前ですか？」

　セイジアの視線の先には、飾り台と一体になった花か瓶びんがあった。そこには純白の花が活いけてあったが、花びらも小さく控えめな造りは、豪ごう華かな部屋の調度とは不ふ釣つり合いだった。

（あれは……）

　トーマは思い出した。ここに来る途と中ちゆう、セイジアが唯ゆい一いつ、知らないと言っていた花だった。

「あれですか……あれは、クレノ、という花です。別名、〈戦いくさ華ばな〉ともいいます」

「──イクサバナ？」

　セイジアが鸚おう鵡む返しにすると、

「はい。別名の謂いわれは知りません。ただ、珍めずらしい花であることは間ま違ちがいないようです。この土地の風土以外では花をつけにくいとか」

「なるほど。この町で初めて目にしました」

「あの花がなにか？」

「いいえ」セイジアは妙みように優やさしい声で答えた。「とても美しかったもので。それで名前を知りたくなっただけです」




「……話せ」

　エトワたちが退出した後、トーマはセイジアに詰め寄った。幸いに、というべきか、エトワと交こう渉しようした直後で、彼女はまだ武器商人としての緊きん張ちよう感を失っていなかった。こちらのセイジアが得意なわけではないが、難しい話を聞き出すなら、今しか機会はない。

「俺はおまえに言われるまま、このアンザの地までついてきただけだ。ここでなにが起きてるのか、さっぱりわからない。さすがにそれじゃあ気持ちが悪い」

「なるほど。確かにそれはそうだろうな」

「そう思うなら教えてくれ。近きん隣りんの国に戦の武器を持ち込まれて、あの守護代が嫌いやな顔をするのはわかる。ただ、俺にわかるのはそれくらいだ」

「わかった。夕食まではまだ時間もあるようだし、それでおまえが少しは賢かしこくなるなら、意味もあるだろう」

「賢くなりたいわけじゃない」

　トーマが小さく抗こう議ぎの声を上げたが、それは耳に届かない様子で、

「さて、と。おまえはこのエイジャのことにはどの程度通じている？」

「それなら言ったはずだ。子供の頃ころからずっと、師し匠しようについてあちこち旅をしてきた」

「実地の知識はなにより尊いな。だが、今は歴史のことを聞いている」

「それは……」

　セイジアは出来の悪い生徒を値ね踏ぶみするような視線を向けてきた。

「わかった。最初から話を始めよう」




　──そもそも、エイジャ王国は約百に及およぶ小国の連合体である。今から二百年前、小国エイジャの第六代の王にして、後の〈統一王〉ケンスゥがその類たぐい稀まれな武力と知略によって僅わずか十年で国々を平定したと伝えられている。

　初代王ケンスゥの方針により、統一後も各国の王は守護と名前を変え、エイジャによる統治は最低限の緩ゆるやかなものとされ、それぞれの国の政治、文化は尊重され、争いのない中、平和な時代が続いた。

　だが、衰おとろえぬものはない。

　後こう継けい者争いに端たんを発し、エイジャ王家内部が乱れ、それはそのまま各国への支配力低下という形で顕けん現げんした。それまではあり得なかった国同士の小こ競ぜり合いが頻ひん発ぱつし、それがやがて小さな戦、そして、それなりの規模の戦となるようになって、早、十年。

　隣となり合うキルガ、リクレアのふたつの小国もその例外ではなかった。アンザを挟はさむ両国は、国境のほとんどが険しい山さん岳がく地帯になっている。そうした地理的条件が戦を阻はばんでいたが、ここ数年、あからさまな武力衝しよう突とつを繰くり返すようになった。戦場となったのは、これも地理的条件故ゆえ、数少ない平地、つまりはアンザ近くが多かった。

「……で、その理由はなんだ？　お互たがいの領土を狙ねらって、って話なのか？　さもなきゃ昔からの因いん縁ねんがあって、憎にくみ合ってるとか？」

「どちらも正しい」セイジアは即そく答とうした。「隣りん国ごく同士ということだけで、争う理由はいくらでもある。だが、今の直接の原因は〈鋼砂〉だ」

「〈鋼砂〉か……なるほど」

〈鋼砂〉とはエイジャ全域で稀まれに産出する、貴重な鉱物資源のことだ。通常の鉱石と比べ、遥はるかに良質の鋼はがねとなり、優すぐれた武器を作ることができる。そのまま他国に売ったとしても、国を潤うるおすだけの資源になる。

「元々、この直ちよつ轄かつ地アンザは鉱山の町で、質のいい〈鋼砂〉がよく採れた。というよりも、〈鋼砂〉があるからこそ、王家直轄の領地となったわけだ。ただ……」

　その〈鋼砂〉の鉱山も数十年前には鉱脈が尽つき、閉山。一時は大変衰すい退たいしたという。だが、第十一代エイジャ王スナル＝〈花愛めでる王〉の行幸の際、美しい花があることを気に入り、それ以来、城に飾かざる花々の種たね、苗なえを育てる「御ご花所」として認められるようになった。

「なるほど。花の町か。だから、あちこちにあんなに花が」

「今では花の種が唯一の特産物。それ以外に自給自足の田畑もあるが、鉱山町として潤っていた時と比べれば、この城にしたところで経済的には豊かではないだろう。ところが、〈鋼砂〉が見つかってしまった。〈鋼砂〉を求めて両軍が激げき突とつすれば、地形的にこのアンザが戦場となることは明白だ。直轄地とはいえ、この地は貧しい。城を守るのに精せい一いつ杯ぱいの兵しかいない。二国の軍をはねのけるだけの力はない」

「……そうか」

　これまで耳にしてきた断だん片ぺん的な情報が、ようやくひとつにまとまり、トーマも納なつ得とくがいった。

「……最悪だ」トーマは呟つぶやいた。「そんなところに、俺たちは武器を……よりによって〈封隕武器アーテイクル〉なんて代しろ物ものを。嫌がらせみたいなもんだろ。おまけに特級免めん許きよとかの威い光こうで、図ずう々ずうしくこの城に居座って」

「なにか問題があるのか？」

「あるだろ！」トーマは声を荒あらげた。「たとえ一丁だけでも、強力な武器は人の心だって変えるんだ……それでどれだけのものが滅め茶ちや苦く茶ちやにされるか……」

「おまえの気持ちは承知している。だが、ここでふたつの国が対立しているのは元からだ。私には関係がない。確かに武器は持ち込んだ。だが、どちらの国もそれは必要ないと言えば、私はすごすごと引き揚あげるだけだ。押し売りはできない」

「……」

　理り屈くつはそうなのだろう。それでもトーマが納得できないでいると、案内係が来て、ふたりは別室で豪華な夕食を振る舞われることになった。

「あぁ、いい匂におい。美味おいしそうだぁ」

　最初のスープが来る頃には、エトワを相手にした威厳も、トーマにこの地の現実を教えた冷れい徹てつさも消え失せ、セイジアは無む邪じや気きな女の子に戻もどっていた。

　夕食が終わり、ふたりは客室に案内された。城内における格は不明だが、少なくとも、これまでトーマが見たこともない立派な部屋だった。入ってすぐが小さなラウンジ、奥には客用の寝しん室しつとそれに付属する浴室とトイレ。ラウンジから直結して、客の使用人（今回でいえば、つまりはトーマだ）用の寝室。そちらにも独立した浴室とトイレが完備していた。

　だが……。

「──これって。やっぱり、相当に嫌きらわれてんじゃないのか？」

　トーマは横にいるセイジアに囁ささやいてみたが、

「え？　なにが？　それより、わたし、もう眠ねむくて……ふぁぁぁ」

　返ってきたのは大きなアクビ。耳を傾かたむける気はさらさらないようだ。

　食事も文句なし、部屋も文句なし……だったが、問題は世話係としてやって来たメイドの娘むすめだった。「おふたりのお世話係のマリィと申します」そう名乗ったメイドはなかなかの美人だった。黒い制服に、どちらかといえば中性的なすらっとした身体からだを包み、立ち姿も凜としている。さすが守護代の城で働く者は違ちがうと、トーマも感心したのだが……。

　動いたら、すべてが台なしだった。

「お茶をお持ちしました。きゃっ」

　なにもないところで躓つまずき、ポットの熱湯をトーマの頭にぶちまける。

「先さき程ほどは大変ご無礼を。新しいお茶をお持ちしました、きゃっ」

　なにもないところで躓き、ポットの熱湯を自分の頭にぶちまける。

「重ね重ねご無礼を。また新しいお茶をお持ちしました、きゃっ」

　なにもないところで躓き、ポットの熱湯をソファのセイジアの頭にぶちまけ……そうになったが、セイジアは思いのほか機き敏びんで、ひょいと避よけたので、ソファをびしょ濡ぬれにしただけで済んだが……。

　その後も、マリィは「お部屋のご案内」と称しようして、豪華な客室のあちこちを蹂じゆう躙りんしていった。「アンザでは温泉が湧わいております。それを引いていますので、こちらの蛇じや口ぐちからはいつでもお湯が出ます」と自じ慢まんした直後に、その蛇口を捻ひねって壊こわし、「タオルなどはこちらに」と、棚たなの扉とびらをがたんと外し、「カーテンの開け閉めにはこちらの……」と、途中で言葉を飲み込んだのは、開閉に使う紐ひもを引っ張ろうとして、そのまま引きちぎってしまったからだ。
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　そうした具合に部屋を散々荒あらした挙げ句、マリィはようやく退出していった。

「なんだ、あのメイド。やっぱり俺たちに嫌がらせするために選ばれたんじゃないのか？　歓かん迎げいされてないのはよくわか……おい！」

　ガサゴソと音がすると思ったら、ソファから立ち上がったセイジアが、白いドレスを脱ぬごうともがいていた。ドレスの胸むなもとを無理に引き上げて、首を抜ぬこうと頑がん張ばっている。裾すそがまくれ上がって、足が腿もものあたりまで剝むき出しになっていた。眠ねむ気けで朦もう朧ろうとしているようで、瞼まぶたもほとんど閉じられていた。

「着き替がえるなら自分の部屋でやれよ」

「うん、うん。大だい丈じよう夫ぶ。ちゃんとお風ふ呂ろも入るから」

　うなずいているのか、眠さでこっくりこっくりしているのかわからない。

「あー、ここは風呂じゃないって。だから！　ほら、こっちだってこっち！　もう寝ねろ！」

　トーマはセイジアを無理やり立たせ、隣となりの寝室へと押し込んだ。

「ったく、どのみちめんどくさいヤツだなぁ……」

　トーマは風呂場で手早く身体を洗うと、ベッドに身を投げ出した。

　暗い天てん井じようを見上げながら、ふと、今はもうこの世にいない師匠のことを思った。こうしてセイジアと旅をしているのも、すべては師匠の遺ゆい言ごんに従ったからだ。

　だが……だから、旅の間、ずっと不思議でしかたなかった。師匠は……老剣けん士しムラジはどうして、自分にあの娘こと旅をするように命じたのか？　彼女と一いつ緒しよにいれば、なにかわかるかと思ったが、その気配はない。

　そして、このまま旅は明日あしたには終わる。このアンザは最初からのセイジアの目的の場所。そしてエトワに対しては、ここでは〈砲ほう〉のみを売ると断言していた。

　つまり、明日、キルガかリクレア、どちらかの軍が〈アグニート〉を競り落とせば、自分の仕事も終わり、セイジアともお別れだ。

　それでいい。

　武器商人と、いつまでも一緒にはいられない。特にあんな〈封隕武器アーテイクル〉を扱あつかっているような者とは……。

　──トーマは静かに目を閉じた。




　　　　５




　──なぜか目が冴さえて眠れなかった。

　トーマはラウンジから中庭に出た。少し外の風を浴びたら、それでまた眠ろうと思っていた。

　中庭といってもそれなりに広く、植えられた木々、置かれた石像などで散策用の道が作られている。今も適当な間かん隔かくで篝かがり火びが置かれ、歩くのに不自由はない。

「……っ」

　歩き出してしばらく、トーマはふと足を止めた。あたりに人ひと影かげはない。だが、見えないながらも自分をぐいぐいと圧あつ迫ぱくする力──殺気を感じた。

「なんだっ！」

　叫さけぶより早く、トーマは地面に転がった。銀色の光が奔はしり、彼のすぐ横を掠かすめた。異常な速さの斬ざん撃げきだ。

　しゅんっ、しゅんっ！　と音を立て、続けざまに剣けんが繰り出される。あたりは暗い。相手の姿を確かく認にんする余よ裕ゆうもなければ、そもそも素手では反撃もままならない。

（なんだ、こいつ……そうだ）

　トーマは近くの篝火を目指して走ると、燃える薪まきを支える鉄の脚あしを思いきり蹴けった。あたりに火が飛び散る中、衝しよう撃げきにばらばらになった鉄てつ脚きやくの一本──熱せられた長い鉄棒を手にする。

「……え？」

　転がった薪の明かりで、襲しゆう撃げき者の顔もようやく確かめることができた。

「おまえ……えっ？」

　トーマの戸と惑まどいにはお構いなしに、相手は猛もう烈れつな勢いで剣を振ふるってくる。だが、トーマからしてみれば、打ち込みの力こそあったものの、太刀たち筋すじはまだ拙つたないものだった。大きく打ち下ろしてきた剣を軽く受け流すと、巻き込むようにして、吹ふき飛ばす。

　剣を失いながらも、相手は逃にげようともせず、興味深そうにトーマの顔を見つめていた。

「いったい、これはなんの真似まねだ……守護代様」

　──トーマに襲おそいかかってきたのは、この城の守護代のエトワだった。夕刻に会った時と違い、上着もズボンも革製の、恐おそらく狩しゆ猟りよう用の服に身を包み、短いマントを羽織っていた。

「失礼しました。武器商人の従者の方」

「……トーマだ」

　セイジアの警護はしているが、別に従者ではない。だが、いちいち訂てい正せいするのも男らしくないかと思い、それは黙だまっていた。

「失礼しました、トーマ殿どの。戯たわむれです、ご容よう赦しやを。それに本気でかかったところで、私の腕うででは、あなたを斬きることなど、とても叶かなわなかったでしょう」

「本気だろうがお戯れだろうが、どっちにしたって物ぶつ騒そうな話だ。この城の当主様は戯れに辻つじ斬ぎりまがいのことをするのか？」

　首を横に振ると、エトワは落ちた剣を拾い、鞘さやに収めた。

「あらためてお詫わびします、トーマ殿。女だてらと思われるかもしれませんが、幼い頃ころから、私は剣だけを友としていました。今でも日々、修しゆ業ぎようは欠かしていません」

「それは……わかった。日ひ頃ごろ鍛きたえていることはよくわかった」

「本当ですか？」

　エトワの顔がぱっと輝かがやいた。これまで見せたことのない笑え顔がおになった。

「だからって急に斬りかかるのは、また別の話だ」

「……はい。本当に申し訳ありません。ただ、先刻、あなたの剣……いえ、刀ですか。それを見た時からずっと気になっていたもので」

「俺の刀……が？」

「あの造り、普ふ通つうの重さでないことは見てすぐにわかりました。しかもよく使い込まれている。どのような身の上の方か存じませんが、かなりの実戦を積まれているのだとわかりました」

「……」

　気づかないうちに、そこまで観察されていたとは、トーマは正直、驚おどろいた。

「夜、眠れない時は剣を振ります。疲つかれるまで振れば心が落ち着き、よく眠れるのです。今晩もそのつもりでいたのですが……あなたを見かけました。お恥はずかしいのですが、あなたがどれほど強いのか、それを確かめてみたくなったのです。それであのような失礼な真似を……」

「なるほど……ま、話はわかったけど……」

　エトワはまだ申し訳なさそうな顔で身体をすくめている。いきなり斬りかかられて驚いたが、もう怒いかりもない。トーマにもその気持ちはわからなくもなかったからだ。

　トーマはそのまま部屋に戻るつもりだった。だが、勝手に口が動いていた。

「──眠れないっていうのはどうして」

　言ってすぐ、トーマ自身が驚いていた。なぜそんな余計な言葉を吐はいたのか。

「なぜ眠れなかったか……悔くやしかったからです。毎晩、同じ思いに駆かられます」

　エトワは正面から返してきた。

「少し前まで、私の父が守護代を務めていましたが、亡なくなり、私がその跡あとを継つぎました。弟がいますがまだ幼く、私しか家か督とくを継ぐ者がいなかったからです」

　エイジャ王家では古くからのしきたりで、事情次し第だいで女性であっても王位継けい承しようは可能だ。王家に連なる家もそれに準じているのだろう。トーマにしてもそれくらいはわかる。

「私の代になってから、キルガとリクレア、両国のやり方は露ろ骨こつになりました。小規模なものとはいえ、このアンザの地で平然と戦いくさをやってのけるのです。私に力がない故ゆえ、戦が起こり、流さなくてもよい血が流れる……私はそれがなにより悔しいのです」

「……申し訳ない。その話、俺は本当についさっき聞いたばかりで……」

　トーマは最後まで言うことができなかった。エトワの疑うような視線に気づいてしまったからだ。

「この地の事情をご存じなかったと？」

　トーマがうなずいて応こたえると、

「しかし、あなたの主人は、わざわざこのアンザの地に……ここで戦をやろうとしている、キルガとリクレアに武器を売りつけにきたのでしょう？　その張本人が、先ほどまで事情を知らなかったなど、そんなことが……」

「待ってくれ。信じられない気持ちはわかるが、本当なんだ。そもそも、あのセイジアは俺の主人でもなんでもないし……」

　トーマの必死の弁明に、エトワは、

「わかりました。トーマ殿がそう仰おつしやるなら、私もそれは信じましょう。けれど、それでもあなたが武器商人に手を貸す者、という事実に変わりはないと思います」

「……俺も戦を、武器を憎にくんでいる。子供の頃、両親ともに戦に巻き込まれて死んだ。俺を拾って育ててくれた師し匠しようは、俺を連れてあちこち旅をした。こんな世の中だ。行く先々で戦もずいぶん見た。それに、そもそも……」

「重ね重ねのご無礼、失礼しました」エトワは乱暴に話を遮さえぎった。「今こ宵よいはこれにて。あなたとお手合わせできて、嬉うれしかったです。城の者では、あのように本気で向かってきてはくれないですから……」

　そう言って、エトワは暗がりの中へと消えていった。

「……そりゃそうか」

　トーマの事情などは関係ない。戦の火種になる武器を持ち込まれて、平気でいられる領主はいないだろう。

「……どう考えたって、悪いのはこっちか」

　せめて一言、謝ろう。そう決めた彼の前に、その行く手を遮るように黒い影かげが現れた。

「……なんだ、おまえ？」

　黒ずくめ。引きずるほどの長さがある黒いマントを羽織り、頭もすっぽりフードで隠かくしている。体型もわからないので、その下から覗のぞいている顔だけで、ようやく女──若い女だと知ることができた。

　城の者にしては、あきらかに怪あやしい。

「──カーラ」

　女が呟つぶやいた。

「かー……ら？」

　奇き妙みような抑よく揚ようで言われたので、それが名前だと気づくまで、しばらくかかった。

「汝なんじに告げる」

　カーラがフードを脱ぬぐと、長い黒くろ髪かみがばぁっと広がった。猫ねこのような目が星明かりを集めて、虹にじ色に輝いた。

「おまえの傍そばには世界に毒をもたらす女がいる。だが、案ずることはない。戦の災わざわいをもたらす女の命は絶たれ、この地にはやがて平和が訪おとずれるであろう」

「……あ？　毒の……女……？」

　トーマが問い質ただそうとした瞬しゆん間かん、突とつ然ぜん、ごぉっと風が吹いた。しばらくして、砂すな埃ぼこりに叩たたかれた目を開けると、そこにはもうカーラの姿はなかった。




　トーマの深夜の散歩は散々な結果に終わった。

　エトワに斬りかかられ、そしてカーラと名乗った不思議な女の出現──気持ちを落ち着かせるはずが、自分のベッドに戻もどっても逆に心はざわめいたままで、なかなか寝ねつけなかった。空が白んできた頃、ようやく眠ねむりに落ちながら、トーマはセイジアと出会った日のことを思い返していた。それはやがて、回想というよりは夢となって、彼の意識の奥底をゆっくりと流れていった。
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　──夢の中、トーマは過去にいた。




　トーマとセイジアがアンザの地に辿たどり着いた日から、遡さかのぼること一ヶ月（三十三日）。

　その日、トーマは師匠ムラジの亡なき骸がらを埋まい葬そうしていた。老剣けん士しはトーマにとっては剣けんの師匠であると同時に、育ての親、血の繫つながりはないが唯ゆい一いつの家族でもあった。

　埋葬した後、そこに大きな石を置いて墓標とした。住すみ処かの小屋に戻って、身の回りの品を詰つめ込んだ大きな革かわ袋ぶくろ、そして愛用の刀を手にして戻ってくると、トーマはまたその場に立ち尽つくし、ひたすら待っていた。それがムラジの言いつけだったからだ。

　墓は山腹から少し突つき出た崖がけのところに作った。見晴らしがよく、生前のムラジが好きな場所だった。それ故ゆえ、麓ふもとから誰だれかが来れば、すぐに気づく。

　日がずいぶん西に傾かたむいてきた頃……。

「……来たか。ん？」

　山道を登ってきたのは、灰色の大きなマントを羽織った少女だった。身体からだつきや雰ふん囲い気きからして十代半ばくらいなのだろうが、トーマに気づき、ぱっと明るくなった顔は、もっと幼く見えた。栗くり色の髪かみを後ろで無造作に縛しばっているのも、まだ洒落しやれっ気けに縁えんのない様子だ。

　少女は大きく手を振ふりながら、慌あわてて駆けてくる。道ともいえないところなので、途と中ちゆう、なんども転びそうになる。

「おいおい大だい丈じよう夫ぶか……っていうか、本当にあいつか？」

　トーマは訝いぶかしんだ。だが、なにかの間ま違ちがいで子供が迷い込んでくるような土地でもない。山さん岳がく国ミノタにあっても、このあたりはひときわ山深いところで、トーマとムラジが居を構えるようになってから一年、人と出会うようなことなど、いちどもなかった。

「トーマ？」

　墓の前に辿り着くと同時に、彼女がいきなり名前を呼んできたが、トーマは返事ができなかった。

　──腰こしが抜ぬけるほど可愛かわいかったからだ。

　実際、少し抜けた。上半身がぐらっと来て、膝ひざも笑っていた。師匠の墓標に尻しり餅もちをつきそうになったので、慌てて踏ふん張った。

「トーマでしょ？」

　彼女は質問を繰くり返した。見た目の雰囲気に違たがわぬ、少し舌っ足らずの可愛らしい声だった。

「そ、そうだ」

　上ずった声でトーマが答えると、「よかったぁ」と満面の笑えみになった。だが、トーマにはそれ以上の興味は示さず、彼女はできたばかりの墓標の前に屈かがみ込んだ。

「これ、お墓？　ムラジの？　そうだよね？」

「そうだけど……」

　人ひと懐なつっこいといえば人懐っこいが、初対面の相手にはいささか馴なれ馴れしすぎる。子供だからしかたないのか……とトーマが思っていると、彼女は目を閉じて、両りよう掌てを胸の上で重ねた。

　トーマには見慣れないものだが、どこかの国のお悔くやみの作法なのだろう。少なくとも、気持ちだけはしっかり伝わってきた。彼女はその姿勢のまま、しばらく動かなかった。それを傍かたわらで見ているうちに、トーマは胸がどんどん苦しくなっていくのがわかった。

　──息が止まるほど可か憐れんだったからだ。

　墓に祈いのりを捧ささげていた彼女がようやく立ち上がり、トーマに向き合った。

「ムラジから、ちゃんと聞いてる？」

「あ、あぁ……」

　トーマは中ちゆう途と半はん端ぱな返事をしてしまった。師匠であり、育ての親の臨終間ま際ぎわの言葉だ。内容自体は一言一句憶おぼえているが、それをどう解かい釈しやくしたものか、ずっと悩なやんでいた。

『トーマ、おまえに言い残すことがある』

　師匠のムラジは震ふるえる声で告げた。

『──儂わしが死んだら、まだ年若い娘むすめがここを訪ねてくる。その娘の頼たのみを……ひとつ、ひとつでいいから聞いてやれ。そして、それを成し遂とげよ。それが儂がおまえにしてやれる、最後の修しゆ業ぎようになる』

　師匠の最後の言葉を、トーマは包つつみ隠さず、その娘に伝えた。

「師匠は言ってた。自分が死んだら、若い娘が来るって。そしたら、そいつの頼みを聞いてやれって……それが師匠がつけてくれる最後の修業になるって……ん？　待てよ。おまえ、どうして師匠が死んだことを知ってる？　それに、どんな関係だ？　師匠の娘……孫、とかか？」

「え？　孫とかじゃないよ」

　少女はすぐに返事をした。

「確かに、顔も似てないし。だったら、どうして師し匠しようは最後の最後に？」

「さぁ？」と、彼女は首を捻ひねった。「ムラジが話さなかったんなら、わたしからもなにも言えない。それより、わたしの頼み、聞いてくれるの？」

「あぁ、師匠の最後の言葉だ。断る理由がないからな」

　しかも、その頼み事をしてくる相手が可憐な少女ときている。トーマとしても悪い気分がするはずがない。……無論、そんな本音はおくびにも出さなかったが。

「で、その頼みとは？　いや、待て。そもそも、おまえ、何者だ？　名前は？　なにやってるんだ？　ここにはひとりで来たのか？」

「わたし？　わたしは……」

　少女の視線が遠く、山の向こう、否いな、そのずっと先の景色を捉とらえていた。瞳ひとみの翠みどり色が、瞬間、ぐっとその輝かがやきを強めた。

「わたしは……」

　少女は頭のリボンを乱暴にはずした。栗色の髪が炎ほのおのように広がる。トーマがそれに目を奪うばわれていると、彼女は身を包んでいた灰色のマントを、これまた力まかせに、破るようにして脱ぬぎ捨てた。

「おい、その格好……」

　マントの下から現れたのは、目が覚めるほど美しい純白のドレスだった。両りよう肩かたが剝むき出だしになったその姿は、山中にはひどく不似合いだ。

「私の名前はセイジア」

「……セイジア？」




「私は武器商人。殺さつ戮りくと破は壊かい──そのための武器をお持ちしました」




　両手を大きく広げると、少女──セイジアはそう告げた。あまりに芝しば居いじみた、その口調、身み振ぶりに、トーマは思わず苦く笑しようした──だが、いつの間にか、自分が数歩後あと退ずさっているのに気づいて、愕がく然ぜんとなった。

　威い圧あつされた──そうわかって、背筋が寒くなった。さっきまでの子供じみた娘とは、まったく別人の佇たたずまい、その視線を向けられただけで、身体がちりちりと熱くなる。

「武器商人？　セイジアを名乗って、白いドレスで武器を売ってるのか……なんてヤツだ。……それはともかく、俺はこの刀があれば十分だ。他に武器は持たない。いや、待て。でも、それが頼みというならわかった。あまり金はないが、それで買えるものであれば、なんでも買おう」

　トーマが慌てて答えると、セイジアはつかつかと歩み寄り、

「これは商売の口上、というものだ。おまえ相手に武器を売りつけにきたのではない。おまえに頼みたいのは、武器を売る手伝いだ。なにかと敵が多い商売だ。こんど、アンザという土地へ行く。そこでの商売が終わるまで私を守れ」

「は？」

「おまえはさっき言ったぞ。約束は守ると」

「……」

「嫌いやならいい。他に当たるだけだ」

「待て！　嫌、だ。俺は武器を売るヤツの手伝いをするなんて、嫌だ。だが、師匠の最後の言葉だ。師匠との最後の約束だ。引き受けた。二言はない。二言はないが……なんなんだ、おまえは？　さっきまでのおまえと、今のおまえと……」

「気にするな。気にしなければいいだけのことだ」

　セイジアはきっぱり言った。

「気にするだろ！」

「二言がないなら気にするな」

「……わかった」

「わかってくれると、こちらも助かる……ん？」

　セイジアは、トーマが傍らに置いていた彼の刀に手を伸のばした。「おい、触さわるな！」とトーマが止めても、彼女はなんの躊躇ためらいもなくそれを手にとり、鞘さやから抜いた。

「……珍めずらしいな。剣けんではないのか。片かた刃ばのカタナ、というヤツか。刃ではなく峰みねで打てば、命はとらずに済むということか」

　セイジアの顔に浮うかんだ皮肉な笑みに、トーマは頭に血が上った。「勝手に触るな」と怒ど鳴なり、刀をとり戻もどすと、それを急いで鞘に戻した。

「その通りだ。だが、笑われる覚えはない。俺の仇かたきは戦いくさ、だ。戦で両親を失った。だから人が無意味に死んでいくことに我が慢まんができない。剣を教えてもらったのも、この乱世で生き抜くためだ。敢あえて人の命をとるためじゃない」

「殺せつ生しようをしたことがない、と？」

「ある」トーマは即そく答とうした。「そうしなければ切り抜けられない時に、俺は迷わない。物心ついた頃ころから師匠と諸国を旅した。師匠が病やまいに冒おかされ、この地で暮らすようになったのは一年前。それまで、ひとつところに落ち着いたことはない。師匠の仕事は……刺し客かく、だった」

　眩まぶしい光を覗のぞき込んだように、セイジアの翠の瞳がすーっと細くなった。

「師匠は剣士だ。日々、修業を続け、己おのれの腕うでを鍛きたえるのが定めだ。だが、それだけで生活はできない。才覚がある者なら、その名声を高め、王家や各国守護の庇ひ護ごを受け、剣けん術じゆつ師し範はんの地位につくなりする。師匠にもそういう時代があったらしい。だが、俺と出会った頃の師匠はそうじゃなかった。

　戦の中で生きていた。とはいえ士官として軍に加わっていたわけでもない。普ふ通つうの軍ではこなせない仕事、そして、決してきれいではない仕事を引き受けていたんだ。

　つまりは刺客だ。単身潜せん入にゆうし、国の要人を暗殺する。その他にも攪かく乱らん、工作、警護、危険と見返りが大きい仕事なら、なんでもやっていた」

「興味深いな」セイジアは呟つぶやいた。「戦を憎にくむといったおまえが、どうして……戦の闇やみ、そのもののようなムラジとともに生きてきたのだ？　ムラジにしても、どうしておまえを育てる気になったのだ？」

「それは知らない。尋たずねたことはあるが、はっきり答えてはくれなかった。両親に死なれ、道みち端ばたでひとり泣いている、子供の俺を見て、どうしても放ほうっておけなかったと……なにか他に理由があったかもしれないが、俺にはそれで十分だ。俺のことを好きになってくれたんだ、そう思うことにした。俺が師匠の仕事を知っても、傍そばから離はなれなかったのも、つまり、そういうことだ。俺は師匠のことが好きだったからだ」

　ぱん、ぱん、と、手を打つ音がした。セイジアが物もの憂うげに拍はく手しゆをしていた。

「合格だ。おまえのことはよくわかった。あらためて、私の警護役に任命してやろう」

「なんだそれ？　警護はする。だが、なにが合格だ。おまえに認めてもらうことなんか、ひとつもない。どういうことだ、合格って」

「物わかりの悪いヤツだな。私はおまえのことが好きになった。おまえが師匠のムラジを好きになったように。違ちがう方角を見ていても、好きになることはできる。そういうことだ」

「……」

　セイジアの「好きになった」という言葉が、トーマの胸を強く叩たたいた。しばらく、口を開くことができなくなった。

「なにをしている？　早さつ速そく出発だ。ぼやぼやしていると置いていくぞ」

「待て。ここまでどうやって来た？　麓ふもとに馬車でも置いてあるのか？　売り物はその中か？　そもそもどんな武器を売ってるんだ？　あれか？　新型の鉄てつ砲ぽうでも売ってるのか？　あれは……」

「違う」

　セイジアはすでに急な山道を下りていたが、足を止めて振ふり返ると、トーマの質問の連打を途と中ちゆうで制した。

「私が扱あつかっているのは普通の武器ではない。──〈封隕武器アーテイクル〉だ」

「！」

　トーマは斜しや面めんを蹴けり、宙を飛んだ。

　──〈封隕武器アーテイクル〉。

　幼少期の悲しい記き憶おくと深く結びつく、忌いまわしい名。

　セイジアの前に着地した時、すでに抜ばつ刀とうを済ませ、その切っ先は彼女の喉のど元もとに突つきつけられていた。

「──見事なものだな。これだけの早はや業わざ、なかなか見られるものではない。だが……なんの真似まねだ？」

　刃の鋭えい利りな輝きも目に入らないのか、セイジアは表情も変えずに問いかけてきた。

「ものには限度がある。これは退ひけないという一線がある」

　そう言って、トーマは刀を鞘に収めた。

「旅はともにする。おまえを警護するという約束も守る。だが、天地がひっくり返ろうとも、〈封隕武器アーテイクル〉を扱うような者と──おまえとは、同じ方を見ることはない。それだけは覚えておけ」
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　ほとんど眠ねむれないうちに、トーマは朝を迎むかえた。

　客室のサロンでメイドのマリィが──黒茶をこぼし、タマゴを潰つぶし、ホシリンゴジャムをテーブルクロスにぶちまけつつ──朝食の準備を終えても、セイジアは起きてこなかった。トーマがさっさと朝食を済ませても、まだ顔を見せない。

「しかたない。さすがにそろそろ起こすか」

　自分に言い聞かせるようにすると、トーマはセイジアの寝しん室しつのドアをノックした。なんどか名前も呼んでみるが、返ってくる声はない。ここまではいつものことだ。トーマは黙だまってドアを開いた。入ってすぐの衣い装しよう簞だん笥すの上に、白いドレスがだらしなく引っかけられていた。

　広い室内の中央に、大人三人が余よ裕ゆうで寝ねられそうなベッドが置かれていたが、セイジアの姿は見えない。その代わりにベッドの真ん中で、毛布が小山のように盛り上がって、そこから白くて細長いものが一本、にょきっと突き出している。

　セイジアの足、だ。

「……セイジア」

　その小山に向けて、小さな声で呼びかけてみる。返事がないので、二度、三度、名前を呼んでみたが……。

（しかたない）と諦あきらめて、トーマはベッドに這はい上がった。腕だけを伸ばし、腰こしはぐーっと後ろに引いて、つまりはいつでも飛び退のける姿勢になった。

「……」

　そして、少し考える。

　目の前にセイジアの足がある。太ももの真ん中あたり、毛布からはみ出している──右足だ。せっかく手近にあるのだし、これをとんとん、と叩いて起こそうかと考えた。

（……いや、しかし）

　直接は……マズいような気がする。

　足を見ながら、さらに考えた。これまで一いつ緒しよに旅をしてきたとはいっても、こんなふうに、足をしげしげと眺ながめたのは初めてだ。

　細くて締しまっていて、でも、ごつごつとはしていない。

　男の足とはまるで違う。

（そりゃ、当たり前か）

　肌はだは半はん透とう明めいに見えて、窓から入る朝日を受けて、水面みなものようにキラキラ光っていた。

（……いや、足のことはいいだろう。足、そのものは関係ないだろう）

　そう言いつつもセイジアの足から目が離せなくなったトーマだが、ふと気づいたことがあった。ちょうど毛布に微び妙みように隠かくされているあたりに、太ももに巻きついた、赤く細いベルトが見え隠れしている。昨日、セイジアがドレスの裾すそをぱたぱたさせている時も、瞬しゆん間かんだが、覗いていたものだ。ベルトは薄うすい革のケースを留めているように見えたが……。

　ガタッという音に引かれて、トーマはドアの方を見た。半開きになった隙すき間まから覗いている、メイドのマリィと視線が合った。

「……トーマ様？　なにをしておいでで？」

「……いや、違う。そういうことじゃないんだ……こいつは寝起きが悪いから、気をつけてそっと起こさないと……んぼっ」

　マリィへの弁解に気をとられていて、まったくの無防備だった。突とつ然ぜん、腹に喰くらった衝しよう撃げきに、トーマはベッドから転がり落ちた。入り口のところから覗き込んでいたマリィが「きゃーっ！」と悲鳴を上げた。

　蹴られたのだ。あの足、に。

「……つまり、こうなるんだ。わかってても避よけそこなう速さだからな」

　メイドのマリィに説明すると、トーマはベッドの方に向き直った。

「これで気が済んだだろ。ほら、もうおとなしく起きろ。今日はおまえの大事な商売の日だろうが！」

　答える代わりに、すでに足をしまい込んだ毛布の小山……否いな、毛布でくるまれた塊かたまりはベッドからゴロゴロと床ゆかに落ちると、まだ起き上がれないでいるトーマを轢ひき潰した。「ぶぉっ」と奇き声せいを発したトーマを残して、部屋の隅すみまで転がっていく。

「こ、これは……魔ま物ものですか！　物ものの怪けですか！」

　怯おびえつつも、専属の世話係としての使命感が勝まさったのか、マリィが部屋に飛び込んできた。それでもよほど怖こわいのか、トーマの背中に張りつくようにしている。

「起きろ、セイジア！　もうすぐ競せりが始まるんだぞ！」

「……ふぇっ？」

　部屋の隅、毛布の塊の中から奇声が響ひびいた。

「競り？　マズい！　早く支し度たくしなきゃ！」

　毛布をはねのけて、セイジアがぱっと立ち上がった。

「！」

　なにか真っ白いものを見て、トーマの息が止まった。だが、次の瞬間、その視界が真っ暗になった。

「見てはいけませんっ！」

　マリィの大声が耳元で爆はぜた。

「トーマ様、見てはいけませんっ！　若い女性の全ぜん裸らなど目にしては、まだ年若いトーマ様には目の毒、目が潰れてしまいます！　セイジア様、なにをされているのです！　早くお召めし物をっ！」

「……ら？」

　目の前が急に塞ふさがれたのは、マリィが背中から手を回してきたせいらしい。意外に力が入っていて正直痛かったが、外せとも言えない。しばらくして、

「トーマ様、失礼致いたしました。もう安全ではないかと」

「お、おはよう……これ？　なんの騒さわぎ？　ふわーっと」

　すでに白いドレスは身につけていたものの、セイジアはまだくしゃくしゃの髪かみをぼりぼりと搔かいている。

「せっかく気持ちよく寝てたのに、ひとの寝室で騒がないでいただきたいですなー」

　ふざけたセイジアに、トーマもさすがにかちんときた。
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「競りがあるから、わざわざ起こしてやったんだ。だいたい、なんで裸はだかで寝てるんだっ！」

「勝手でしょー、そんなの……あれ？　それより、どうしてこんなところで寝てた？　わけわかんない……」

「……よくわからないのは、こちらなのですが……」トーマの背中に張りついたまま、マリィはまだ目を丸くしている。「先ほどの暴れっぷり、これはやはり、物の怪なりにとり憑つかれているのでは……？」

「そういうんじゃないから。気にするな。難しいかもしれないけど。ただ寝起きが悪いだけだから、悪気もない。憑かれてもいない」

「はぁ……」

　まだ心配そうな顔のまま、マリィはようやくトーマから離れた。気がつくと、セイジアは毛布をまとめて枕まくらにすると、床にそのまま横になっていた。

「おい！　二度寝はするな」

「うーん。だって、やっぱりまだ眠たいんだもん」

「開き直ったな、こいつ。わかった、だったら勝手にしろ。武器のことも商売のこともなしでずっと寝てろ。その方がよっぽど……もっ」

　部屋の隅から毛布が飛んできて、トーマの頭を直ちよく撃げきした。

「なにす……」

　毛布を投げ返そうとしたトーマの手が止まった。

「……商売か。そうだな。今日は武器を売る、大事な商あきないの日だった」

　慌あわてて着た白いドレスも、髪の毛も乱れたままだったが、ついさっきまでとは別人のような、凜り々りしく威い厳げんに満ちたセイジアがそこに立っていた。

「……というわけだ」

　セイジアは微び動どうだにせず、トーマのことを睨にらみつけている。

「出ていけ」

「なんだ、いきなり？」

「着き替がえだ」

「着替えてるだろ」

「……まだ下着をつけていなかった」

「あ。……わかった」

　並んで寝室から出ると、マリィはトーマに真顔で囁ささやいた。

「……やはり、あの方は物の怪の類たぐいに憑かれているのでは……」




　それからしばらくして、城にはキルガとリクレアの軍人たちが集まってきた。キルガの代表はゴッゾォ。さすがに昨日のように鎧よろい兜かぶとではなかったが、全員が茶色の野戦服だ。一方のリクレアの一団はテンドウが率いていたが、こちらは白い礼服に身を固めている。形だけかもしれないが、それでも王家所縁ゆかりの守護代に対しての礼は尽つくしていた。ちなみに服といえば、大切な商売の本番ということで、セイジアも、汚よごれひとつない、きれいな純白のドレスに着替えていた。

「競りの前に、もういちど試ためし撃うちをお目にかけましょう」

　セイジアの言葉に従い、一同は城の背後にある山へと移動した。キルガとリクレア以外にも、立ち会いとして守護代のエトワ、城の長老数名が同行することになった。〈アグニート〉とその銃じゆう弾だんはセイジアとともに、トーマが彼女の馬車で運ぶことになった。

　着いた先は山とはいっても小さなもので、その麓ふもとの開けたところが試射の場所となった。

　箱から銃弾をとり出し、〈アグニート〉に装そう塡てんする等、一連の準備はすべてセイジアがひとりで行った。手持ち無ぶ沙さ汰たのトーマはエトワたち城の関係者の近くに立ち、一緒にその様子を眺めることになった。

「今回の標的はあれにします」

　支度を終えたセイジアが指さしたのは、片かた隅すみにある巨きよ岩がんだった。三〇〇レグ（九〇ｍ）ほど先にあるそれは、高さは大人の身長の倍、周囲は二、三十人が囲んでもまだ及およばないほどで、昨日、〈アグニート〉が吹ふき飛ばした小屋よりも大きい。

「壊こわしても構わないですか？」

　セイジアが視線を向けた先には、守護代のエトワがいた。

「壊す？　あれを？」

　エトワが目を見開いた。やがて、少し怒おこった顔になると、「できるというなら、ご自由にどうぞ」と言い捨てた。

（おい、本気か……）

〈アグニート〉の威い力りよくはトーマも昨日、見たばかりだ。小屋を一軒けん、吹き飛ばした。凄すさまじい破は壊かい力ではあったが、あれはあくまでも木造の掘ほっ立たて小屋だ。その疑念は皆みな、同じらしく、キルガ、リクレアの者たちも半ば笑ってセイジアのことを見ていた。

「ご注意を。私がいるところより前に出ないでください。できるだけ後ろへ。距きよ離りと威力は計算していますが、万が一のことがありますので」

　セイジアは〈アグニート〉を腰だめに構えた。

「では、始めます。あの岩に銃弾五十発を撃ち込みます」

　そして彼女はトリガーを引いた。

　六本の銃じゆう身しんが回転を高めると同時に、彼女は腰こしを左右、そして僅わずかに上下に動かした。

　それが銃弾を多少散らして撃つための動作だと、トーマが理解した瞬間──撒まかれた銃弾がブスッブスッブスッブスッと音を立てて岩に吸い込まれた。そして半拍はく、間を置いて、太たい鼓この乱打のような轟ごう音おんが響いた。全体に瞬しゆん時じに無数のひびが入ったかと思うと、巨岩はたちまちその形を失った。

「……」

　トーマは言葉を失った。

　昨日の小屋を吹き飛ばしたのとは、その威力の桁けたが違ちがった。木の板ではない、巨岩を完全に粉ふん砕さいしていた。その場に残されたのは、小石というよりは砂じや利りだった。

「なんだこれはっ！」

　キルガのゴッゾォが叫さけんでいた。説明を求めて声を上げたのか、その威力にただ舞まい上がっているのか──恐おそらくはその両方なのだろうが、丸太のように太い腕うでを突つき上げ、その後も半ば吠ほえるように意味不明の声を発していた。

「これが〈アグニート〉本来の威力です」

　キルガのゴッゾォ、リクレアのテンドウ、ふたりの代表者に向けて、セイジアは告げた。

「昨日使用した銃弾は通常の鋼こう弾だん。いわば、ただ鎧よろいを貫つらぬき、兵士を殺すだけの銃弾。今使ったのは、炸さく裂れつ弾。一発一発が小さな爆ばく弾だんのようなもの。着弾と同時に爆発を引き起こし、標的を粉砕する仕し掛かけです。対重装馬車にも、城しろ攻ぜめ、要よう塞さい攻めにも使えます」

「……要は威力は弾たま次し第だい、というわけか」

　呟つぶやいたテンドウにセイジアは、

「さすが。仰おつしやる通りです。銃弾がなくては、いくら〈封隕武器アーテイクル〉とはいえ、ただの鉄の塊。けれど、ご心配なく。〈アグニート〉を買っていただいたお客様には、鋼弾にしても炸裂弾にしても、必要なだけ提供させていただきます。別売りですが」

　顔を見合わせ、なにか話を始めた両軍に向かって、セイジアは再び告げた。

「さぁ、お近くに。ただ、まだ撃ったばかりですから、銃身にお手を触ふれぬよう。火傷やけどをします」

　その呼びかけに応じて、敵対しているキルガとリクレア、両軍の者たちが入り乱れ、〈アグニート〉のまわりに群がった。その様子はまるで死し骸がいにたかるハネオオカミの群れのようだ。トーマが彼らに冷たい視線を向けていると、いつの間にか、エトワが傍かたわらに立っていた。

「あれが〈封隕武器アーテイクル〉ですか……恐ろしい力があるのですね」

　その声が僅かに震ふるえていた。〈アグニート〉の威力を目まの当たりにしては当然だろうと、トーマは思った。それなりの修しゆ羅ら場ばをくぐり抜ぬけてきた自分でさえ、あの強大な力には魂たましいを持っていかれそうになった。それに……。

「〈封隕武器アーテイクル〉というのは、その名は聞いていましたが、こうして目にするのは初めてです。そもそも、あれが天から落ち、地の底から掘り出されたというのは本当の話なのですか？」

「あぁ、それは……」

　同じ疑問を、トーマも昔、抱いだいたことがある。まだ存命だった師し匠しようにあれこれ質問をしたものだ。

　──〈封隕武器アーテイクル〉とはなにか？

　神話の時代、禁断の武器の多くが天に放ほう逐ちくされて封ふう印いんされた。だが、それらはやがて大地に落ち、地中深くで再度、眠ねむりについた。

　古くから、極ごく稀まれに見つかることもあり、ただの神話、伝説の存在でないことはわかっていたが、ここ十年、その発見の頻ひん度どが上がり、発はつ掘くつの範はん囲いも急速に広がっている。〈アグニート〉もそうだが、どれも今の技術、知識では分ぶん析せきも模も倣ほうもできない、高度な「モノ」だった。トーマにそれ以上詳くわしい知識はないが、今では歴史に半ば埋うもれた〈魔ま法ほう〉の体系とも、また別の存在であるらしい。

「……暗黒の時代」

　エトワが呟いた。

「〈封隕武器アーテイクル〉とは、創世の時代にあって、神々が争い、世界が混こん沌とんによって支配されていた時……暗黒の時代に生み出された、忌いむべき存在だと聞いたことがあります」

「……」

　確かに、エトワが言っているような伝承もある。そして……。

「……『セイジア』」エトワの鋭するどい視線がトーマを捉とらえた。「彼女がわざわざ名乗っている、忌まわしい名前。そもそもはその暗黒時代に戦いくさを大きくし、世界を破は滅めつに導こうとした女神の名前。この世界の唯ゆい一いつの邪じや神しんの名前ではありませんか。彼女もやはり、この地を滅ほろぼすつもりなのですか？」

「それは……違う」

　トーマは声を絞しぼり出した。

「正直、あいつがなにを考えているか、それはわからない。だけど、〈封隕武器アーテイクル〉はそう恐れるようなものじゃない」

「あれを見ても、まだそう言うのですか？」

「確かに〈アグニート〉の力は凄すごい。でも、所しよ詮せんは珍ちん品ぴんだ。数がない。だから価値はあるが、実際の戦力として、という意味じゃない。戦となれば、あんな〈砲ほう〉が一門あったところで、大きな戦局には影えい響きようしない。昔とは違う。今の戦は組織化されて、戦術も徹てつ底てい的に研究されてる。ひとりの英えい雄ゆうが勝利を呼び込むようなことはない。それと同じだ」

「なるほど。その理り屈くつはよくわかりました。けれど……」

　エトワのその聡そう明めいそうな瞳ひとみで見つめられ、トーマは堪たまらず目を逸そらした。だが、彼女は見過ごしてはくれなかった。

「今のお話、噓うそではないでしょうけど──トーマ殿どの。あなたが思っていることと、少し違うのではないですか？」

「どういう……意味だか」

　トーマは嫌いやな汗あせをかいていた。とぼけても無む駄だだと思っても素す直なおには答えにくい。

「トーマ殿は〈封隕武器アーテイクル〉をとても恐れておられる──そのように見えたからです。あなたのように、闇やみ夜よにいきなり白はく刃じんを向けられても冷静に対処できるような剣けん士しが……〈封隕武器アーテイクル〉のことを冷静に語ろうとしながら、その名を口にするたびに、口にするだけで、あなたはひどく緊きん張ちようしている。なによりも深い禁きん忌きに触さわるように」

「……まいった」

　言葉通り、トーマはエトワに降参した。よくそこまで見み透すかされたものだ。彼女の観察眼が鋭いのか、修業が足りない自分が悪いのか……。

「そこまで言われたら、正直に話すしかないが……子供の頃ころ、両親が戦で殺されたって話……あれも原因は〈封隕武器アーテイクル〉だった」

「……」

「俺たちが住んでた北国の辺境、そこは隣となりの国との諍いさかいがよくあるところで。ある日、隣りん国ごくの兵隊たちが〈火を噴ふく槍やり〉で攻せめてきた。俺たちの村を、本格的に攻め入る拠きよ点てんにするために」

「火を噴く……槍？」

「正確な名前はわからない。だけど、伝説の竜りゆうみたいに、もの凄い炎ほのおを噴き出す〈封隕武器アーテイクル〉がある。どういう次し第だいか、それを手に入れた隣国の部隊が、そのせいで気が大きくなって攻めてきた……。でも、そんなものがひとつ、ふたつあったところで、軍隊同士の戦いになれば、それほどの決定力にはならない。実際、その時も俺たちの国の兵隊がすぐに駆かけつけて、隣国の部隊は皆みな殺ごろしにされた。半日ばかりの出来事だった」

「けれど……」

　トーマは深くうなずいた。

「その〈火を噴く槍〉にやられて、うちの両親や近所の連中は焼き殺された」

「……では、トーマ殿にとって、〈封隕武器アーテイクル〉はご両親の仇かたき、ではありませんか」

「そりゃ、そうだけど……そう素直に言えるほど子供じゃない。昔のことだし……それでも、自分が〈封隕武器アーテイクル〉の売り手と旅をするとは思わなかったな……」

「……ありがとうございました、トーマ殿」

　エトワは深々と頭を下げた。そして再び上げた視線はトーマではなく、〈アグニート〉に群がる二国の軍人たちを映していた。

「お話を聞いてもなお、〈封隕武器アーテイクル〉が実際の戦力としてどうなのか？　それはやはり、私にはわかりかねます。けれど、あの武器、人の野心に火をつけるには、十分な力を持っているように見えます」
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　その後、一同は城に戻もどり、大広間で競せりが行われることになった。

　競りの主しゆ催さいはセイジア。キルガからはゴッゾォ、リクレアからはテンドウ。そしてその護衛の兵たちが十名ずつ。立ち会い人として、引き続き、城からは守護代であるエトワ、長老たちが出席することになった。

　トーマは大広間のいちばん後ろ、その隅すみに控ひかえ、室内に鋭く視線を巡めぐらせていた。セイジアの警護という役割を担っている以上、この場では一いつ瞬しゆんも気は抜けない。競りというものは、ただでさえ人の心を乱す。衆しゆう人じん環かん視しの中とはいえ、油断はできない。

「では、これより競りを始めます」

　台に用意された愛用の木き槌づちを持ち上げ、セイジアはそれをコーンと打ち鳴らした。

「本日の商品は先ほどお披ひ露ろ目め致いたしました、〈封隕武器アーテイクル〉。〈砲〉の中でも取り回しに優すぐれた逸いつ品ぴん、〈アグニート〉です。一〇〇万ラドから値段をつけていただきたい。炸裂弾二百発をおまけにつけますので。これは破格のご奉ほう仕しです。お支し払はらいは相当の金きん塊かい、ないしは王国保証通貨でお願いします」

「んっ」と、トーマは思わず唸うなった。客であるキルガもリクレアも、城の者たちも一様にざわついた。

「一〇〇万ラドだと！」ゴッゾォが派手に唾つばを飛ばした。「鉄てつ砲ぽう一丁に一〇〇万ラドだと？　それだけあれば重装馬車が何台も買えるぞ」

「その通り。重装馬車が買えますね」

　表情も変えずにセイジアは答えた。

「重装馬車の方に価値があると思うなら、迷わず馬車を買えばいい。それから鉄砲ではなく、〈砲〉です。滅めつ多たに手に入らない〈封隕武器アーテイクル〉」

「……むぅ」とゴッゾォが黙だまり込んだのを見て、セイジアは競りを再開した。

「では、あらためて。一〇〇万ラドから始めます」

「二〇〇万ラド」

　試ためし撃うちの時からずっと沈ちん黙もくを守っていたテンドウが、いきなり口を開いた。

（いきなりの倍づけか……なにを考えてるかわからないヤツだけど、そんなに欲ほしがってたのか？）

　第三者のトーマはそんなふうに冷静に受け止めていたが、もう一方の当事者──競りの相手であるゴッゾォはそうはいかないようだった。「二〇〇万ラド」という言葉を聞くなり、拳こぶしをきつく握にぎりしめ、こめかみには血管が太く浮ういた。

「リクレアより二〇〇万ラドの提示。これ以上の額での入札はありませんか？　ないようでしたら、このままリクレアに落……」

　セイジアがハンマーを手にした瞬間、ゴッゾォが「に、二一〇万！」と叫さけんだ。

　だが、セイジアが確かく認にんするより早く、テンドウがすかさず「二五〇万」と、札を入れた。

（……あいつ、大だい胆たんだな）

　トーマは「競り」というものに参加したのは生まれて初めてだ。だが、仕組みはわかる。競争相手の腹を探さぐりながら、なるべく安い価格で落札するのが原則のはずだ。リクレアのテンドウの進め方は、些いささか乱暴なものに思える。

「に、に、二五〇万だと？」

　ゴッゾォが声を震わせた。トーマから見ても哀あわれなほどにとり乱していた。

「二五〇万ラド。リクレアから入札です」

　セイジアの非情な声が響ひびいた。ゴッゾォは額から脂あぶら汗あせを垂らしている。

「ではこの額で落札……」

「ま、待て！　キルガの名めい誉よに懸かけてリクレアには渡わたさん！」

　セイジアの言葉を制して、ゴッゾォが声を張り上げた。おまけに太い腕うでも突つき上げる。

「二五一万ラドだっ！」

「くく」「くくくっ」と、リクレア側から冷れい笑しようが起きた。国の名誉をかけて、それで釣つり上げたのが一万ラドだけでは、それでは笑いたくもなるだろう。だが、ゴッゾォは大おお真ま面じ目めだった。

「それで決めろ！　二五一万ラドだ。それ以上は一ラドとも出せん」

　トーマは頭を抱かかえた。競りの場でここまで手の内を晒さらす馬ば鹿かがどこにいるだろう。

「二五一万ラド。更さらなる入札はありませんか？」

　セイジアの呼びかけは当然、リクレアのテンドウに向けられていた。彼女だけではなく、その場に居合わせた者全員の視線が、テンドウに集中した。

　彼は広い額をこつこつと叩たたくと、おもむろに立ち上がった。そして、そのまま部屋を出ていった。彼の警護に当たっていた兵たちが、慌あわててその後を追う。

（……諦あきらめて帰った？）

　さっきまでは大胆に値段の吊つり上げをやっていたのに、たかが一万ラドを乗せられただけで放ほうり出した？　テンドウの行動が、トーマにはどうしても納なつ得とくできなかった。

「──リクレア側の退出を確認。これにて競りは終しゆう了りよう」

　セイジアが木槌を打った。

「〈封隕武器アーテイクル〉＝〈アグニート〉は二五一万ラドにてキルガが落札！」




　──こうしてトーマの仕事は終わった。

　ゴッゾォは二五一万ラド相当の金塊で支払いを行い、その部下たちは落札した〈アグニート〉と銃じゆう弾だん一式を運び出していった。

　彼らが城を去った後も、セイジアはなぜか門の前に残り、ひとりなにかを考えている様子だった。声をかけても無視されるばかりだったので、トーマはひとり、部屋に戻ろうとしたが……。

「……？」

　二頭立ての白い馬車がセイジアに近づいてきた。馬車は彼女の横でしばらく停とまっていたが、またゆっくりと動き出した。

　──そこにセイジアの姿はなかった。

「──！」

　馬車の中に見知った顔があった。競りに参加していたリクレア軍の隊長テンドウだ。そして、その横にはセイジアが……。

「待て！」と叫んで、トーマは全力で走った。同時に抜ばつ刀とうすると、馬車が速度を上げる前にぎりぎり飛びつき、扉とびらをこじ開ける。

「セイジア！」

　中にはセイジアがいた。そして彼女を挟はさむようにして、リクレア軍の隊長テンドウと、軍服姿の知らない若い男が座っている。その狭せまさ故ゆえか、それとも気き迫はくに吞のまれたのか、トーマが車内に躍おどり込んでも、テンドウたちは脇わきに置いた剣けんに手をかけようともしていない。

「セイジアは返してもらう！」

　テンドウの首筋に刀の切っ先を突きつけ、トーマは叫んだ。そして素す早ばやく視線を動かし、セイジアの身に変わりがないことを確認する。

「トーマ、凄すごいね。トーマがこんなに強いとこ、わたし、初めて見たよ」

「とりあえず黙ってろ。動くなよ」

　目を丸くしているセイジアに、トーマはきつい調子で言った。そしてテンドウたちにも、

「おまえたちも──いや、おまえたちこそ動くな。動けばふたりとも斬きる。それから馬車を停めさせろ！」

「わかりました。だから斬らないでください」

　返答したのはテンドウではなく、その向かいに座っていた若い男だった。彼が隅に垂らされた紐ひもを引くと、それが御ぎよ者しやへの合図の仕し掛かけなのか、馬車はすぐに停まった。

「よし。だが、下したっ端ぱは黙ってろ。俺はこのテンドウって男に話してる」

　トーマがそう返すと、当の若い男、そしてテンドウとその従者が笑った。苦笑いだ。

「インスウ様は私の上官だ。いや、直接の上官ではない。ずっと上の方だ。リクレア軍の重じゆう鎮ちんだ。口は慎つつしんだ方がいいぞ」

　テンドウが諭さとすように言った。

「重鎮？」

　今まで気が回らなかったが、インスウという男、テンドウと同じリクレアの白い軍服を着ているが、襟えり元もとや胸の金の飾かざりが別格に大きく、その数も多い。だが、若い。まだ二十代半ばだろう。そして、かなりの美形だ。涼すずやかな目元に高い鼻び梁りよう、薄うすいが艶つやのある唇くちびる。歌劇の舞ぶ台たいにでも立てば、女たちが放っておかないだろう。ただ、どうやっても軍人には見えない。

（こいつ、本当に偉えらいのか？）

　トーマが訝いぶかしがっていると、そのインスウが「軍師ですよ」と口を開いた。

「軍師？」

　トーマが聞き返すと、

「戦の戦略、軍の編制、兵の育成。直接、剣は手にしませんが、敵に勝つためにあらゆることを考えるのが仕事です」

　インスウが丁てい寧ねいに答えた。

「軍師の仕事くらい知っている。そう偉そうには見えなかったって話だ」

　トーマの直ちよく截さいな感想にインスウは笑った。

「そういう意味では、正直、私はそう偉くはないですよ。五人いる軍師の中ではいちばん格下。年功序列というものがありましてね。けれど、私は優ゆう秀しゆうです。守護のハンガ・ジハル様にも信しん頼らいされている。今、リクレアの軍を実質、動かしているのはこの私です」

「たいした自信だな、おい。あんたが偉いってことはわかった。だが、話はこれで終わりだ。俺の仕事はこいつの警護なんだ。だからセイジアを返してもらう。話がでかくなると、こっちも面めん倒どうだ。こいつをさらった罪は見み逃のがしてやる」

　トーマは刀を収め、セイジアを連れて車の外に出た。

「わたし、お腹なか空すいたよ。昼ご飯、まだなんだよ？　もう止まる。動かない。喋しやべらない」

　セイジアが口を尖とがらせた。馬車の中でおとなしくしていたのは、空腹でなにもかも面倒になっていたせいらしい。

「喋らないのはいいけど、動け。なにか食いたきゃ城に戻もどるぞ」

　トーマが小声で叱しかりつけていると、「お待ちを」と、馬車の中からインスウが声をかけてきた。

「リクレアの名誉のために、ひとつだけ誤解を解いておきたい。こちらはそのお嬢じようさんをさらってはおりませんよ」

「は？」

「彼女と平和的に商売の話をしようと考えていただけです。城の外でちょうどお見かけしたものですから、それで馬車に乗っていただいたわけです」

　傍かたわらのセイジアは無反応だが、否定する様子もない。インスウの話は噓うそではないようだ。

「そんなに〈封隕武器アーテイクル〉が欲しかったのか？　なのに、あんたの部下は競せりを途と中ちゆうで放り出して帰ったじゃないか」

　トーマに反論されても、当のテンドウは黙だまっていたが、「あぁ、それはね……」と、インスウは笑って返した。

「いくら〈封隕武器アーテイクル〉とはいえ、たった一門ばかり手に入れたところで、なんの意味もない。あれは最初からキルガにくれてやるつもりでしたよ」

「んじゃ、いきなりの値段のつり上げは嫌いやがらせか」

　トーマはようやく理解した。テンドウの荒あらっぽい入札は、そもそも落札する意思がなかった故のことだったのか。

「でも、相手が乗ってこなかったらどうするつもりだったんだ？　無む駄だ金がね払はらってもよかったのか？」

「キルガのゴッゾォという男、あの〈封隕武器アーテイクル〉の威い力りよくに相当、魅み入いられていたようですからね。それに、彼にはレッジェ将軍という上官がいましてね。レッジェはああした珍ちん品ぴんが好きなんです。出世のために献けん上じようしようと、ゴッゾォは必死だったんですよ」

「……そういうわけか」

　内心、トーマは唸うなった。インスウはキルガの事情にかなり精通している。その場にはいなかったのに、あの競りはこの男によって完全に支配されていたらしい。

「まぁ、それはいいです。商売のことは後日、あらためて」

　インスウが御者に目配せをし、馬車を出そうとすると……。

「お待ちなさい。まさか、本当にこのまま帰るつもりですか？」

　凜りんとした、女の声が響ひびいた。

　セイジア、だ。

　白いドレスも、ふわっと広がった栗くり色の髪かみも、そして翠みどりの瞳ひとみも同じだが、その威い厳げんに満ちた佇たたずまいは、つい今し方までとはまるで別人だ。

「商売はまだ終わっていません。いえ、これからが本番です」

　トーマは天を仰あおいだ。

「──待てよ、セイジア。商売を続けるってなに言ってんだ？　売り物なんかもうないだろう？」

　馬車に乗せて運んできた〈封隕武器アーテイクル〉は、途中で売ったものを除けば、あの〈アグニート〉と、それ用の銃弾だけだ。馬車の荷台は荷物でいっぱいだが、すぐに汚よごれてしまうセイジアの白いドレスの替かえや、日用品だのが詰つめ込まれているだけだ。

「いや。売り物ならまだある」

　セイジアはきっぱりと言い放った。そしてリクレアのインスウに告げた。

「武器が欲ほしいのであれば、キルガのゴッゾォも呼んでくるといいでしょう」

「は？」

　唐とう突とつな命令に、冷れい徹てつなテンドウが戸と惑まどっていた。だが、インスウは笑った。

「なるほど。次も競りということですか。承知しました。すぐに使者を立て、キルガの者たちを連れてきましょう。場所は同じく、守護代の城でいいのですか？」

「素す晴ばらしい。頭のいい相手は話が早くて助かる」インスウの反応にセイジアは笑顔になった。

「で、次なる売り物はどのようなものですか？」

　インスウの質問に、セイジアはにっこり笑って答えた。

「──〈アグニート〉を百門」
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　その後の展開は、トーマの予想を超こえて迅じん速そくに……迅速すぎるほど円えん滑かつに進んだ。

「待て、セイジア！　話が違ちがうぞ。商売は終わったんじゃないのか？」

「売り物がある以上、商あきないはまだ終わっていない」

「〈アグニート〉を百門とは、どういうことだ？　ここにそんな数の〈封隕武器アーテイクル〉を持ち込んだら、どうなるかわかってるのか？」

「なにか不服なことでも？　ここで警護の仕事をやめたいというなら、どうぞ。ただ、亡なき師し匠しようへの裏切りになるだろうが」

　トーマにぴしゃりと言うと、セイジアはもうそれ以上、とり合おうとはしなかった。結局、トーマはセイジアにつき合い、そのまま守護代の城に戻ることになった。インスウたちリクレアの一団もセイジアたちに同行し、それから半刻（一時間）後には、キルガに戻る途中のゴッゾォが駆かけつけてきた。

　再び競りを行うこと、そして出品される商品が〈アグニート〉百門という話を聞いて、ゴッゾォは顔色を変えた。

「そんな話は聞いておらんぞ！　勝手なことをするな！　どうしても競りをするというなら、日を改めろ！」

　だが、セイジアはとり合わなかった。

「それには従えません。競りはあくまでも公明正大。ですが、どこで、いつ、なにを競りにかけるかは、売り手である私の勝手。それが気に食わないというのであれば、このまま帰っていただいて結構。さぁ、どうされますか？」

「むぅ……」

　結局、ゴッゾォも競りの席に着くことになった。そうしている間に、話を聞きつけたのか、会場の大広間には、守護代のエトワ、長老たちも駆けつけてきた。エトワの視線が突つき刺ささったが、トーマとしては顔を背そむけることしかできなかった。

　コーンッ。

　セイジアが木き槌づちを叩たたいた。

「では競りを始めます。商品は〈アグニート〉百門。先ほどご紹しよう介かいした商品ですので、試ためし撃うちは省略いたします。では、値段は二五一万ラドから」

「待てっ！」ゴッゾォが顔を真っ赤にしていた。「なんだ、その値は！　さっきの落札価格だぞ！」

「はい。……それがなにか？　ちなみにその値段をつけたのは、他ならぬゴッゾォ様かと。ゴッゾォ様が〈アグニート〉の価値を認め、つけられた価格です。そこから始めることになにか問題でも？」

　ゴッゾォは黙だまり込んだ。

「では、百門で二億五一〇〇万ラドから……と言いたいところですが、なにしろ数があります。きりのいいところで、特別割引で二億ラドからとご奉ほう仕しさせていただきます。また、銃じゆう弾だんもつけましょう。一門につき炸さく裂れつ弾だんを二百発。合計で二万発」

（あいつ、無茶苦茶を言う……）

　トーマは呆あきれていた。〈アグニート〉一門につけられた二五一万ラドという価格も、街に住む裕ゆう福ふくな家族が一年暮らしている金額だ。割り引いたといっても百門で二億……どれほどの額なのか、トーマには想像もできない。

（いや……）

　そもそも、だ。平然と競りを始めているが、肝かん心じんの〈アグニート〉百門、いったい、どこにあるというのか？

「……ん？」

　気づくと、インスウが挙手していた。

「〈アグニート〉とやら、百門、二億ラドで買います。競りは必要ないでしょう。キルガが貧しい国とは言いませんが、今、それだけの額を決済できる方はお見えではないようだ」

　ゴッゾォは拳こぶしを握にぎりしめ、怒いかりを押し殺していた。

「〈アグニート〉百門、二億ラドで入札。これより高額の入札はありませんか？」

　セイジアの視線はゴッゾォに向けられていたが、返事はなかった。

　コーンッと、木槌が鳴った。

「落札！　〈アグニート〉百門、二億ラドにてリクレアが落札！」

「待て！」

　黙っていたゴッゾォがいきなり大声を上げた。

「落札はいいが、それだけの金、ここに用意しているというのか？」

「もうすぐ届く」テンドウが答えた。「城に使者を走らせてある。インスウ様に抜ぬかりはない」

　その返答にゴッゾォはまた黙り込んだ。テンドウはセイジアに、

「という次し第だいだ。それよりも肝心の品の用意はできているのか？」

「もちろん」セイジアはにこやかに答えた。「こちらもそろそろ届く頃ころです。城の外へどうぞ」

（外？　どういうことだ？）

　トーマも訝いぶかしみつつ、他の面々とともに、セイジアに導かれて城の正門に出た。すると、そこでは番兵たちが血相を変えていた。

「な、なんだ、ありゃ……船？」

　土つち煙けむりを上げながら正門に向かってくるのは、確かに船だった。外洋に出るような巨きよ大だいなものではないが、それでも小屋ほどの大きさがある。近づいてきたのをよく見ると、迫せりでた舳へ先さきは確かに船のようだが、底面は平らで、地面からおよそ一レグ（三〇㎝）ばかりの高さに浮うかんでいる。

「ありゃなんだ？」

　やっと門の外に出てきたセイジアに尋たずねると、

「あれは万ばん能のう船〈ウィンダーラ〉だ」

「〈ウィンダーラ〉？　悪あく魔まの名前か。海に棲すんでいて、浜はま辺べに人を見つけると飛び出してきて食らいつく。……ん？　悪魔の名前がついてるってことは、あれも〈封隕武器アーテイクル〉なのか？」

　セイジアは黙ってうなずいた。

　皆みなが見守る中、〈ウィンダーラ〉は門の前で静かに停止すると、船腹をぺたりと地面につけた。

　前方の操そう舵だ室から降りてきたのは、くりっとした目が可愛かわいい、小さな女の子だった。まだ十歳くらいだろう。ポケットのたくさんついた上着に、腰こしには小物入れを吊つった太くごついベルト、丈たけの短いズボンで足はほとんど剝むき出しになっていた。そして……。

「……あれ？　……耳？」

　違い和わ感の正体にようやく気づいた。最初は髪かみ飾かざりの類たぐいかと思ったが、頭の上、金きん髪ぱつの髪の毛から突き出しているのは、彼女の耳だった。まるでネコのような……。

「ひょっとして、あいつ、〈モンストロス〉か？　……っぼっ」

　セイジアに質問し終える前に、駆け寄ってきた女の子の跳とび蹴げりをまともに腹に喰くらい、トーマは地面に崩くずれた。

「フーッ！　耳が可愛いとか言ってんな！　可愛くてなんか文句あんのか！　あんなら言ってみやがれ！　このアナグラサンネンムシが！　フーッ」

　猫ねこの耳の女の子がもの凄すごい剣けん幕まくで嚙かみついてきた。

「アナグラサンネンムシがなんだか知らないが、いきなり蹴飛ばしやがって！　だいたい『耳』とは言ったが、可愛いとは言ってない」

「はぁ？　因いん縁ねんつけてきたのはそっちだろ？　仕事すんのにこの耳が関係あんのか？　まずはごめんなさいだろ、このアナグラサンネンムシが！　つーか、てめえも立派なガキだろ？　わかった、動くなよ、待ってろよ、ここで！」

　彼女は〈ウィンダーラ〉の操舵室に駆け込んでいった。そのお尻しりからぴょんと突き出した細く長い尻尾しつぽが、真まっ直すぐ天を指していた。

「やっぱり〈モンストロス〉か……」

　トーマが納なつ得とくしていると、彼女は自分の背せ丈たけと変わらぬ大きさの、なにか金属製の筒つつのようなものを手にして駆け戻もどってきた。

「よし、よくおとなしく待ってたな──撃つぞ」

「おい！」

　筒先を突きつけられて初めて、それが長ちよう銃じゆうだとわかり、さすがのトーマも慌あわてた。

「今はそれくらいで」セイジアがふたりの間にすっと入ってきた。「お客様への商品の引き渡わたしが先だから。ミリ、お願い」

　彼女の名前はミリというらしい。セイジアにたしなめられても、ふんと横を向いたままだ。

「トーマ。おまえの言うようにミリは〈モンストロス〉だ。中でも虎とら猫ねこ種──〈タビィース〉だ」

　トーマは諸国を旅してきたが、〈モンストロス〉に出会うのは初めてだった。〈亜人〉と呼ばれることもある古いにしえの種族で、かつては繁はん栄えいしていたといわれるが、今ではその数を減らし、南方の国々に暮らすだけといわれている。

「あー、わかったよ。こっちだって早く帰りたいしぃ」ミリは渋しぶ々しぶうなずくと、〈ウィンダーラ〉に向かって叫さけんだ。「リィカ姉！　ここで降ろしていいらしいよ！」
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　船の後ろは、何本ものロープが垂れた大きな柱があるほかは、そのすべてが貨物置き場になっていて、木箱が山ほど積まれていた。その間からぴょんと顔を突き出したのは、ミリと同じく、くりっとした目と、ネコに似た耳をした娘むすめだった。

　リィカ姉と呼ばれたその少女は、ポケットの多い上着や短いズボンと、ミリとお揃そろいの服だったが、歳としは少し離はなれているようだ。可愛いがどこか猛たけ々だけしい顔つきのミリと比べると、柔にゆう和わな顔だちでかなりの美人だ。こちらに気づき、にっこり微笑ほほえんだ顔に、トーマも思わずつられて笑ってしまった。

「ミリには気をつけなくていいが」セイジアがぼそりと言った。「姉のリィカの扱あつかいには気をつけろ。ああ見えて、いちど怒おこらせると手がつけられないからな」

「あの子が？　ホントかよ？」

　トーマが半信半疑でいると、リィカが動き始めた。木箱の山を越こえ、船の柱にとりついた。ロープの先せん端たんの鉤かぎ爪づめを木箱に引っかけると、彼女は柱の根元にあるいくつかのハンドルを左右の手で器用に操作した。すると、真っ直ぐな柱に見えていたものが、まるで人の腕うでのように自在に動き、曲がり、吊っていた木箱が地面に降ろされた。

「ほぅ、そういう仕し掛かけですか」

　一いつ緒しよに眺ながめていたインスウが、感心して声を上げた。リィカは恐おそろしいほどの手て際ぎわのよさと、仕掛けを使わずとも二つ三つの木箱なら軽々と運ぶ（見た目にそぐわぬ）怪かい力りきを発揮して、あっという間に積荷の半分ばかりを処理した。

「引き渡しはこれで終しゆう了りようです。代金が届き次し第だい、あの荷物はお持ちいただいて結構」

　セイジアの言葉にインスウは首を傾かしげた。

「積荷はまだ半分近く残っているようですが？　どこかよそに売る当てでも？」

「あれは〈アグニート〉用の銃弾です。ここで銃弾ごと引き渡して、守護代の城を撃たれでもしたら困りますから。銃弾は後で届けさせます」

「ふふ。我々が守護代様に弓を引くと？　面おも白しろい冗じよう談だんを言われる」

　インスウは笑った。だが、遠くから、彼やセイジアを見つめるエトワの顔は険しく強こわばっていた。




　　　　５




　夕方になる前にはリクレアから輸送馬車隊が到とう着ちやくし、〈アグニート〉が入った木箱を運んでいった。それから少し遅おくれて、〈ウィンダーラ〉が動き出した。セイジアが約束した通り、〈アグニート〉用の銃弾を届けにいったのである。

　それを見届けたセイジア、そしてトーマはようやく自室に引き揚あげることができたのだが……。

「──で、おまえはなんでここにいるんだ？」

「は？　いちゃ悪いのか？」

　ラウンジにはミリがいて、飲み物を手にくつろいでいた。傍かたわらにはさっきの長銃が置かれている。機き嫌げんがいい証しよう拠こなのか、長い尻尾をぱたぱたやっている。

「だいたい、おまえはあの船を動かしてるんだろ？　姉さんがひとりで行ったのか？」

「あー、ゴチャゴチャうるさい。そうだよ。銃弾のお届けくらい、姉貴だけで十分なんだよ。船長のあたしはもう店じまい。……あんまりしつこくすると、撃うつぞ、こら」

　ミリが銃を構えた。

「……ん？」

　城の外で見た時から気になっていたが、ミリが持っているのは、戦場で見かける普ふ通つうの長銃ではなかった。〈アグニート〉と違ちがい、銃じゆう身しんは一本だけだったが、異様に太い。ミリが肩かたに載のせている後ろ部分も、瘤こぶのように大きく膨ふくらんでいる。

「……ひょっとして、それも〈封隕武器アーテイクル〉か？」

　トーマが呟つぶやいた途と端たん、ミリの顔が変わった。険しい表情で睨にらんでいたのが、水に溶とける砂糖菓が子しのように、たらーっと甘い顔になった。

「なんだよ、おまえ。わかるの？　〈封隕武器アーテイクル〉のことわかるの？　いやー、ごめんね」

　銃を構えたまま、ミリがすり寄ってきた。

「ほら。あたしとしても気になってたわけ。セイジアに新しい警護役がついたって聞いて。だってさ、この子、こー、だし、ちゃんとしたヤツがいてやんないと。でも、おまえみたいに〈封隕武器アーテイクル〉が好きで好きでしかたない、とかいうヤツなら信用できるわ」

「……」

　話が勝手に膨らんでいる。

「おまえの見立て通り、こいつはあたしの相棒で〈封隕武器アーテイクル〉の中でも極きわめつき。その名も万ばん能のう銃〈ガライ〉。どんだけ万能か、いつか見せてやるからな」

　そう言うと、ミリはようやく〈ガライ〉を下ろし、小さな手でトーマの肩をばんばんっと叩たたいた。

「これから、あたしとおまえはダチだから。よろしくな」

「……」

「あー、腹減ったなぁ。夕飯まだかなぁ」ミリはすっかり上機嫌になっていた。「なぁ、セイジア、おまえも腹、減ってんだろ？」

　そして、トーマの背後にいたセイジアに声をかけた。すると、

「空いたよぉ～、だって、わたし、結局、お昼も食べてないんだよ～」

　ミリの隣となり、空いたソファのスペースに、セイジアはばたんと倒たおれ込んだ。

「ねぇ、トーマぁ。メイドのマリィちゃん呼んでぇ。お菓か子し持ってきてって」

　甘ったるい声でおねだりをする。

「お菓子？　食うならちゃんとしたもの食えよ。いやいやいや、そうじゃなくて、だ。うやむやになってたけど、おまえを警護するって話だけどな。もうこれで終わりだからな。〈アグニート〉を百門も売りつけて、おまえも満足だろ。俺はこれでこの城を……」

　トントンッ。トーマの出で鼻ばなを挫くじくように、ノックの音が響ひびいた。

「マリィちゃんかな？」

　目を輝かがやかせたセイジアだったが、ドアを開いた途端、見えない壁かべにぶつかったみたいに、「わーっ」と叫んで戻ってきた。

「これはいったい、どういうことなのですか？」

　部屋に入ってきたのはエトワだった。

「あなた方の商売は終わったはずではなかったのですか？　それがどうして、あのような武器を百門売る、という話になったのです？　どうして噓うそをついたのですか？」

「そ、それは……」

　気づけばまた矢やお面もてに立たされ、トーマは言葉に詰つまった。

　振ふり返ってみると、セイジアはミリと並んでソファに座り込んでいた。それだけならいいが、ミリに寄りかかり、「こぉー、こぉー」とわざとらしいイビキを立てている。

（寝ねたフリかよ。しかも見え見えの……）

「おまえがなんとかしろよ、トーマ」ミリがニヤニヤ笑っていた。「こいつ、こうなった方がやっかいだからさ」

「トーマ殿どの」

　エトワの表情がより険しくなっていた。

「先ほど、報告がありました。例の〈封隕武器アーテイクル〉を手に入れたリクレア軍は早さつ速そく、動いたようです。〈鋼砂〉採さい掘くつ場の警備に就ついている兵にすでに支給を始めたとのことです。リクレア軍がその気になれば、あの場にいるキルガを滅ほろぼすことは容易たやすいでしょう」

　トーマは唇くちびるを嚙んだ。彼自身が恐れていた事態が進行している。

「もしも〈アグニート〉が使われ、自軍に大きな被ひ害がいが出たとしたら、キルガも当然、黙だまってはいないでしょう。遂ついに本格的な戦いくさが始まってしまいます。そうなれば、このアンザも無事では済まない……」

　エトワの気持ちとしては、このまますぐにでもトーマやセイジアを追い出したいのだろう。だが、特級免めん許きよがあるかぎり、それはできない。

（……）

　エトワの気持ちが理解できる分、トーマはただ返答に窮きゆうするばかりだった。

「あんな商売をするとはなにごとかっ！」

　突とつ然ぜん、壁が震ふるえるほどの怒ど声せいが響いた。

　ミリは「ニャー」と鳴いてソファから滑すべり落ち、狸たぬき寝ね入いりしていたセイジアは耳を押さえて「きゃっ」と叫んだ。エトワは顔を伏ふせ、トーマは自分の腰こしに手を伸のばした──城内では刀を預けていることも忘れて。

　声の主──入ってきたのは茶色の軍服姿の老人だった。枯かれ木のように瘦やせて背が高く、顔は白い髭ひげで埋うまっている。そして、その目の光が異様だった。闇やみの中の獣けもののように爛らん々らんと輝いている。視線を向けられただけで、身体からだに穴を穿うがたれそうだ。

「キルガのレッジェ将軍」エトワが彼に声をかけた。「どうされましたか？」

　無礼を咎とがめるふうもなく、エトワは冷静に対応した。だが、一方のレッジェ将軍と呼ばれた老軍人は、

「どうもこうもあるかっ！」怒いかりにまかせて叫び、唾つばを吐はき散らした。「武器商人はどこだ？　わしはそいつと話をするために来たのだっ！」

　と、そこへ城の警備兵たちが数名、血相を変えて駆かけつけてきた。彼らは部屋に入るなり、エトワの前に立ち、その盾たてになった。

「申し訳ありません。お止めしたのですが、ここまで無理に入ってこられて……も、申し訳ありません」

　警備兵の隊長格はひたすら謝るばかりだった。

「構いません。あなた方の責任でないことはわかっています──レッジェ将軍」

　エトワは将軍に向き直った。

「あなたがお捜さがしの武器商人、そこにいる娘むすめがそうです。白のドレスの。名をセイジアといいます」

　エトワに導かれるまま、レッジェ将軍はセイジアに視線を向けた。

「……この……娘が？」

　レッジェはあきらかに戸と惑まどっていた。どのような話を聞いてきたかはわからないが、冷れい徹てつな武器商人という評判だけを耳にしていれば、無理もないだろう。ところが当のセイジアといえば、ソファの陰かげに隠かくれて「なに、あのお爺じいさん。すんごい怖こわいんですけど」と、肩をぶるぶる震わせている。

「守護代様」レッジェは再びエトワに視線を戻もどした。「あの者がセイジア──この地に現れ、〈封隕武器アーテイクル〉を売りさばき、リクレアに味方した者に相そう違いありませんか？」

「その通りです」エトワが答えた。「ならばどうされます？」

「殺す」レッジェは即そく答とうした。「我がキルガに仇あだなす武器商人など、生かしておけるか。ゴッゾォから話を聞き、単身駆けつけた。冗談ではないぞ」

　彼は腰の剣けん、その柄つかに手をかけた。

（……おいおい）

　トーマは呆あきれた。仮にも将軍だろうに。それが頭に血が上り、ひとりで守護代の城に乗り込んでくるとは。だが、愚おろかではあるが、その歪ゆがんだ熱は馬ば鹿かにはできない。

（殺すと言った以上は……殺すぞ）

　トーマはすり足で動くと、セイジアを庇かばえる位置へとゆっくり移動した。肝かん心じんの刀がないのは歯は痒がゆいが、相手はひとり、しかも老人だ。異様な迫はく力りよくは認めるが、素す手ででもなんとかなるだろう。

「レッジェ将軍」エトワが低い声で言った。「彼女は王家発行の特級商人免許を持っています。その者を手にかけたとあっては、後でどのような裁きがあるか、それは覚かく悟ごの上ですか？」

「知ったことか！」

「そうですか。ならば、しかたありません。たとえ武器の商あきないをする者とはいえ、私どもは特級免許をお持ちの方に便べん宜ぎを尽つくす義務があります。けれど、その命を守る、とまでは定めにありません」

　エトワの言葉にレッジェ将軍は顔を歪めて笑うと、柄を握にぎる手に力を込こめた。

（……抜ぬく！）

　先手必勝だ。相手が剣を抜く前に制圧する。覚悟とともにトーマが動こうとすると……。

「ならば、こちらもそれに協力しようか？」

　セイジアだ。いつの間にかレッジェ将軍のすぐ前に立ち、その首筋を見せつけるようにしていた。

「なんの真似まねだ、娘むすめ？」

「私の命をとるためにここに来たのでしょう？　殺したらどうです？　けれど、私を殺せば、キルガはリクレアに負ける。それでもいいのですか？」

（……ったく、忙いそがしいヤツだ）

　セイジアはすっかり武器商人の顔になっていた。エトワとレッジェが散々、武器だの商売だの話していたのが、彼女を刺し激げきしたのだろう。

「我が……キルガが……負ける？　負ける、だと……」

　レッジェは譫うわ言ごとのように繰くり返した。

「違ちがいますか？　あなたもそれがわかっているからこそ、怒りに我を忘れ、単身ここに乗り込んできたのではないですか？　一門だけとはいえ、そちらにも〈アグニート〉は渡わたっている。実際に撃うってみて、その力に畏い怖ふしたのでしょう？　それが百門ともなれば……ふふふ」

　長身のレッジェに身を寄せると、セイジアはその顔を見上げるように睨ねめつけた。

「このままでは、百門の〈アグニート〉が火を噴ふき、キルガは……」

　セイジアは親指を立て、人差し指を伸ばし、指鉄でつ砲ぽうを作った。その銃じゆう口こうをレッジェの顎あごにぐいと押し当てる。

「……どーんっ」

　セイジアの唇が動いた。むしろ囁ささやくような小さな声だったが、瞬しゆん間かん、撃たれたレッジェはぐらりと揺ゆれた。そのまま背後にあった花か瓶びんを倒し、クレノの白い花が床ゆかに散乱した。

「〈アグニート〉百門は絶対的な戦力。私を殺したところで、その事実はもう覆くつがえらないですよ」

　指鉄砲にした手を下ろし、セイジアは言った。甘く優やさしい声だ。一方のレッジェは完全に追い詰められ、額から滝たきのような汗あせを流している。

「わかりました。本当にお困りの様子。こうしましょう。そちらにも〈アグニート〉百門をお譲ゆずりしましょう。リクレアに売ったのと同数の百門でいかがですか？」

「ほ、本当か？」

「噓は申しません。但ただし、額は倍」

　レッジェはしばらくぽかんとしていた。しばらくしてようやく、「……倍？」と、無む駄だに繰り返した。

「はい。リクレアに売ばい却きやくした額が一門あたり二〇〇万ラド。その倍ですので四〇〇万。百門でしめて四億ラドになります。それから全額先さき払ばらいでお願いします」

「よ、四億ラドなどいう金……はい、そうですかと払えるか」

　レッジェが唇を震わせた。

「そうですか、支払いは無理ですか。確かに、普ふ通つうに考えれば無理な額でしょう。でしたら、こうされてはいかがですか？」

　セイジアはドアを指さした。

「──お帰りを、どうぞ」

「おのれ！　小こ娘むすめがっ！」

　白髭に埋まったレッジェの顔が真っ赤に染まった。ただならぬ気配にトーマが飛び出したのと、レッジェが剣を振り上げたのは同時だった。トーマはセイジアを突つき飛ばし、レッジェの手首を押さえ込む。

「邪じや魔まをするな小こ僧ぞう！」

　枯れ木のように瘦せ細った身体には信じられない力があった。否いな、セイジアに対する怒り故ゆえの、たがが外れた怪かい力りきだったのかもしれない。

「逃にげろセイジア！」

　トーマは叫さけんだが、彼女は逃げない。

「レッジェ将軍。斬きりたければどうぞ」

「言われずとも斬る！」

「ただ、この場で事に及およべば……キルガの将軍は武器を賄まかなう金もなく、その腹いせに娘を斬り殺した……と、諸国に話が広まりましょう」

「……むっ」

「死んだ後も末代までの笑いものに。特にリクレアのインスウ殿……あなたのお孫様は高笑いされることでしょうね……」

（……孫？）

　あのリクレアの若い軍師がこの将軍の孫？　敵国同士なのに？　初めて聞いた話にトーマが戸惑っている間に、彼が必死に押し止とどめていたレッジェ将軍の腕うでから、すーっと力が抜けていった。

　将軍は無言で剣を鞘さやに収めると、そのまま部屋から退出していった。

「あははははははははっ、サイコーだなっ」

　尻尾しつぽをぴんと立てて、ミリはセイジアに駆け寄った。彼女の背中をぱんぱんっと叩たたく。

「こいつ、いろいろメンドーだけど、まぁ、こういうのが痛快だからいいよなぁ」

　上じよう機き嫌げんなミリとは対照的に、トーマの心は重かった。一軍の将軍の面子めんつを、あそこまで潰つぶして、ただで済むとは思えない。




　そして、そのトーマの予感は、すぐに現実のものとなった。
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　──セイジアが消えた。

　トーマがそのことを知ったのは翌朝のことだった。




　物語は時間を少し遡さかのぼる。

　──レッジェが帰っていった後、トーマはセイジア、ミリとともに、部屋で夕食をとった。

「……トーマ、ひょっとして、なんか怒おこってる？」

　セイジアが首を傾かしげ、きょとんした顔で尋たずねてきた。レッジェとの会見が終わってからしばらく経たっていたので、切れ者武器商人の魔ま法ほうも解けていた。

「怒ってはいない」トーマは即答した。「ただ……不本意ではある」

「不本意……？」

　セイジアはまた首をひねった。

「そりゃあ、そうだろう。アンザで武器の商売を終えるまで、おまえを警護する。それが約束だった。そして、おまえはアンザで売るのは〈砲ほう〉だけだと言ってた。だから、俺は〈アグニート〉をキルガに売ったところで、自分の仕事は終わったと思った。ところが、だ。おまえは追加で百門の〈アグニート〉を売りつけようとした。そして、それをリクレアが買った後も、キルガにもまた百門売ろうとしている。こんな調子で、俺の仕事はいつ終わるんだ？」

「もうイヤってこと？　やめちゃう？」

「当たり前だ。だが、やめはしない。どんな経けい緯いがあるにせよ、約束は約束だからだ。それを反ほ故ごにしては、師し匠しようを裏切ることにもなる。それはできない。できないから、不本意なんだ」

　トーマの言葉を聞いて、セイジアは目を大きく見開いた。

（来るか……）

　トーマもさすがに学習している。

　武器だ、商売だ、と、これだけたたみかければ、次の瞬間にはもう、

『……それで、おまえはどうしたい？　不満がなんなのか、整理して話してみろ』

（……てな具合に、あっちのセイジアになるんだろ？）

　武器商人のセイジアが手て強ごわい相手で、それを言い負かすのは難しいことも承知していたが、理り屈くつが通じる分、それに、キツいことを言っても心が痛まない分、普ふ段だんのセイジアよりはマシ……少しだけはマシだと、トーマは思っていた。

　セイジアがこの先、どこまで商売を続ける気なのか、それだけでもはっきり聞き出してやる。

（さぁ、来い）と、トーマは身構えた。

「……」

　セイジアはなにも言わない。だが、翠みどり色のつぶらな瞳ひとみが震ふるえていた。いつもの前兆だ。ここから眼光がぐっと鋭するどくなって、刺さすような視線が……。

（……来ない？）

　翠の瞳は鋭くなるどころか、潤うるんで滲にじんでいる。まるで涙なみだを溜ためているように……。

「おまえ、なにセイジア泣かしてんだよ」

　隣となりの席で大きなパンを頰ほお張ばっていたミリが、トーマの頭を派手に叩いた。

「……ぅぅぅっ。トーマが、いじめる。怒られた……いじめる……」

「トーマ、おまえ、マジで最悪だな。なに泣かせてんだよ」

「知るか。そういう手にはもう引っかからない」

　トーマが相手にしないでいると、「ひっくひっく」と子供のように泣きじゃくりながら、セイジアは自分の寝しん室しつに引き揚あげていった。

　こうして、トーマとセイジアの対決はうやむやのうちに終しゆう了りようした。そのすぐ後、リクレアに〈アグニート〉の銃じゆう弾だんを配達しに行ったリィカが戻もどってきた。ミリも一いつ緒しよに城を出るのかとトーマは思ったが、彼女はそのまま客室に居残った。万ばん能のう船〈ウィンダーラ〉には宿しゆく泊はく用のキャビンもあるらしいが、滅めつ多たにないチャンスなので、ミリは今晩は城に泊とまると決めていたようだ。「姉貴？　姉貴はキャビンでいいんだよ。ていうか、キャビンがいいんだよ。姉貴は繊せん細さいだから、慣れたとこでないと寝ねらんないんだ」──結局、ミリはトーマの寝室を占せん拠きよし、彼はマリィに頼たのんで別の部屋を用意してもらうことになった。

　──というわけで、その翌朝である。

　客室のラウンジに入ると、ミリがひとりで朝食を貪むさぼっていた。厚く切られたハムとフワフワのタマゴにご満まん悦えつで、トーマがテーブルに着いても、しばらくは目に入らない様子で、食事を続けていた。

「……セイジアは？」

　そう切り出すまで時間がかかった。昨夜、セイジアを泣かせてしまったこと──罪悪感とまでは言わないが、気にはなっていた。

「いないよ」

　トーマの質問にミリが即そく答とうした。

「まだ寝てるってことか？」

「いや」こちらも即答。「あいつの寝起きの悪さは知ってるけど、朝飯食わさなくても怒るからさ。だから勇気出して、〈ガライ〉構えて、隣の部屋、飛び込んでみたんだけど……空だったわ」

「そうか……って。おい。じゃあ、おまえが起きた時には、もういなかったのか？」

「じゃないの？」

「なんで、見張ってなかったんだよ」

　言った後、自分でも理り不ふ尽じんだったとトーマは思ったが、ミリは不思議と反発しなかった。

「悪かったよ。ただ、あたしはおまえと違ちがって、別にあいつの警護役ってわけじゃないからさ」

「……その通りだ」

　トーマは考えた。

　勝手にリクレアの馬車に乗り込んだ一件でも明らかなように、セイジアは気まぐれだ。昨日はたまたま馬車に乗っていたが、今日はどこにいるかわからない。

「セイジアなら、そこらへんで迷子になってるだけだろ。心配しなくてもいいよ」

　ミリに自分の考えを補強してもらえて、トーマは内心、ほっとした。だが、

「いや、待てよ。それはないか」ミリはあっさり掌てのひらを返した。「あいつが気まぐれで早起きすることはあっても、用意してある朝飯無視するのはあり得ないもんな。あいつ、飯食うのがなによりの楽しみだし」

「……おまえ、わざとやってんだろ」

　トーマが怒ってみせても、ミリはしらばっくれている。すると、そこへ「失礼します！」と、メイドのマリィが飛び込んできた。

「おー、ちょうどよかった」ミリがマリィに声をかけた。「ミルクのおかわりね！　冷たいのうまいねー」

「はい。ミルクのおかわり承うけたまわりました。あ、でもダメです」

「なんでー。ケチだなぁ」

「そうではありません。ミルクのおかわりは後ほどお持ちします。それよりも大変なことが……トーマ様！　大変です！　トーマ様にお客様で」

「俺に？　誰だれだ？」

　悪い予感がした。

「それがあの……城門にキルガの軍人の方がお見えで。ゴッゾォ様と仰おつしやっています」

　予感が的中した。

　直ちよく撃げき、だ。




　トーマが部屋を飛び出すと、「なんだなんだ」と楽しそうに尻しり馬うまに乗ったミリもついてきた。

　ふたりが城門の外に駆かけつけると、そこにはゴッゾォがひとり待っていた。護衛の兵も従者もなく、傍かたわらには乗ってきたと思おぼしき〈鱗うろこ馬ば〉がいるだけだ。

　トーマの姿を認めると、ゴッゾォは顎あご髭ひげを触さわり、にやりと笑った。

　その仕草だけで、トーマの不安は黒い確信に変わった。

「おまえらがセイジアをさらったな」

　大おお股またで歩み寄ると、トーマはゴッゾォに詰つめ寄った。

「取引に来た」

　あたりを窺うかがうこともなく、大きな声でゴッゾォが言った。

「どういう意味だ？」

「おまえの大事な主人を──あの忌いまわしい武器商人を無傷で帰してやると言ってる。だから……こちらに〈アグニート〉百門を黙だまって差し出せ。簡単なことだろう」

「なんだと！」

「こちらに売りつける気だった百門、それを売れ、と言っている。代金はあの娘むすめだ。単純、明めい瞭りような話だろう」

「！」

　トーマは無言でゴッゾォの胸むな倉ぐらを鷲わし摑づかみにした。ゴッゾォはそれを振ふりほどこうともせず、

「おいおい、余計な真似まねはするなよ。主人の命が惜おしいのであればな」

「一国の軍がやることか？　若い娘を人ひと質じちにとって、恥はずかしくないのか」

「こちらも、まともな素す性じようの娘なら、戦いくさに巻き込むようなことはしない。だが、武器の売り買いを生業なりわいにしている者なら、話は別だ。カタギ、ではないのだからな」

「忘れたのか？　セイジアは特級の商人免めん許きよを持ってる。王家に楯たて突つくことになるぞ」

「ふっ」とゴッゾォは鼻で笑った。挑ちよう発はつするように、傍らにいた門番の兵士を睨にらみつける。

「確かにそうかもしれないなぁ。だが、特級の免許持ちになにかあったとして、王家の尖せん兵ぺいたる、この地の守護代様がなにかしてくれるかな？　エトワ様は戦を忌み嫌きらっておられる。武器商人が殺されたところで、重い腰こしを上げてくれるとは思えんなぁ」

　トーマには言い返す言葉がなかった。ゴッゾォの言う通りだろう。昨日、レッジェ将軍にセイジアが殺されかけた時も、エトワは庇かばうことはしなかった。

「そちらにもいろいろ準備があるだろう？　日暮れ時にまた来る。それまでに用意しておけ。だが、それが期限だ。リクレアに手を出される前に、こちらも手を打たねばならんのでな」

　それだけ言うと、ゴッゾォは〈鱗馬〉に跨またがり、城門前から駆け去っていった。




　　　　２




　ゴッゾォが姿を消すと、ミリが小走りに近づいてきた。

「んで、どうすんだ？　面めん倒どうな話になったし、放ほうっとくか？」

「面倒な話になったのはその通りだが、放ってはおかない」

　トーマはぴしゃりと言った。

「俺はまだセイジアの警護役だ。責任がある。だから、セイジアのことはなにがあってもとり戻す」

「へー。あんだけ、文句言ってたのにねー」

　意地悪そうに言うミリのことを、トーマはきつく睨んだ。

「文句はある。だが、それとこれとは話が別だ……そこでだ」

「ん？」

「もしもの話で聞いて欲しいんだが……おまえに頼めば、あの船で〈アグニート〉百門をここに持ってきてもらうのは可能なのか？」

「無理っす」

　ミリは即答した。

「〈封隕武器アーテイクル〉の場所は、いつもセイジアしか知らないんだよ。毎回、言われたところにとりに行って、それを運ぶのがあたしらの仕事だから。セイジアの様子からすると、〈アグニート〉百門、どっかにあるだろうけど、それはあいつしか知らないんだよ。ちなみに言っとくけど、リクレアに売りつけた分が置いてあったところは、もうすっからかんだったからな」

「……」

　ミリが噓うそをついているとも思えなかった。知らないというからには知らないのだろう。

「そうか、わかった。それなら、それでいい……」

　トーマとしても、キルガに〈アグニート〉百門を渡わたしたいわけではない。どちらの軍であろうと、この地にこれ以上、強力な〈封隕武器アーテイクル〉をばら撒まいていいはずがない。

「……ん？」

　気づくと、ミリはすでにトーマに背を向けて、城門を出ようとしていた。

「おい、どこ行くんだよ！」

「城のベッドで眠ねむれたし、城の朝飯もご馳ち走そうになった。満足、満足。〈ウィンダーラ〉に帰るんだよ。セイジアが戻もどってきたら、よろしく言っといてな。声、かけてくれたら、またいつでも手伝いに来るってさぁ。お互たがい、儲もうけようって」

「おまえ、そりゃないだろう……」

　トーマがそれでも止めようとすると、ミリは競走用の〈鱗馬〉も真っ青になる速さで駆け、城門の向こうに消えてしまった。

「……うわっ」

　ふと脇わきを向くと、そこにメイドのマリィがいて、トーマのことをじっと睨むようにしていた。

「お、おまえ、いつからいたんだ？」

「トーマ様と、あのミリ様と一いつ緒しよにお部屋を飛び出してまいりましたので……」

「じゃあ」

「はい、お話はぜんぶ聞いておりました」

「……そうか」

「トーマ様、私、早さつ速そく、手て掛がかりをつかみました。門番から重要な話を聞き出したのです」

「ん？　なんだ？」

「セイジア様は自分で城を出ていかれたようです。暁あかつきの三刻、夜明けの開門と同時だったそうで」

「自分から出てった？　どういうことだ？」

「なんでも、起きてすぐに焼き菓が子しをたくさん食べられたとかで、腹ごなしの散歩をするとかで」

「……そうか」

　それで城の外を出たところを、キルガに見つかって拉ら致ちされたということか。

「ありがとう。それだけでも教えてもらって助かった」

　マリィにそれ以上の情報はないようだった。トーマは部屋に戻る気にもなれず、結局、中庭に出て、歩きながら考えることにした。

　──キルガが要求してきた〈アグニート〉百門。その在処ありかを知っているのはセイジアだけだ。〈封隕武器アーテイクル〉を渡したくないトーマの気持ちとは関係なく、どのみち差し出すことはできない。だが、それではセイジアは殺される。

（……どうすればいい）

「お取り込み中、失礼」

「ん？　……あ、これは！」

　顔を上げると、そこには守護代のエトワが立っていた。

「セイジア様のこと、話は聞きました」

　若いながらも守護代を務める少女は、その上品な容姿に似合わず「ごきげんよう」の挨あい拶さつも抜ぬきで、単刀直入に斬きり込んできた。

「え？　誰から？」

「メイドのマリィからです。それに門番からの報告も受けました。セイジア様がキルガにさらわれ、その身みの代しろ金として大量の〈封隕武器アーテイクル〉を要求されたと」

「……その通り。その通りだが……」

　トーマの様子に、エトワは怪け訝げんそうな顔になった。

「どうしたのです？　悩なやむ必要がありますか？　キルガに〈封隕武器アーテイクル〉を渡せば済むことなのでしょう？　──それは私が望んでいないことですが。タダで渡すのが嫌いやなのですか？　人の命よりも儲けが大切なのですか？　しかも、憎にくんでいるはずの〈封隕武器アーテイクル〉の商あきないで……」

「いや、だからそれが……」

　少しばかり迷ったが、トーマは今の状じよう況きようを包み隠かくさず話すことにした。事情を明かすことで、それでなにか事態の好転に繫つながれば……そう思ったからだ。

「そうだったのですか……あなたは元々は彼女とは縁えんもゆかりもない方だったとは……それで、このアンザの地で〈砲ほう〉を売るまでが、警護の約束というのは真まことなのですか？」

「あぁ……そうですよ。そこまでは責任を持つつもりだった。師し匠しようとの約束だから。けれど、〈アグニート〉を売った後も延々商売が続いてる。そんな話になるとは思ってなかった……」

「で、あれば。悩む必要はないでしょう。あなたの話を聞くかぎり、契けい約やくはすでに果たされている。あなたにはもう彼女を助ける義務はありません」

　エトワの声はずいぶんと冷れい徹てつな響ひびきを帯びていた。

「え？　守護代様は勘かん違ちがいしてる。俺が悩んでるのはそれじゃない。セイジアを助けるための手立てがない、という方だ。セイジアを助ける助けないなんて、考える以前のことです」

「……なにがあっても助けると？　セイジア様を愛されているのですか？」

「……違う。不本意だが、あいつとの約束はまだ続いている。それだけだ」

「トーマ殿どの。あなたのお気持ちは理解できます。セイジア様は可か憐れんな娘。ふたりきりで旅をしてきたのなら、情が移るのも道理。けれど……」

「……」

（話、聞いてないだろ……）

「女は迂う闊かつに信用できませんよ。特に武器の近くに、戦の近くにいるような女は。いくら普ふ段だんは子供のように無む邪じや気きとはいえ、武器や戦のこととなると人が変わる。もちろん、あれが芝しば居いというつもりはありません。ああいう方なのでしょう。けれど、なんであれ、武器商人は武器商人。武器商人が戦の厄やつ介かい事に巻き込まれ、命を落とすのもまた、道理ではないのですか？」

「どう意味なのか……」

「セイジア様がどうなろうと、元々無関係だったトーマ殿が気に病やむ必要はない、そう言いたいだけです。武器商人相手の約束など、律りち儀ぎに守る必要があるのですか？」

「……守護代様。失礼ながら、でありますが」

　いきなり背筋を伸のばし、かしこまったトーマに、エトワは首を傾かしげた。

「守護代様が言われるように、あいつは武器商人です。しかも扱あつかってるのは〈封隕武器アーテイクル〉ときてる。俺は子供の頃ころに戦で──〈封隕武器アーテイクル〉で親を失った。俺の生しよう涯がいの敵は戦だし、〈封隕武器アーテイクル〉だ。正直に言って、最初に会った時は惹ひかれた。だが、あいつの正体を知った。武器商人と知って、それでもセイジアに好意など寄せられるはずがない」

「ならば……」

「だからといって、守護代様の言われるように、武器商人だから見殺しにしてもいいとは思えない。武器商人を好きになれないのと同じで、そんなことを言う女だって好きにはなれない」

「若いのに……ずいぶんしっかりした物言いをされますのね」

　トーマとさして歳としの変わらないはずのエトワがそう言った。

「武器商人とはいえ、見殺しにはしたくない。結局はそういう理り屈くつですか」

「それは……よくわからない」

　トーマは胸を張った。

「敢あえて言えば……言えば……あいつは花の名前に詳くわしい」

「え？」

「この町に来た時、たくさん花が咲さいてるのに、セイジアは全部の花の名前を知ってた」

「……花が好きな者に悪人はいないとでも？」

　エトワの端たん整せいな顔には、意地悪そうな笑えみが浮うかんでいた。

「あなたも血ち腥なまぐさい世界で生きてきたんでしょうに……乙女おとめのようなことを言われるのですね」

「花が好きな悪人もいるだろう」

　その言葉にエトワは瞬しゆん間かん、顔を強こわばらせた。きっぱりと言い放ったトーマを、意外に思ったのかもしれない。

「だが、俺は花の名前なんか知らない。覚える機会もなかったし、覚える気にもならなかった。でも、セイジアは花の名前を覚えようとした。だから覚えてるんだろうと思う。それは俺にはないものだ。だからセイジアのことは助ける。それだけだ。約束っていうのはつまり……そういうことなんだ」




「なんて、啖たん呵かは切ったんだけどなぁ……はぁ」

　エトワ相手に格好つけたのはよかったが、彼女は「ならばご自由にどうぞ」と、その場を去っていってしまった。

　……失敗した。

　セイジアの特級商人免めん許きよを盾たてにとり、なにがしかの協力を要よう請せいすればよかったかもしれない。兵を動かしてくれるまではなくとも、なにか情報くらいは得られたかもしれない。

「……いや、あの様子だとそれは無理かぁ」

　気づけば昼になっていた。ゴッゾォは日にち没ぼつに来ると言っていた。もう時間がない。

「……ん？」

　トーマの脳のう裏りにふと、ある考え……解決に直結する糸口が浮かんだ。

「〈アグニート〉百門の在処、セイジアは当然、知っているわけだよな。だったら、定刻まで待ってゴッゾォと会う、で、その事情を説明して、俺がセイジアに会って、〈アグニート〉百門をキルガに渡すように説得……いや、待て」

　それはあり得ない、とすぐにわかった。

　──セイジアを捕つかまえたキルガは、まずなにをしたか？　当然、セイジア本人に〈アグニート〉を渡せと迫せまったはずだ。だが、セイジアは承しよう諾だくしなかった。彼女を手強いと思った連中は、自分を交こう渉しよう相手にすることにした。

　子供のような普段の姿で煙けむに巻まいたか、武器商人の顔で冷徹に拒きよ否ひしたのかまではわからないが……それはどちらでもいい。大事なのは、

　──セイジアは拒こばんだ。

　と、いうことだ。

　なにがあっても、ただで〈封隕武器アーテイクル〉は渡わたさない。それがあいつの矜きよう恃じだ。誇ほこりだ。となれば、自分が直接会って説得したところで、セイジアは武器を渡さない。結局、セイジアも、そしてその場に居合わせる自分も殺されるのがオチだろう。

　だったら解決の手段はふたつ、しかない。

　セイジアの気持ちを無視してでも、自分が勝手に〈アグニート〉百門を見つけ、キルガに引き渡すか。

　さもなければ、キルガがアジトにしている場所を見つけ、セイジアを救出するか。

　悩む間もなく、トーマは答えを出した。

　どちらにしても、手掛かりがないのは同じ事。であれば──。

「セイジアを助け出す方しかないか」

　そう決めて、トーマはひとり笑った。

　そちらの方がいいに決まっている。ずっと気分がいい。

　とはいえ、捜さがそうにも土地勘かんはない。セイジアがさらわれた時の状況も不明だ。まずは城を出て、近くで誰だれか目もく撃げきした者がいないかどうか、聞いて回るしかないだろう。そのためには……。

「お、ちょうどいい」

　中庭から部屋に戻もどってみると、メイドのマリィがいた。昼食の用意をしていたらしい。

「この近辺の地図が欲ほしいんだ。まずはアンザの領内の詳しいものを……」

「こちらでしょうか？」

　トーマが言い終わらないうちに、マリィが地図を差し出した。蠟ろうを塗ぬって補強された紙にはアンザ領内の地形や建物が精密に記されている。

「お、そうそう、こういうのだ。それからもっと広い範はん囲いのヤツ。アンザを中心に、キルガやリクレアの……」

「こちらで？」

　次にマリィが渡してきたのは、この地方全体が収められた地図だ。

「おー、これこれ。こういうの」

　トーマは二枚の地図をテーブルに開き、早さつ速そく睨にらめっこを始めた。

「トーマ様、いったいなにを？」

「セイジアが捕まっている場所を特定する。おまえが教えてくれた話からすると、セイジアが城を出たのは暁あかつきの三刻。明け方だ。で、ゴッゾォがここを訪ねてきたのもまだ朝のうちだ。その間が短すぎる。つまりだ。少なくともゴッゾォがここに来るまでの間に、キルガ領内にセイジアを連れ込む余よ裕ゆうはないはずなんだ」

「なるほど」マリィがこくりとうなずいた。「けれど、ゴッゾォ様がトーマ様に会われた後、あらためてセイジア様を他の場所……キルガ領内に移す……ちょうど今、移している可能性もあるのではないですか？」

「ん。確かに。鋭するどいな。その可能性も考こう慮りよしておく必要はあるか」

「それに」マリィはアンザ領内の地図に指を滑すべらせた。「仮にキルガがアンザ、もしくその周辺にセイジア様を捕まえていると仮定しても、そうしたことには都合のいい廃はい鉱こうの類たぐいが山ほどあります。とても、特定は無理かと」

　あらためて地図で確かく認にんしてみると、マリィが説明したように、近きん隣りんには廃鉱だけでも数十はあった。そもそも、廃鉱にいると決まったわけでもなし、アンザのどこかに、キルガの協力者の屋や敷しきがあり、そこに囚とらわれている可能性もある。

「というわけで、トーマ様。結論から申し上げて、今のトーマ様お手持ちの材料からだけでは、セイジア様の居場所を特定するのは不可能、という結論が出ます。土地に不慣れなトーマ様が町に出て聞き込みをしたところで、すぐに手て掛がかりが得られるとも考えられません」

「……」

　マリィの言葉には十分な説得力があり、反論する気にもなれなかった。だが……。

「……おまえ、何者だ？　さっきから、話がおかしくなってないか？　どうしてそこまで詳しいんだ？」

　マリィはトーマの質問には答えなかった。その代わりに、

「トーマ様、お支し度たくを」

「あ？」

「トーマ様には戦っていただきます。鎧よろいや刀を持って出しゆつ立たつの支度を」

「だから、どういうことだ？」

「つまり──このままでは本当に時間がなくなります。不本意ではありますが、セイジア様がさらわれたキルガ軍のアジト、私がご案内いたしましょう」
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「さぁ。手た綱づなはお任せしました。私は道案内です」

　城の前に、マリィは荷台に藁わらが山と積まれた荷馬車を用意していた。

「手綱はいいが、その前に事情を説明しろ」

「セイジア様救出が先です」

　これまで通り、マリィの口調は柔やわらかだったが、有う無むを言わせぬ迫はく力りよくがあった。

「……ホントにセイジアがいるところまで、案内してくれるんだな？」

「メイドに二言はありません」

「よし、わかった」

　ここはとりあえずマリィに従うと決め、トーマは御ぎよ者しや台に駆かけ上がった。

「城を出たら西を目指してください。すぐに街を抜ぬけますから、そのまま街かい道どうを真まっ直すぐ。途と中ちゆう、脇わき道みちに入るところは私が教えます」

　トーマは言われるまま、馬車を走らせた。

「あそこです。あそこから脇道に入ってください」

　馬車はやがて街道から分かれ道に入った。道みち幅はばもあり、かつてはきちんと整備されていたのだろうが、今は見る影かげもなく雑草が生おい茂しげっている。

「ん？　この先は廃はい鉱こうか」

「その通りです」マリィが答えた。「第十五番〈鋼砂〉鉱山です。かつては頻ひん繁ぱんに荷物や人の出入りもありましたから、立派な道が作られたようです。けれど、鉱山が閉まってからはこの有様です……そろそろ停めてください」

「わかった──キルガがアジトにしてる廃鉱があるんだな？　セイジアはそこだな？」

　小さくうなずいたマリィに、トーマが勢い込み、御者台から飛び出そうとしたその時、だ。

「ふわ───っ」

　獣けものの咆ほう哮こうとともに、荷台の藁の山が崩くずれ、中から真っ黒な人ひと影かげが現れた。

「おまえ……カーラ」

　そこにいたのは、トーマがアンザを訪おとずれた夜、城の中庭で出会った怪あやしい予言者──占うらない師だった。彼女は藁わら屑くずまみれになったフードを脱ぬぐと、「ふわわ──っ」と大口を開けて両手を伸のばした。吠ほえたのでも鳴いたのでもなく、あくびをしたらしい。

「あんたが、どうしてここに？」

「我は姫ひめ様の占い師である」

　だらしないあくびから一転、重々しい声でカーラは告げた。

「我は運命を導き、時に運命に導かれる。それ故ゆえ、そなたとゲイルにも導かれ、この地に至っ……」

「……いい加減にしろ」

　トーマが途中で遮さえぎると、「なんだ？」と言いたげに、カーラが目を細めた。

「適当なことばかり言うな。ただ、馬車の荷台で昼ひる寝ねしてただけだろ」

「……」

　カーラは黙だまり込んだ。

「図星か。それより、おまえ！」トーマはマリィに向き直った。「この占い師、今、俺とゲイルがどうこう言ったな？　おまえの本当の名前か？　……ゲイルな。女の名前じゃないな」

「……そう、だよ」

　答えたマリィの顔には、これまでトーマが見たことのない、不敵な笑えみが浮うかんでいた。馬車で城を出る前から怪しかったが、おどおどしたドジなメイドの仮面は、もう完全に剝はがれていた。

「僕の本当の名前はゲイル……さ」

　そう答えた声も、もはや少女のものではなかった。高く細い、少年らしい響ひびきではあったが、あきらかに男の声だった。

「やっぱり男か」

「だったらなに？」

　マリィ、否いな、ゲイルは自分の肩かたに手を掛かけたかと思うと、ぱっとメイドの制服を脱ぎ捨てた。そこに現れたのは、身体からだにぴたりとした灰色の革服だった。ゲイルは長い髪かみの鬘かつらをとると、顔に張りつけていた薄うす皮かわのマスクも剝ぎとった。ようやくその素す顔がおが明らかになるかと思われたが……彼は片手で顔を隠かくしていた。
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「どうして顔を見せない？」

　トーマが言っても、ゲイルは「嫌いやだ」と答えて、顔の前に広げた手を外そうとはしなかった。

「いくらおねだりされても、ダメなものはダメだ。これは君のためにやっていることなんだよ」

「おねだりはしてない。──そもそも、俺のためとはなんだ？」

「メイド姿の変装で作ってる顔とは次元が違ちがうからだよ。僕の素顔を見たら、その美しさで君はおかしくなる。みんな、そうだからね……それは罪だよ」

「だから、別に見たくて言ったわけじゃない、見せない理由を尋たずねただけだ」

「無理をするな」

「……急いでるって言ったのは、おまえの方じゃなかったのか？　そもそも、だ。とりあえず、ここまではついてきたが、おまえみたいな怪しいヤツの情報じゃ、鵜う吞のみにして突つっ込こめない」

「ほぅ。確かにその通りだ。それじゃあ、信じる信じないは別として一応、自己紹しよう介かいはさせてもらおう。……僕の名前はゲイル。あの運び屋のミリとリィカの姉し妹まい、それにこのカーラと同じく、セイジアの仲間……とはいっても、まぁ商売上のね。僕は情報屋だ。情報を集め、操あやつるのが仕事なんだ。先乗りしてアンザのことをあれこれ調べてたんだよ」

「セイジアの命令か。だったら、おまえの変装のこともセイジアは知ってたのか？」

「いや。知らないよ。いつもそうだからね。それでも必要な情報は渡わたしていた。今回もこんなことにならなければ、僕は最後までメイドで通していたさ。必要でなければ、集めた情報だって特別、報告はしない。それでもセイジアからは金はもらえる。だけどね……いや、だからね。今回の報ほう酬しゆうはまだ貰もらっていない。その前にセイジアに死なれては困る。だから、自分のやり方を曲げて、君に特別に情報を与あたえたんだ」

「それにしたって、セイジアがここに連れ込まれたなんて、そんなことまでよく把は握あくしてるもんだな」

「情報集めは僕ひとりでやってるわけじゃないからね。仕事を完かん遂すいして報酬を得るためには全力を尽つくすさ」

「なるほど、金のためってことか。でも、芝しば居いのくせに、よくも……人にジャムだの熱湯だの浴びせてくれたよ……」

「悪いね。それは悪い癖くせだ。いちど、なっちゃう、と自分でもどうしようもない。その人物になりきるからね。才能というのも困りものだよ」

「……話はわかった。それじゃあ、早いとこセイジアを助けに行こう。こうしてる間にも……」

「それはダメだ。僕は荒あら事ごとはやらない主義だから。セイジア救出はあくまでも君の仕事だ。警護役なんだろ？　不安だったらカーラを連れていくといい」

「あいつを？」

　カーラといえば、まだ藁の山に背中を預け、だるそうに生あくびをしている。

「セイジア救出、頼たのんだよ。彼女が無事だということを信じて、僕は次の段階に入るからさ。とりあえずの証しよう拠こもつかんだし」

「ん？」

　カーラに気をとられていたトーマが振ふり返ると、すでにゲイルの姿は消えていた。御者台には白い花が一輪、残されているだけだった。

「……これは」

　──クレノ。

　セイジアがエトワにその名を尋ねたのを覚えている。この地にしか咲さかないという、可か憐れんな純白の花だった。

　別名を確か、〈戦いくさ華ばな〉といった。
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　結局、トーマはひとりで乗り込むことになった。ゲイルが姿を消した後、カーラにも一応、尋ねてはみた。「マリィ、じゃなかった、ゲイルがあぁ言ってたが、あんたもついてくるか？」

　カーラは返事をしなかった。藁にまみれて、また寝入っていた。

「──しかたない。逃にげるにも馬車は要いる。寝ててもいいから、留守番しててくれよ」

　トーマは警けい戒かいしつつ、廃鉱の入り口に接近した。そこは一いつ般ぱん的な小規模鉱山の典型だった。坑こう道どう入り口を中心に、いくつかの大きな建物が並んでいる。選鉱所などの作業小屋や倉庫の類たぐいだろう。

（どこだ？）

　身を伏ふせ、足音を殺し、トーマはいちばん右の建物に近づいた。全体はしっかりした石造りでまだ傷んでいなかったが、窓の板は割れて中が覗のぞける。

（……当たりだ）

　わざわざ窓板が下ろされているので怪しいと思ったが、その通りだった。板の隙すき間まから確かめてみると、元は作業所だったらしく、大きなテーブルや木き桶おけが置かれた中、椅い子すに縛しばりつけられたセイジアがいた。暗がりの中でも白いドレスはよく目立っていたが、その顔、表情までは確かめられなかった。彼女から少し離はなれた場所に軽装の兵士が五名ばかりいる。

　息を止め、トーマは兵士たちの様子を観察した。五人は小さなテーブルに集まり、やかましく騒さわいでいる。手には小さな札が見えた。退たい屈くつしのぎに博打ばくちをやっているようだ。

（五人なら……行ける！）

　幸い、窓まど枠わくの大きさは十分にある。このまま板を蹴け破やぶり突とつ入にゆうできる。五人とはいえ、油断している相手なら、セイジアを盾たてにされる前に制圧できる。

　頭の中でなんどか予行演習を済ませ、抜ばつ刀とうして態勢を整え、いざ窓板を壊こわそうとしたその寸前、

「！」

　背後に感じた殺気に、トーマは咄とつ嗟さに横よこっ跳とびした。空を裂さく重い唸うなりに続いて、長ちよう剣けんが石いし壁かべを削けずった。

「おまえ！」

「貴様！」

　トーマと、剣を振るった男──ゴッゾォの声が重なった。

「小こ僧ぞうが！」

　ゴッゾォは叫さけび、壁かべに叩たたきつけた剣をトーマに振るった。すぐに刀を構えたトーマの反応自体は十分に速かったが、体勢を崩していた分、遅おくれはあった。ゴッゾォの一いち撃げきは受けたトーマの刀を吹ふき飛ばした。

「よく、ここがわかったな」

　トーマの喉のどに剣の切っ先を突き立て、ゴッゾォが笑った。

「ゴッゾォ様！」「ゴッゾォ様！」

　そこに追い打ちをかけるように、剣を抜ぬいた兵士が四人、大おお慌あわてで駆かけつけてきた。

「ここはいい。中の連中にバカが一匹ぴき、迷い込んできたと伝えておけ。警戒させろ。他にも仲間がいるかもしれん」

「はっ、了りよう解かいしました！」

　四人の兵士はそのまま駆け出そうとしたが、その足が止まった。否いな、止められた。

　隣りん接せつする倉庫の屋根から黒い影かげが飛び降りてきたかと思うと、前にいたふたりの兵士の鳩尾みぞおちに、目にもとまらぬ速さで拳こぶしを叩き込んだ。声も上げずに倒たおれた兵士を飛び越こえると、呆あつ気けにとられているゴッゾォに迫せまった。

「か────────っ」

　怪かい鳥ちようのように吠ほえると、突とつ然ぜんの闖ちん入にゆう者は跳んだ勢いのまま、鞭むちのように脚あしをしならせた。足刀をその髭ひげ面づらにもろに受けると、ゴッゾォは失神し、その場に崩くずれ落ちた。

「おまえ、カ、カーラ……」

　兵士ふたり、そしてゴッゾォを素手で倒したカーラは「ふぁぁ」と大きなあくびをした。

　残っていたふたりの兵士がカーラに斬きりかかった。だが、次の瞬しゆん間かん、ふたりは剣を落とし、糸の切れた操り人形のように倒れた。カーラがどのような技わざを繰くり出したのか、トーマの目でも追いきれなかった。

「……ありがとう、助かった」

　トーマが礼を言っても、カーラは反応せず、黙って呼吸を整えていた。

「それにしても強いな……あんた何者だ？」

「我は予言者。時の狭はざ間まを見み出いだし、そこに楔くさびを突き入れれば運命もまた崩れる」

　眠ねむそうな顔でカーラは答えた。

「いや、ただ殴なぐっただけだよな？　……ん？　マズい」

　大きな足音にトーマは気づいた。先頭を騎き馬ばの隊長、その後を槍やりを手にした兵士十名ほどが、入り口からこちらへ駆けてくる。

　カーラは無言で建物の中を指さした。

「行けってことか？　──わかった。後は頼む」

　落ちていた刀を拾い上げると、トーマは窓板を蹴破り、作業所の中へ躍おどり込んだ。

（やっぱりか！）

　覚かく悟ごはしていたが、中の状じよう況きようは変わっていた。さすがに外の騒ぎに気づいたのだろう。だらけていた五人の兵士はセイジアを囲むように立ち、警戒を強めていた。

（だけど勢いだ！）

　相手が軽装なのは助かった。トーマは一気に距きよ離りを詰つめると、まだ抜刀もしていないふたりを狙ねらい、その首筋を刀の峰みねで打ち据すえた。

　続いて、すでに剣を抜いた三人に向かう。上段から斬りかかってきた男の剣を正面で受け、そのまま押し返す。他のふたりは、トーマが仲間と密着した形になったために斬りかかれずにいる。その隙すきを突いて、右の男の足を払はらい、左の男には組み合った兵士の身体からだをぶつける。三人同時に体勢を崩したところを狙う。ふたりは同じく首を打ち、最後のひとりは起き上がれないでいるところに、鳩尾に膝ひざ蹴りを決めて失神させた。

「セイジア！」

　見張り五人を倒して初めて、トーマはようやくセイジアの様子を確かく認にんすることができた。お馴な染じみの白いドレスは砂さ塵じんに汚よごれている。椅子に縛られた彼女は首が折れたように深くうなだれ、薬かなにかで眠らされているように見えたが……。

　まずは縄なわを切ろうと、トーマが刀を逆手に持ち替かえたところで「危ない！」と声がした。セイジアのものでも、カーラやミリの声でもなかった。だが、聞き覚えはある──トーマはそう意識しながら、その声とは別の音──接近してくる、重い足音めがけて振り向きざまに刀を横よこ薙なぎにした。

　鋼はがねと鋼がぶつかり火花が散る。衝しよう撃げきに腕うでが痺しびれる。

「しつこいぞ！　〈屍し妖よう〉か！」

「この地にそんな化け物はおらん！」

　トーマと鍔つば迫ぜり合いをしつつ、髭面に大きく開けた口から唾つばを飛ばし、叫んだのはゴッゾォだった。カーラの奇き襲しゆうで失神していたはずだが、もう意識を回復し、追いかけてきたらしい。

「〈屍妖〉なんか、どこの地にだっていない！　比ひ喩ゆだ！　比喩！　わかれ！」

「難しいことを言うなっ！」

　体勢を変えて距離をとると、ゴッゾォは長剣を正面から打ち込んできた。

「……っ」

　受けるのは簡単だったが、馬ば鹿かにできない力だ。更さらに二度、三度と剣が振ふり下ろされる。

「っ！」

　トーマは完全に力負けしていた。

（こいつ……）

　戦場のど真ん中でやり合った際は、ここまで強いとは思わなかった。だが、あの時のゴッゾォの武器は大おお矛ほこだった。

（剣の方が得意ってわけか）

　このままでは刀を折られるか、握にぎった手を挫くじいてしまうか……。

（だったら……）

　ゴッゾォの剣を受けつつ、足を捌さばいて体勢を変える……フリをしながら、トーマは足元にあった小さな木桶を蹴けり上げた。顔に当たる直前、ゴッゾォは木桶を剣で払った。桶の板は容易く砕くだけたが、その中身は彼の顔を直撃した。

「がっっ！」

　ゴッゾォが吠えた。木桶の中身、砂状になった鉱石の屑くずをまともに浴びたのだ。

「目め潰つぶしとは！　卑ひ怯きようだぞ！」

　片手で顔を押さえながら、ゴッゾォは剣を滅め茶ちや苦く茶ちやに振り回した。

「目潰し効いたって、わざわざ教えてくれてありがとうよ！」

「虫けらが！　恥はじを知れ！」

「虫けらだよ！　だからな、場合によっちゃ恥も忘れるんだ」

　トーマは容よう赦しやせず刀を振るった。

「がぁぁっ！」

　その体たい軀くに相応ふさわしい大音声でゴッゾォが吠えた。

　トーマに刀の峰で手を叩かれ、彼は剣を落とした。手首の骨を折った感かん触しよくがあった。だが、その程度では、巨きよ漢かんのゴッゾォから完全に戦せん闘とう力は奪うばえない。そう判断したトーマは彼の足首を砕こうとした。

「お待ちなさい！」

　その存在を忘れていたわけではないが、味方だと判断して、当面気にしないでいようと決めた人物──「危ない！」と叫び、ゴッゾォが迫っていることを教えてくれた人物が再び声をかけてきた。

「命までとらずとも、これで十分でしょう」

　そう言いながら、縄を持って近づいてきた。頭ず巾きんで顔を隠かくし、その全身を大きなマントに包んでいた。

「あんたがどうしてここに？　あんたは……」

　その名を呟つぶやこうとしたトーマに、頭巾の人物は口に指を当てた。そして、「それより早く」と、縄の一いつ端たんをトーマに投げてきた。

「わ、わかった」

　ゴッゾォは派手に暴れたが、ふたりがかりということもあって、縄で縛しばり上げるにはさほど手間はかからなかった。

「どうやら、手助けの必要はなかったようですね」

　身体の自由を奪われ、念のため目め隠かくしもされて床ゆかに転がされたゴッゾォを見下ろし、頭巾が小声で言った。

「いや、あそこで声をかけてくれなかったら俺は斬られていた。でも、どうして……」

　トーマは目配せし、ふたりしてゴッゾォから距離をとった。

「あんた……いや、あなたがここに？」

「わかりましたか？　声も変えているつもりでしたが」

　頭巾を少し浮うかせ、自らの顔をトーマに晒さらしたのは守護代のエトワだった。

「待っててくれ」

　トーマはゴッゾォのところに戻もどると、ぼろきれで彼の頭をぐるぐる巻きにして、その耳を塞ふさいだ。「なにをする！　やめんか小こ僧ぞう！　……んっも」。ついでにうるさいので、猿さる轡ぐつわもかましておく。

「お気き遣づかいありがとう。でも、私がここにいると露ろ見けんしたところで、キルガとしても立場上、強いことは言えないでしょう」

「そうかもしれないけど……そもそも、どうしてここに？　その答えがまだだ」

　マントの下、エトワは腰こしに剣けんを帯びていた。場合によってはそれを抜ぬいて戦うつもりだったのだろうか。

「あなたがメイドのマリィに道案内させ、馬車で出ていったと報告を受けましたから。すぐにつけさせました。あなたこそ、よくわかりましたね、この場所が」

「それは……ええと……セイジアの仲間ってのが来て、情報をくれたから」

「今、外でキルガの兵士を相手にしている者ですか？」

　トーマはうなずいた。

「ただ、道がわからなかったから、メイドのマリィに案内を頼たのんで」

　噓うそをつくことにはなったが、マリィことゲイルのためにはその方がいいだろう。

「……で、そちらの答えは？　どうして助すけ太刀だちしてくれる気になったのか」

　エトワは守護代として、王家からこのアンザを預かる身だ。気まぐれで行動できる立場ではないはずだ。

「それは……」

　考え込んだエトワの表情はその頭巾によって隠され、窺うかがうことはできなかった。

「トーマ殿どの、あなたの話を思い返したからです。アンザは花の里。悪人であれ善人であれ、花を愛する者であれば……私の力が及およぶかぎりは、この手を差し伸のべるべきだと考えたからです」

「……そうか、わかった。……ありがとう」

　トーマは嬉うれしかった。自分の信念に反する生き方をするセイジアに、そして自分に、救いの手を差し伸べてくれたエトワの決意に、心から感謝していた。それを「ありがとう」という言葉でしか表せないことが悔くやしかった……が。

「すいません、今のは噓です」

　エトワがぽつりと言った。

「実際のところ、あなたを助けたくなった。それだけの理由です」

「……」

　なんと返したものか、トーマが本格的に悩なやんでいると、

「ちょっとトーマ！」

　作業所の真ん中、椅い子すに縛られていたセイジアが目を三角にして睨にらんでいた。

「イチャイチャしてる暇ひまがあったら、これ、なんとかしてよ～」

「おまえ、眠ねむらされてたんじゃないのか？　大だい丈じよう夫ぶか？」

「なんにもされてないけど、退たい屈くつだから眠たくなっちゃって……あ～、縄、キツいよ！　イチャイチャしてないで早くぅ～」

「イチャイチャはしていない」

　肝かん心じんのセイジアを助けることを忘れていたのは確かなので、トーマはそれ以上の弁解はせず、言われるままに彼女を縛る縄を切った。

「守護代様でしょ、あの顔隠してる人？」

「なんでわかった？」

「声、聞けばわかるもん」

「あまり大声で言うな。一応、身分を隠して……」

「だからもう帰っちゃったの？」

「え？」

　振り向いてみれば、確かにセイジアが言う通り、エトワはすでに姿を消していた。

「トーマ、助けに来てくれてありがとうね。あたし、トーマ、来ないと思ってたよ」

「どうして？」

「昨日の夜、ケンカしたから」

「それは……」

「それに、トーマ、〈封隕武器アーテイクル〉のこと嫌きらいでしょ。お父さんとお母さん、それで死んでるから」

「……。それをどうして知ってる。おまえに話したことはないだろ？」

「ムラジが言ってた」

「……師し匠しようが」

「だから、トーマ、私を守る仕事、したくないってことはわかってた。私のことが好きじゃないこと……嫌いってこと」

　セイジアの翠みどりの瞳ひとみで見つめられ、トーマは慌あわてて視線を逸そらした。

「俺はおまえとの約束のことで怒おこっていただけだ。だが、それもおかしな話だった。ここで商いを終えるまで、おまえを守ると約束したのは俺だ。後からぐずぐず言ったのはみっともなかった。確かに約束はまだ続いている。だから、俺はおまえを守る。ここに助けに来たのも、その約束があったからだ」

「え？　だったら」

　わざわざトーマの正面に回り込んできたセイジアが、身体からだをぴったり寄せて顔を覗のぞき込んできた。

「だったら、また、わたしが捕つかまったりしたら、助けてくれる？　大変な目に遭あったら助けてくれる？」

「二言はない──約束、だからな」

「ホントに？　やった！」

「待て！　まだ話は途と中ちゆうだ。約束は約束として、だ。これに懲こりたんだったら、武器を扱あつかうような商売はもうやめろ。〈封隕武器アーテイクル〉に限った話じゃない。どうして武器なんか売ってるかわからないが、他の生き方だってあるだろ？」

　セイジアの目が大きく見開かれた。

　昨日、突とつ然ぜん泣き出した時と同じく、その瞳が潤うるんで、そこに映ったトーマの顔もぼんやり滲にじんだ──そして。

「それは無理だな、トーマ」

「──？」

「私は武器商人だ。〈封隕武器アーテイクル〉を売ることが私の使命だ。たとえ、おまえの信条に添そわないことだったとしても、他の生き方はない」

「……こいつ」

　つい今さっきまでトーマに甘えていた姿はどこへやら、セイジアはもう武器商人の冷れい徹てつな顔に変わっていた。

「よりによってここでか……」

　呆ぼう然ぜんとしているトーマをその場に残し、セイジアは作業所の出入り口に近づくと、外の様子を窺った。

「……どうやらもう心配はないようだ。これでゆっくり事を進められる」

　満足げに呟くと、縛られ、床に転がされたゴッゾォの傍かたわらに膝ひざをついた。彼の目隠しと猿轡を外す。

「聞きたいことがある」

「……なんだ？　恨うらみ言ごとか？　な、なら聞く耳など」

　トーマに折られた手首が痛むのだろう。ゴッゾォは脂あぶら汗あせを流していた。

「聞きたいことがある。私はそう言ったはずだ。恨み言とやらに興味はない。──聞きたいのはおまえの上官のレッジェ将軍のことだ。『はい』か『いいえ』で答えろ。レッジェ将軍は以前から軍の武器調達費を着服しているな。それもかなりの額だ」

「え！」

　ゴッゾォより先にトーマが反応した。あの老将軍がそんなことをしているとは……否いな、そんな秘密、セイジアはどうして把は握あくしているのか……。

「さぁ答えろ。リクレアとの緊きん張ちようが高まったここ十年、キルガはエイジャ王家が定めた額を超こえて特別税を課し、戦費を調達しているだろう？　そのうちの決して少なくない額が、レッジェ将軍の懐ふところに入っているはずだ。おまえたちレッジェ一派もその恩おん恵けいに預かっているのだろう？」

「そ、そんなこと言えるか……」

　苦く悶もんの表情を浮かべながら、ゴッゾォは声を絞しぼり出した。

「答えは『言えない』か。『はい』と言ってもらえなかったのは残念だったが、それで十分だ」

　セイジアは立ち上がると、トーマに呼びかけた。

「行くぞ、トーマ」

「わかった。逃にげるぞ」

「逃げるのではない」

　そう言うと、セイジアは先に外に出た。慌てて追いついたトーマは表の状じよう況きようを見て驚おどろいた。彼が作業所に突とつ入にゆうする直前、駆かけつけてきた十人ばかりの兵士──それが無様に地面に転がり、悶もん絶ぜつしていた。すでにカーラの姿はない。

「凄すごいな。これ、みんな、あのカーラがやったのか？　まぁいい。まずは逃げよう──ほら、セイジアも」

　トーマに急せかされても、セイジアはその場を動こうとはしなかった。

「──逃げるのではない。先ほどもそう言ったはずだ。私は迎むかえに立ったのだ」

「迎え？　誰だれだ？　仲間か？」

「──騒さわぐな。来た」

「ん？」

　街かい道どうに出る道の方から、ガタガタガタとやかましい音が聞こえてきた。馬車の車輪が石いし畳だたみを削けずるものだとわかった。そして間もなく、二頭立ての大型馬車が姿を見せた。

「レッジェ将軍の馬車だ」

　断言したセイジアにトーマは、

「どうしてわかる？」

「あの男の性格だ。私を捕まえたと報告を受けて、その様子を確かめずにはいられないはずだ。昨夜、あれだけ恥はじをかかせられたんだ。その報復もしたいだろう。少々遅おそかったようだが」

　馬車が停まり、警護の兵士や従者とともにレッジェ将軍が降り立った。老ろう齢れいで瘦やせてはいるが、部下たちよりも頭ひとつ大きいのですぐにわかった。

「……ホントに来たのか」

　トーマが驚いていると、レッジェ将軍もその場の光景に目を丸くしていた。大勢の兵士たちが悶絶し、その傍らには捕とらえられているはずのセイジアが平然と立っている。

　セイジアはレッジェ将軍を睨み、将軍の視線もまた彼女を捉とらえた。

　将軍を正面に見み据すえたまま、セイジアがゆっくり歩き出した。

「……おい、セイジア」

「ここから先は私の仕事だ。ひとりでいい」

　静かながらも有う無むをいわせぬ迫はく力りよくに、トーマはその場に押し止とどめられた。だが、思い直してそのすぐ後をついていく。

「誰かおらんか！　ゴッゾォはどうした！」

　レッジェが叫さけぶが、応こたえる者はいない。その間も近づいてくるセイジアを警けい戒かいし、警護の兵士と従者が抜ばつ刀とうし、将軍の前に立った。

「小こ娘むすめ！　なんだこれはっ！　貴様、なにをしておる！」

　セイジアの足がぴたりと止まった。




「私は武器商人。殺さつ戮りくと破は壊かい──そのための武器をお持ちしました」




　セイジアの栗くり色の巻き毛がふわっと広がり、白いドレスの裾すそが大きくはためいた。

「──レッジェ将軍。そちらこそ、このような場所で油を売っていてよいのですか？　〈鋼砂〉の新鉱脈があるとの試し掘くつ場、〈アグニート〉を装備した兵たちが周囲を固め、事実上、リクレアの支配下に置かれているというのに」

「むぅ」

　レッジェ将軍は息を吞のんだ。

「キルガがリクレアに抗こうしようとするならば、〈アグニート〉百門は必ひつ須す。あなたもそう考えたからこそ、この私を力ちから尽ずくで捕まえてでも、なんとかしようとされたのでしょう？　そこまでの気き概がいは高く評価しますが、こちらも商売。ただ、というわけには参りません」

　堂々たる物言いのセイジアとは対照的に、レッジェ将軍は慌てふためき、セイジアや周囲に忙いそがしく視線を行き来させている。

「……ゴッゾォもやられたというのか？　武器商人が……私兵を隠かくしていたか」

（……なるほど）

　トーマはようやく理解した。レッジェ将軍は誤解している。セイジア子飼いの屈くつ強きような兵士たちがいて、それが今もどこかに潜ひそんでいると思い込んでいるのだ。

「命令がなくては彼らは動きません。ただ、そちらも手出し無用」

　レッジェ将軍の誤解を利用して、セイジアはそんな脅おどしをかけた。将軍は目配せして従者たちに剣けんを収めさせると、セイジアに向き直った。

「……待て、娘むすめ。おまえ、まだ我が軍と商売を続ける気があるのか？」

　将軍の問いかけに、セイジアは微笑ほほえんだ。

「当然です。それはそれ、これはこれ、ですから。さらわれたことは不快ですが、すでに解決済みのこと。商売は商売です。キルガ軍が〈アグニート〉百門をご入り用であれば、こちらは用意致いたします──正当な対価をお支し払はらい頂ければ」

　レッジェ将軍の顔が曇くもった。

「いや、だが……昨夜、おまえは言ったな。百門でしめて四億ラドと。キルガの財力とて無限ではない。そんな金は……」

「軍にはなくとも！」

　セイジアが叩たたきつけるように言った。

「レッジェ将軍はお持ちでしょう？」

「……我が家は代々、武士の家系。誇ほこるべき家いえ柄がらなれど、蓄ちく財ざいなどとは縁えんがなく……」

「それは先代まで……の話ではないのですか？　軍の財務に大きな影えい響きよう力をお持ちの将軍のこと……本来なら軍の金蔵にあるべきものが、将軍のお屋や敷しきに眠ねむっているのではありませんか？」

「……」

　将軍は黙だまったままだったが、それがなによりも雄ゆう弁べんな回答だった。

「四億ラドの支払いは可能ですね？　レッジェ将軍？」

「し、しかし……」

「ここはよくお考えください。このままキルガがリクレアに敗れるようなことがあれば、将軍の首も無事では済まないでしょう？　将軍の孫であるリクレアの軍師インスウ。あの者に落とされた首を足あし蹴げにされたのでは、死んでも死にきれないのではありませんか？」

「……」

「たとえ蓄財を残らず吐はき出したとしても、リクレアを制し、〈鋼砂〉の利権さえ独どく占せんしてしまえば、それに倍する額がまた戻もどってくるのではないですか？　四億ラドなど安いものです」

「……」

「いかがですか？　〈アグニート〉百門、四億ラドで？」

　キラキラと光る翠みどりの瞳ひとみで見つめられ、レッジェ将軍は息を荒あらくしていた。そんなふたりを見守るトーマは、なぜか将軍のことを哀あわれに思っていた。まるで悪あく魔まの手に落ちて、おもちゃにされる可か憐れんな娘のように見えたからだ。

　──しばしの沈ちん黙もくの後、レッジェ将軍は口を開いた。




「……わかった。〈アグニート〉百門、その値段で買おう」
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　こうしてセイジアはリクレアに続き、キルガにも百門の〈アグニート〉を売りつけた。セイジアはレッジェ将軍に、夕刻までには、試掘場に配備された兵士たちの手に〈アグニート〉百門が届くようにすると、固く約束した。

「私の仕事はまだこれからだ。トーマ、ついてこい」

　その場にあった〈鱗うろこ馬ば〉に飛び乗ると、トーマの答えも聞かずに、セイジアは廃はい鉱こうを飛び出した。トーマも手近にいた一頭に跨またがり、その後を追った。

「どこへ行くんだ、セイジア！」

「知る必要があるのか？　どこへ行こうと私を守るのが、おまえの仕事のはずだ」

　馬を並べて問いかけたトーマに、セイジアは笑って答えた。

「……わかってるさ。つき合ってやるよ。おまえの商売が終わるまではなっ！」

　トーマは〈鱗馬〉の腹を蹴けった。




　──ふたりが一刻ばかり馬を飛ばして着いた先は、王家直ちよつ轄かつ地アンザとリクレアの国境にある、リクレアの〈一番砦とりで〉だった。キルガと緊張状態が続くリクレアにとっては、いわば最前線の基地であり、数年前から常に数千人の兵士を待機させているところだ。

　トーマを引き連れたセイジアはそこに乗り込むと、王家発行の特級商人免めん許きよを掲かかげ、軍師インスウとの面会を申し入れた。

「おい、あいつ、ホントにここにいるのか？　どうして知ってる？」

「リクレア軍は試掘場の兵士たちに〈アグニート〉を配備した。やる気満々、ということだ。あの場以外でも、どこで戦火が開かれるかわからない。実質、軍を動かしている者なら、もう城に落ち着いている余よ裕ゆうはないはずだ」

　セイジアの見込み通り、それから間もなく、ふたりは入ってすぐ、練兵場の奥にある建物に通された。造りからして司令部というよりは、高級士官用の居住棟とうのようだ。

「よく来てくれました。で、ご用は？」

　建物のいちばん奥、その殺風景な部屋でインスウが待っていた。

「面会許可、感謝します」

　セイジアは軽く頭を下げた。

「──では、こちらも要件から行こう。先ほど、私はキルガに百門の〈アグニート〉を売った。これでキルガとリクレアの戦力は拮きつ抗こうした。キルガに負けたくなければ、また私から新しい武器を買ってはどうだ？」

（……おいおい）

　トーマは心底、呆あきれた。人ひと質じちにされたキルガ相手に商売をしてすぐ、こんどはリクレアを脅すような真似まねをするとは……。

「いえ、結構です。間に合っていますから」

　インスウの返答は明快で簡潔だった。

「〈アグニート〉百門まではおつき合いしました。私が決済できる額の中のことでしたし、勉強と思ったわけです。けれど、もう十分でしょう。我が軍が新しい武器を買えば、次はまたキルガでしょう？　そうして儲もうけ、得をするのはあなただけだ」

（まったくもって……その通りだ）

　インスウの答えにセイジアはしばし考え込んだ。そして、

「わかった。ならば好きにしろ。こちらはキルガに売るだけのことだ。──帰るぞ、トーマ。ここにもう用はない」

　言い終える前にセイジアは早足で部屋を出た。トーマも慌あわててその後を追う。

　なにか考えがあるのかと思ったが、セイジアはそのまま〈鱗馬〉に跨がった。

「いいのか、あんなんで？　リクレアに武器を売り込むんじゃなかったのか？」

　案じるトーマの言葉に、セイジアは意地悪そうな笑みを浮うかべた。

「なんだ？　武器を売りつけて欲しいのか？　嫌きらいな武器を」

「そういう意味で言ったんじゃない。……ん？　インスウに言った通り、このままキルガに武器を売り込みに行くのか？」

「それはしない」

　セイジアは即そく答とうした。

「キルガは〈アグニート〉百門を買ったばかりで、リクレアとようやく拮抗したという安心感、満足感が強い。そこに売り込んでいっても商売は成功しない。だが、リクレアは違ちがう。せっかく〈アグニート〉百門を買ったのに、キルガに追いつかれてしまった。インスウ個人がどう思っているにせよ、リクレア全体としては危機感が強いはずだ。だから、今、武器を売るべき相手はリクレアしかない」

「……なるほど、そんなもんか。で、これからどうするんだ？」

「守護代の城へ戻る。そして、この汚よごれたドレスを着き替がえる。なぁに、どうせ、相手の方から売ってくれと頼たのんでくる。ゆっくり待っていればいい」

　セイジアは自信満々に言い放った。

「……そんなにうまくいくもんか。キルガの連中みたいに馬ば鹿かじゃないぞ。あのインスウという男は切れ者だ」




　だが、トーマの予想に反する形で事は動いた。

　翌日の夜、リクレア軍の軍師インスウは守護代の城を訪ねてくると、セイジアに懇こん願がんしたのだ。

「──頼む、〈封隕武器アーテイクル〉を売ってくれ」

　その申し出を、セイジアは慈じ母ぼのような優やさしい笑みで受け入れた。

「それは正しい判断です。わかりました。少々値が張りますが、とっておきの〈封隕武器アーテイクル〉をお譲ゆずりしましょう。その名は〈ヘネブラン・ホーゲン〉。別名、〈鋼こう弾だん圧縮大たい砲ほう〉。〈アグニート〉が百門束になっても敵かなわない、強力な〈砲〉です」
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　翌日、セイジアは〈封隕武器アーテイクル〉の引き渡わたしのため、インスウを守護代の城からほど近い、山の麓ふもとに呼び出した。以前、彼女がキルガとリクレア相手に〈アグニート〉の威い力りよくを披ひ露ろうした場所だった。

　城を出たトーマとセイジアが向かうと、そこにはすでにインスウをはじめとするリクレアの一行が到とう着ちやくしていたが、肝かん心じんの〈封隕武器アーテイクル〉はまだ届いていなかった。セイジアによれば、ミリとリィカが〈ウィンダーラ〉でここに運んでいる途と中ちゆうだという。

「そろそろ教えてくれてもいいだろう。どうやって、あの男の心を変えたんだ」

　無表情で佇たたずむインスウの顔を眺ながめながら、トーマはセイジアに尋たずねた。

「簡単なことだ。おまえも言っていただろう？　あのインスウという男は利口だ。だから自分では無む駄だと思っても、〈封隕武器アーテイクル〉を買わざるを得なくなった。それだけのことだ」

「利口だから？　無駄と思っても買った？」

「──つまり、こういうことでございます」

「あっ、おまえ……」

　知らない間に、トーマたちの背後にゲイル……否いな、彼が変装したメイドのマリィが立っていた。一昨日おととい、情報屋ゲイルがその正体だと明かした後、マリィは城から消え、トーマもその姿を見ていなかった。

「まだその格好してんのか？　てっきり城からは完全にいなくなったのかと」

「この姿はまだ捨てておりませんよ、トーマ様。親族に不幸があったと口実を作り、一昨日からお暇ひまをいただいていただけです」

「そうだったのか。──で、どういうことだったんだ？」

「セイジア様は揺ゆさぶりをかけたのです。私はこの地に先乗りし、守護代様のお城でメイドとして働きつつ、リクレア軍の中に協力者を作っておりました。最初はリクレア軍の様子をざっと探さぐるだけのつもりでしたが、軍の中にあって、インスウという軍師が微び妙みような立場にいるはずとセイジア様に言われ、そこを重点的に調べ上げたのです」

「ん？　その姿が変装だって、セイジアも知らないはずじゃなかったのか？　いつの間にそれだけ動いた？」

「すでに大おお詰づめだ。私も急いでいる」セイジアが口を挟はさんできた。「一昨日、さらわれたところをおまえたちに助けられ、城に戻もどってから、あらためてゲイルと接せつ触しよくした。それでいろいろと手配をしたのだ」

「一昨日から働きづめ──お陰かげ様さまでぐったりです」

　マリィはハァと溜ため息いきをついた。そんな、なにげない仕草もひどく可愛かわいらしいので、トーマはひどく混乱する。本人から聞かされた今でも、彼が男とはとても信じられない。

「一昨日、インスウを訪ね、やつに武器の購こう入にゆうを断られただろう？」セイジアが説明を再開した。「あれから……否、あの前から策を講じていた、ということだ。インスウの立場の微妙さ故ゆえ、うまくいった部分も大きい。偶ぐう然ぜんといえば偶然だ」

「インスウの立場が微妙？　あいつ、若いくせに切れ者で、軍を実質、動かせる身なんだろ？　どこか微妙だ？」

　トーマの質問に、セイジアは「ふん」と鼻で笑った。

「年功序列を無視して重用された。その分、敵が多いということだ。それは予想できていた。おまえも覚えているだろう？　元々、インスウはキルガのレッジェ将軍の孫、という話。将軍の娘むすめがインスウの母だ。インスウが生まれる前、キルガとリクレアはまだ友好的だった。国をまたいでの縁えん談だんはいくらでもあった。だが、今は状じよう況きようが違う。そうした出自もインスウには弱点になっていた」

「だが、それはそう珍めずらしい話でもないだろう。乱世の頃ころは、肉親で敵味方に分かれて争うのなんてよくある話だったはずだ」

「これから先のことはともかく、今は戦国の世ではない。敵国に肉親がいるという事実は、足を引っ張りたい者にとっては、絶好の材料になる」

「いるのか？　インスウの足を引っ張ろうとしてるヤツが」

「同じ軍師のひとり、ドウサンという男はインスウを嫌っている。出世競争の相手だからな。そこで……」

　セイジアに目配せされ、マリィが小さく手を挙げた。

「こちらが手配した者がドウサンに接触して、インスウの情報を流したわけです。セイジア様がせっかく素す晴ばらしい〈封隕武器アーテイクル〉を売ろうとしたのに、それを拒きよ否ひしたと。彼の祖父はキルガの将軍、インスウはどうやらキルガと通じているのではないかと」

　マリィの話に、トーマは慌ててインスウの貌かおを盗ぬすみ見た。

「……まさか。さすがに噓うそだろ」

「噓です。インスウは清せい廉れん潔けつ白ぱく、曲がったことがなにより嫌い。祖父であるレッジェ将軍とは大違いです。だから……リクレア軍でも、多くの幹部に疎うとまれているわけです」

「ひどい話だな。……いや、戦争屋なら、そんなもんか、で、それからどうしたんだ？」

「インスウを敵視するドウサンはキルガの守護に注進しようとした。根も葉もないこととはいえ、インスウはさすがに困った。だから、裏切り者と断じられるよりも、意味がないと思いながらも、私から新しい〈封隕武器アーテイクル〉を買うことを選んだのだ。軍の金を使って、自分の立場を安定させられるなら、その方がいいだろう。賢かしこい者ならそう考える」

「そうか……って。おい、ちょっと待て。今、なんとなくふんふん聞いてたけど、ひどいことやってんな。インスウを追い詰つめて、買いたくもない武器を買わせたって話じゃないか」

「それが私の仕事だ。そもそも隙すきがなければ、私もそこに食い込むことはできなかった。出世を望む人間にしては脇わきが甘かった、という話だ」

「……」

　セイジアにそう言われても、やはり納なつ得とくできない。むしろ、インスウへの同情心が深まったほどだ。

　だが、単純にセイジアへの不信、怒いかりが募つのったわけではない。一昨日、キルガからセイジアを救出した頃からずっと、トーマは考えていた。昨日はなにもすることがなく、そのお陰かげでトーマには十分な時間があったからだ。

（やっぱりセイジアは……）

　そこに従者を引き連れ、守護代のエトワや城の長老たちがやってきた。短いマントを羽織り、執しつ務む用の正装をしていた。

　彼女たちの姿を認めると、見み咎とがめられる前に、マリィはさっさとその場を後にしていった。

「ご視察ですか、守護代様？」

　セイジアに問われ、エトワは鷹おう揚ようにうなずいた。

「それはそれは。お勤めご苦労様です。新型の〈封隕武器アーテイクル〉は間もなく到着の予定です。せっかくですので、その威力、ゆっくりとご覧ください」

「……拝見しよう」

　従者たちが屋外用の長なが椅い子すを用意し、エトワはそこに腰こしを下ろした。

　一昨日、実際に剣けんを抜ぬくことはなかったが、エトワはセイジアを助けるために、わざわざ駆かけつけてくれた。セイジアもそのことは知っているはずだが、エトワの立場を慮おもんぱかってか、それとも、元からそんな気はさらさらないのか、感謝の気持ちを露つゆほども見せなかった。

「──おまえだ。守護代様のお呼びだぞ」

　セイジアに囁ささやかれても、トーマはしばらくなんのことかわからなかった。だが、見ると、確かにエトワが自分に向けて手招きしていた。

「よかったな。守護代様に気に入られて。私と離はなれた後も門番くらいには雇やとってもらえる」

「そんなんじゃないだろ」

　セイジアを睨にらみつけると、トーマはエトワの前に歩み寄った。エトワは目配せして、長老や従者たちを下がらせた。

「話の前に──」トーマは声を潜ひそめた。「ちゃんとお礼もしていなかった。セイジアを助けに……」

「行った、だけのことです。なんの助けにもならなかった。それよりも、あなたはどうして、ここにいるのです？」

「え？」

「あなたは私に語られたはず。武器商人と行動をともにするのは不本意だと。セイジア様が年若い娘故ゆえ、さらわれたのを不ふ憫びんに思い、救出に腐ふ心しんされたのは理解できます。けれど、いくらあなたが誠意から手を差し伸のべたところで、彼女はこのように、平然と武器の商あきないを続けている。当然、あなたも知っているでしょう？　昨日、キルガの軍にもあの〈アグニート〉という〈封隕武器アーテイクル〉が百門、渡った。それを持った兵士たちが試し掘くつ場に派は遣けんされ、あの場では再び、両軍の睨み合いが始まりました。睨み合いで終われば、それでいいです。しかし、互たがいに強力な武器を持っている。ただで済むとは思えません」

「……」

　返す言葉がない。

「救出を果たした時点で気は済まなかったのですか？　彼女をここに残し、あなたは城を出るのかと思っていましたが……それなのに、どうしてあなたはまだ？　もう、花云うん々ぬんでは説明できることではないと思うのですが」

「それは……約束は約束、だからだ。それに俺は気になってる。セイジアはあらゆる手段を使って武器を売りつけてる。だけど、それはただの金かね儲もうけだけが目的じゃないような気がしてきた。それを確かめたい。そうも思ってるんだ」

　だが、その言葉は最後までエトワには届かなかった。彼女の、否、その場に居合わせた者たちの視線はすべて、新たな〈封隕武器アーテイクル〉を運んできた、万ばん能のう船〈ウィンダーラ〉の出現に向けられていた。
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　リィカは〈ウィンダーラ〉後部甲かん板ぱんの自在機械腕うでを動かし、厚い布にくるまれた〈ヘネブラン・ホーゲン〉＝〈鋼こう弾だん圧縮大たい砲ほう〉を地面に下ろした。

　布がとりさられ、その姿を露あらわにした〈ヘネブラン・ホーゲン〉は、いわゆる大砲だった。全長は十レグ（三ｍ）ほどで、左右に大型の車輪、前部には支えと照準調整を兼かねた伸しん縮しゆく式の脚あしがついていた。

「リクレアの方々もあまりお時間はないでしょう。〈ヘネブラン・ホーゲン〉については簡単な説明に留とどめ、その試射の後、すぐに引き渡わたしに入ります。インスウ殿どの、従者の方々をお借りします」

　インスウがうなずいたのを見ると、セイジアは彼の従者たちに命じて、〈ヘネブラン・ホーゲン〉を移動させた。大型の〈砲ほう〉ではあるが、少しばかりの押し歩きなら、数人の手で事足りるようだ。

「最初に断っておきますが、この〈ヘネブラン・ホーゲン〉、大型の推進爆ばく裂れつ弾だんを使用しますが、見た目の割にはさほど破は壊かい力があるわけではありません」

　インスウが眉まゆをひそめた。

「……話が違ちがわないか。〈アグニート〉百門にも匹ひつ敵てきする、否、勝まさるというのが売り文句だったはずだ」

「〈砲〉の威い力りよくというのものは、直接的な破壊力だけではありませんよ。──試射の標的はあの山の頂上です」

　インスウが「うっ」と息を吞のみ、彼の従者たちも顔を見合わせた。そしてトーマもまた、信じられない思いで、セイジアの指し示した山の頂を見た。文字通り、遥はるか彼方かなたの雲の上の距きよ離りにある。

「おい、セイジア。あんなところまで届く大砲なんてあるのか？」

　トーマが尋たずねると、セイジアは〈ヘネブラン・ホーゲン〉の砲身を叩たたいた。

「ここにある──では始めます」

　セイジアは早さつ速そく、準備にとりかかった。〈ヘネブラン・ホーゲン〉の中なか程ほどから突つき出した、姿勢操作用ハンドルを操作すると、本体の角度をぎりぎりまで高く上に向けた。その後、付属の小さな補助レバーと照準器を使い、狙ねらいを定める。

「衝しよう撃げきはたいしたことありませんが、排はい気きがありますので、後ろには立たないように──では行きます」

　セイジアが安全装置を外すと、発射用のトリガーが露ろ出しゆつした。

「──発射」

　しゅんっ。

　トーマの予想を裏切る。かなり控ひかえめな音とともに砲ほう弾だんが発射された。次の瞬しゆん間かん、正面の空が白く光った。

「……あれは」

　山の頂が消失していた。巨きよ人じんの手によってすくわれたように、深く抉えぐられている。セイジアが謙けん遜そんしていたのとは裏腹に、その破壊力も凄すさまじかったが、一同を啞あ然ぜんとさせたのはその射しや程てい距きよ離りだった。いわゆる大砲というものは、破壊力のある砲弾を撃うち出せるのが強みだが、射程はせいぜい二メレグ（六〇〇ｍ）もあれば上等と言われている（※一メレグ＝一〇〇〇レグ＝三〇〇ｍ）。

「ご覧の通り、破壊力はあの程度のものだ。だが、〈ヘネブラン・ホーゲン〉の真しん髄ずいはこの有効射程にある」

　セイジアの言葉に、インスウは深くうなずき、

「つまり……敵の──〈アグニート〉を持った兵士たちも反撃できない、そんな遠く離れたところから、一方的に攻こう撃げきを仕し掛かけられると」

「……なんだ、それは」

　トーマは思わず声を上げていた。

「相手が手を出せないところから──自分は安全なところにいて、それでやりたい放題ってわけか？」

　トーマは本気で憤ふん慨がいしていた。

「そんなものが使われ始めたら、もう戦いくさとも呼べない──もっと気味の悪いものに成り下がるだろ」

　セイジアはなにも答えなかった。だが、インスウがトーマの前に立った。

「君は面おも白しろいことを言う。たしかに、こんなものが使われたら、戦はひどく不気味なものになるでしょう。けれど……それこそが武器、というものの本質ではありませんか？　いや、戦の本質でしょう」

「……」

「国と国が、その欲望を叶かなえるため、兵士に血を流させる。まったくもって不気味なものです」

　インスウはセイジアに向かい、深々と頭を下げた。

「望んだことではありませんでしたが……いい買い物をしたのかもしれません」
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　その日の夜よる遅おそく──セイジアとトーマの部屋に、中庭から入り込んできた者がいた。彼は居合わせたトーマの顔を見ると、「よっ」と馴なれ馴れしく声をかけてきたが、

「誰だれだ、おまえ？」

　トーマの知らない若者だった。

「僕だよ、ゲイルだよ」

「……ん？」

　言われてみれば、確かにマリィの変装を解いたゲイルと同じ声をしている。しかし……。

「おまえ、それが素す顔がおか？　だってそれ……」

　ゲイルは言っていた。その顔を見ただけで、おかしくなってしまうほどの美形だと。だが、ゲイルの顔は特別醜みにくいとはいわないが、どこにでもいそうな、田舎いなかの好青年、という顔立ちだった。

「たいしたことない……とか言うな。これも変装だ」

「素顔じゃないのか？」

「僕は絶対に素顔をさらさない。それに主義もある。これは変装のうちに入らない。緊きん急きゆう事態だから、顔を隠かくす目的だけに作った仮面みたいなもんだ」

「城の中なら、マリィの格好でいいだろう」

「下した請うけの情報屋や工作員たちと接せつ触しよくして、今さっき城に戻もどってきたところなんだ。マリィの姿を作るのにも、それなりに時間がかかる」

「──緊急事態、とか言ってたな」

「そうだ。セイジアに伝えたいことがある……ん？　風ふ呂ろかな？」

　トーマが「ああ」とうなずくと、ゲイルは肩かたをすくめた。

「まいったな。だったら、君に話すから、後でセイジアに伝えておいてくれ。彼女の長風ぶ呂ろを待っている暇ひまはないからね」

　そう言うと、ゲイルは試し掘くつ場で睨み合っているキルガとリクレア、両軍の戦せん況きようについて報告を開始した。

　──山の麓ふもとで〈ヘネブラン・ホーゲン〉を受領したリクレア軍は、それを早速、試掘場近くへと輸送した。

　先日──キルガ軍の兵士にも百門の〈アグニート〉が配備されてから、試掘場は一いつ貫かんして静せい寂じやくに支配されていた。それ以前に頻ひん発ぱつしていた小こ競ぜり合いや挑ちよう発はつ、示じ威い行動さえ消えた。双そう方ほう、〈アグニート〉の威力はわかっており、いちど戦せん闘とうになれば、互いに甚じん大だいな被ひ害がいが出ることを理解していたからである。

「……だったら、セイジアが両方に武器を売った甲か斐いもあったかもな」

「〈ヘネブラン・ホーゲン〉が届くまではね」

　手で隠しきれないゲイルの口元が、にやりと歪ゆがんだ。

「まさか！　──あのインスウが撃ったのか？」

「どうして、インスウは撃たないって思ってたんだい？」

「それは……あいつは馬ば鹿かじゃないだろう。キルガのゴッゾォやレッジェならともかく、強力な武器を手にしたからって、すぐにそれをぶっ放すように見えなかった。おまえだって、そう思うだろ？」

「そうだね。でも……インスウは撃たせたよ。半刻ばかり前だ。試掘場の裏山の中腹、そこまで苦労して〈ヘネブラン・ホーゲン〉を引っ張り上げて陣じん地ちを作った。で、そっから試掘場のキルガ軍に向けて、どーんっ！」

「……」

「キルガの連中はせっかくの〈アグニート〉を使う暇もなく、その場から慌あわてて退散ってわけさ。守護代様も大変だよ。慌てて現場に……」

「待て！　なんて言った？」

「城からも偵てい察さつの兵が張りついてたからね。当然、城にも一報が入った。それを聞いた守護代のエトワ様、大慌てで出かけていった」

「試掘場にか？」

　トーマは目を丸くした。

「そうだよ。エトワ様、いくら腕うで自じ慢まんとはいっても、無茶をされるよね。キルガ軍が敗走したとはいっても、あそこはもう戦場だよ。下手に近づいたりしたら……」

「まさか、ひとりってことはないだろ？」

「ひとり、みたいなもんだよ。後から長老たちが慌てて兵隊十人ばかりを差し向けたようだけど……」

「十人？　それだけか？」

「しかたないだろう。立場ってものもある。今、アンザの兵士を大勢動かせば、逆に両国を刺し激げきすることになる」

「……」

　守護代の行動とはとても思えなかった。だが、密ひそかにセイジア救出の助すけ太刀だちに来てくれたことといい、トーマが思う以上に裡うちに熱いものを秘めているのかもしれない。

「俺も行く。セイジアがキルガの連中にさらわれた時、守護代は助けに来てくれた。あの借りを返さないわけにはいかないんだ。おまえはここにいてくれ。セイジアの警護だ」

　トーマは刀を手にとった。

「おいおい、僕は荒あら事ごとは……」

「誰もいないよりはマシだ。とにかく、俺は行ってくるから」

　トーマが表に出ると、城内は騒そう然ぜんとしていた。城門前でも〈鱗うろこ馬ば〉が何頭も引き出され、門番以外にも、何十人もの兵士たちが慌ただしく動いていた。手近の一頭に勝手に跨またがると、トーマは城を飛び出した。

　──満月の照らす光のお陰かげで、〈鱗馬〉を昼と変わらぬ速さで走らせることができた。街かい道どうから脇わき道みちに入り、試掘場までもう間もなく、というあたりで、前方に明かりが見えた。

　──松明たいまつにしては明るすぎた。

「……！」

　トーマは〈鱗馬〉の腹を蹴けった。嘶いななきとともに速度を上げた〈鱗馬〉に振ふり落とされないようにしながら、素早く抜ばつ刀とうする。

　横よこ倒だおしになった馬車が燃えていた。城で使われているものだ。その横では二十人ばかりの兵士たちが入り乱れ、争っている。その中心にはエトワがいて、自ら剣けんを振るっていた。

「トーマ殿どの！」

「助けに来ました！」

　気づいたエトワに応こたえると、トーマは〈鱗馬〉から飛び降りた。あたりを見回して状じよう況きようを確かく認にんする。城の兵士、リクレア軍の兵士、それぞれ十人ずつが剣を交えている。

　エトワを庇かばうようにして、トーマが乱戦の輪に飛び込んだと同時だった。

「おまえたち！　なにをしている！」

　鋭するどい声が響ひびいた。それは騎き乗じようのテンドウだった。彼の背後にはインスウもいた。ふたりとも、試掘場の方角から〈鱗馬〉を走らせてきたらしい。

「相手はアンザの方々だ。引け！　剣を収めよ！」

　テンドウが命令すると、リクレア軍の兵士たちは素直にそれに従った。城の兵士たちもエトワの指示を受け、それに倣ならった。

「守護代様」

　馬を下りたインスウがエトワの前に跪ひざまずいた。

「兵たちの無礼、お許しください。敗走したキルガが立ち戻るのを警けい戒かいさせていたのですが、夜半故ゆえ、皆みな様さまをキルガ軍と見み間ま違ちがえたようです」

「そういう事情ですか。──しかし」エトワも剣を収めた。「インスウ殿。そなたもわかっていようが、ここはアンザ──王家の直ちよつ轄かつ地。そこでキルガ相手に戦をするとは、なにがあっても、そのような無法は許されません」

「戦では、ございません」表情ひとつ変えぬまま、インスウは答えた。「ただの排はい除じよ、にございます。この先の試掘場、以前からキルガ軍は不当に占せん拠きよしておりました。それを王家に代わり、排除しただけのことです」

「だからって、あの大たい砲ほうをぶっ放したのか！」

　トーマはインスウに嚙かみついた。

「そもそも、試掘場の占拠だなんて話、リクレアもキルガも同じ穴の狢むじなだろ。お互たがい様って話だ。アンザに勝手に兵を送り込んでるのは同じだろ！」

「小こ僧ぞう」テンドウがトーマの前に立ちはだかった。「言葉を慎つつしめ。そもそも、あの大砲を売りつけてきたのは、おまえの主人ではないのか。わけのわからないことを言うな！」

「……」

　そこを突つかれては、トーマとしても反論しようがない。黙だまり込んだ彼に代わって、エトワがインスウに言った。

「──インスウ殿。これから私は試掘場に参ります。案内を」

「試掘場でございますか？　しかし、あの場はまだ混乱しております故……」

「あの試掘場はアンザのもの。その警備のため、あなた方リクレアはキルガを討うったと、そう言われた。であるなら、その結果を見届けるのはアンザ守護代である私の務めです」

「……承知」

　インスウたちの先導により、エトワ一行は試掘場に移動することになり、トーマもそれに同行した。辿たどり着いた先には多くのリクレアの兵士たちが待機していた。警備隊長のテンドウ、軍師インスウの顔を見て、皆みな、姿勢を正す。

「……こいつは」

　トーマは絶句した。

　坑こう道どう入り口前の広場には深く大きな穴が穿うがたれていた。聞いた通りで、〈ヘネブラン・ホーゲン〉の砲ほう撃げきによるものであることは明白だった。

　そして、その穴の向こう、鉱山に付ふ随ずいする、選鉱所や倉庫といった建物が粉ふん砕さいされ、その周辺の建物を巻き込み、轟ごう々ごうと燃え盛さかっていた。獰どう猛もうな炎ほのおは天を突く高さになっているが、兵士たちは見守るばかりで、消火に動く気配はない。もっとも、こんな山中ではその手段もないのだろうが。

　木が爆はぜるバチバチという音が、針のようにトーマの耳を打つ。

「……」

　腹の奥から突き上げてくる恐きよう怖ふに、トーマは思わずその場から逃にげ出しそうになった。だが、なんとか堪こらえた。

「これが……セイジア様が売られた、あの大砲の……」

　気づけば、トーマの傍かたわらにエトワがいた。エトワは顔を伏ふせている。その頰ほおに涙なみだが一筋、流れた。

「これだけの惨さん状じよう……どれだけの犠ぎ牲せい者が……いくら兵士とはいえ……可哀かわい想そうに……」

　エトワの言葉はやがて、嗚お咽えつに変わった。あたりに憚はばかることもなく、とうとう声を上げて泣き始めた。そんな彼女に対して、トーマはかける言葉もなかった。

「恐おそれながら、守護代様」インスウが口を開いた。「キルガの軍に被害は出ておりません」

「今いま更さら、ごまかすな！」

　トーマが食ってかかったが、インスウは表情を変えず、

「なぜ、ごまかす必要があるのか。こちらも別に遠えん慮りよしたわけではない。正当な排除だ。こちらは二回の砲撃を行った。最初の砲撃では威い嚇かくの意味で、選鉱所や倉庫などの廃はい墟きよを粉砕した。二度目ではキルガの兵たちが作っていた陣地を狙ねらった。一発目でキルガの兵士たちは逃げ出し、二発目を撃うった時にはもう陣地は空っぽだったというわけだ」

「そんなに都合よくいくか！　ふざけるなよ！」

　トーマがあまりに語気を荒あらくしたので、インスウが不思議そうに彼を見返してきた。

「〈ヘネブラン・ホーゲン〉のあの威力故、のことだろう。どうもキルガには信心深い者が多かったようだ。後から聞いた話によれば、あれを天の裁き、神が降らせた雷いかずちと思い込んだらしい。こちらからの攻こう撃げきとは思わず、我先に逃げ出したそうだ」

「キルガの兵に被ひ害がいは……なかった……」

　呆ぼう然ぜんとしたままのエトワが呟つぶやいた。よほど安あん堵どしたのか、膝ひざを折り、地面に手をついた。

　それで説明を果たしたと言わんばかりに、インスウは踵きびすを返し、その場を離はなれた。エトワをその場に残し、トーマは駆かけ出した。

「待て！　待て！」

　インスウに追いつくと、トーマは再び、彼に詰つめ寄った。

「……被害がなかったのはたまたまだ。──どうしてあの大砲を撃った？」

「……」

「あれは……撃つために買ったんじゃないだろ？」答えないインスウに、トーマは声を潜ひそめつつ、さらに言葉を重ねた。「軍の中で体面を保てれば、それでよかったんじゃないのか？」

「──あれば使う。それが武器だからだ」

「セイジア！」

　トーマに答えたのはインスウではなく、いつの間にか傍らにいたセイジアだった。純白のドレスが炎を映し、赤く染まっていた。その陰にはゲイルもいた。相変わらず、片手で隠かくして顔は見えない。

「多少の差はあれ、リクレアとキルガの国力、軍事力は同じ。だからこそ、これまでは両軍とも小こ競ぜり合いはあっても、本格的な戦いくさにはならなかった。だが、争いの元の〈鋼砂〉の新鉱脈を前にして、どちらも焦じれてきた。このままでは各地で一いつ斉せいに本格的な戦せん闘とうが始まってしまう。特に最近は、リクレア軍の中では強きよう攻こう派が発言力を高めている」

　インスウは沈ちん黙もくを守るばかりだ。セイジアがそんな軍の内部事情をどこで仕入れたのか、それを確かめようともしない。

「インスウ殿はこれまで、リクレアをなんとか勝利に導けないか、慎しん重ちように勝機を探さぐってきた。だからこそ、いちばん望んでいないのは、突とつ発ぱつ的な開戦。しかし、それは時間の問題──それを避さけるために、〈ヘネブラン・ホーゲン〉を撃った」

「どういうことだ？」

　セイジアの言っていることが、トーマにはよく理解できなかった。

「インスウ殿の考えを理解できない、軍の強攻派の不満を、一時でも解消するためだ。この試し掘くつ場は今回の戦の象しよう徴ちよう。それを獲とったとあれば、戦に勝ったような気分にもなれる。インスウ殿の狙いは、ここにいたキルガの兵を殺すことではない。だからこそ、一射目は狙いを外し、二射目は兵がいなくなった後の陣じん地ちに撃ち込んだ」

「わざと殺さなかった？」

「そうだ。別に敵兵の命を惜おしんだわけではない。ここに配備されていた兵は百名。それを全ぜん滅めつさせたところで、キルガの戦力を削そぐうちには入らない。それどころか、キルガをいたずらに本気にさせるだけだ。そこまで考えたうえで、インスウ殿は撃たせた。インスウ殿の目的は当座の時間稼かせぎだ。キルガ相手ではなく、自国の軍部に対しての。いちどこの試掘場を獲り、一時でも満足させられればそれでよかったのだ。〈ヘネブラン・ホーゲン〉はインスウ殿にとって好ましい性能をしていた。〈アグニート〉は威力があるとはいっても、近接用の武器だ。反はん撃げきを完全に封ふうじることはできない。敵味方ともに被害が出るのはまずい。どんな形で引き金になるかわからないからな」

「……」

　トーマは思い出した。セイジアに〈ヘネブラン・ホーゲン〉を売りつけられた際のインスウの言葉。「いい買い物をした」と言っていたのは、そういう意味だったのか……。

　と、そこへ、〈鱗馬〉の蹄ひづめが立てる軽快な音が迫せまってきた。軍服に目立つ黄色の長いリボンを垂らした乗り手は、リクレア軍の伝令兵だった。

　伝令兵は馬から下りると、インスウに駆け寄り、二言三言、耳打ちした。

「わかった。戻もどっていい」

　インスウに命じられ、伝令兵はまた暗くら闇やみの中へ駆け出していった。

「さて、セイジア殿。あなたの慧けい眼がんには恐れ入りました。私の考えていたことはすべて読まれていたようですね。ただ、あなたは武器商人。武器を売るまでが仕事だ。こちらが買った武器をどのように使おうと、とやかく言われる筋合いはないはず」

「その通りです。〈ヘネブラン・ホーゲン〉はあなたが買ったもの。望む形で戦をするのに使っても、誰だれも咎とがめる者はいない」

「望む形ね……」

　セイジアの言葉に、インスウは笑った。だが、苦笑いというにしても、ひどく力のない笑いだった。それがトーマには気になった。

「けれど、それは失敗しましたよ。私の望む形にはならなかった。今、伝令が来たでしょう？　あれが報告してくれた。この試掘場を獲えること、それがどちらに転ぶか、正直、五分五分だと思っていたんです。ただ、なにもしないよりはマシだとね。私の負けの方に転びましたよ」

「どういう意味だ？」

　トーマの質問にインスウは天を仰あおいだ。

「リクレアの守護が決断したのです。というより、強攻派に押し切られたのでしょう。この試掘場を占拠した勢いを持って、キルガに対してリクレアの力を示せと。国境に大軍を集結させ、圧力をかけろ、と」

「そんな……すぐにでも戦ができるように支し度たくしろってことか？」

「そうです。どうも私の知らないところで話が進んでいたようです。同どう僚りようにドウサンという男がいますが、彼の差し金でしょうね。彼が筆頭軍師に選ばれ、事を進めているようです」

　それだけ言うと、インスウは多くの兵士たちが待機している陣じんの方へと歩き出した。

「しばらくしてここが落ち着いたら、私はいちどリクレアの砦とりでに戻ります。もしもまだ武器を売りたいのであれば、こんどはドウサンという男を訪ねるといいでしょう」

　トーマがインスウの淋さびしげな背中を見送っていると、セイジアが「行くぞ」と声をかけてきた。

「武器を……また〈封隕武器アーテイクル〉を売りに行くんだな」

「その通りだ。警護役なら、おまえも来い」

　答えると同時に、セイジアは歩き始めた。

「どこに？　ドウサンってヤツのところか？」

　セイジアはどんどん歩いていく。一いつ緒しよにいたはずのゲイルはいつの間にか姿を消していた。試掘場から街かい道どうに繫つながる道に出ても、彼女の足は止まらない。

「〈封隕武器アーテイクル〉の商売はもうやめろ。このままじゃ戦火が拡大するだけだ。キルガとリクレアが全面的にぶつかるんだぞ」

「私は武器商人だ。そうなれば、願ってもないこと」

「おまえの商売、ただ武器を売るだけじゃなくて、その先になんか意味があるかって……そうも思ってた。でも、なんにもないじゃないか。結局、キルガとリクレアを焚たきつけただけだ。だから、ダメだ。もうダメだ。これ以上は……」

「……火を見たせいか？」

　急に足を止め、セイジアが振ふり向いた。

「……」

　トーマは息を吞のんだ。

「おまえが〈封隕武器アーテイクル〉の売り買いに反発しているのは承知だ。だが、それは吞み込んだはず。それなのに、急にどうしたのかと思ったが……幼い頃ころの記き憶おくか？」

「……」

　図星、だった。試掘場のあの火災を見た瞬しゆん間かん、幼い日に見た光景が甦よみがえった──炎ほのおを吐はく〈封隕武器アーテイクル〉を持った兵士たちに襲おそわれ、燃え盛る家々、そして火だるまになった父と母の無む惨ざんな姿が……。
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「おまえは元から火を避けていたな」

「え？」

「旅の途と中ちゆう、夜になれば獣けもの除よけに普ふ通つうは焚き火をするものだ。それなのに、おまえはよほど山深いところでないかぎり、火を焚こうとはしなかった。しかたない場合でも、火を熾おこすまではしても、焚いた火が大きくなると、番は私にさせた。あまりにあからさまだ。──まさか、自分で気づいていなかったのか？　これまで、どれだけ旅をしてきたんだ」

「……師し匠しようが」

　トーマは声を絞しぼり出した。

「旅をしている間、師匠が……火を焚くのは一人前の男の証あかしだからと……俺には触さわらせないようにしていた……まさか、俺に気を遣つかって……」

「そうか。とにかく、そういうわけだ。今のおまえは頼たよりにならない。邪じや魔まになるだけだ」

「いや、待て」

「──私はひとりで行く」

　リクレア軍のものか、敗走したキルガ軍が残していったものか──近くにいた〈鱗うろこ馬ば〉にセイジアは無造作に跨またがり、その腹を蹴けった。「ひぃんっ」と嘶いなないて馬は駆け出し、闇やみの彼方かなたへと消えた。

「……おっ、おい」

　あっという間のことだったので、トーマには引き留める余よ裕ゆうもなかった。追いかけようと慌あわてて〈鱗馬〉を探したが、都合良く二頭目は見つからない。

「待てよ！」

　暗闇に向かってトーマは叫さけんだ。

「ひとりで勝手に行くな！」

　試掘場に戻れば〈鱗馬〉はいくらでもいるはずだ。そう考えてトーマがあたりを窺うかがっていると、試掘場の方から、蹄の音が近づいてきた。

「トーマ殿どの！」

　それはエトワと従者たちだった。
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「……しまった」

　エトワの顔を見た途と端たん、自分がどれだけ慌てていたのか、トーマは思い知ることになった。セイジアのことだけに気をとられていたが、リクレアが開戦に向けて動いていること、なにがあってもすぐにエトワに伝えるべきだった。

「守護代！」

　叫んで、先頭にいたエトワの馬に近づく。

「大事な話があります！　リクレアが本格的に軍を……」

「それなら」エトワがトーマの話を制した。「知っています。インスウ殿からたった今、伺うかがいました。それで急ぎ、城へ戻るところです」

「……そうだったんですか」

　トーマの肩かたから力が抜ぬけた。開戦準備の話がすでに彼女の耳に入っているのであれば、それはそれでよかった。

「ここまで急に事が動くとは思っていませんでした。私としてはもう、王都に使者を送り、この状じよう況きようを洗いざらい伝え、助けを求めることしかできません。ただ、このような辺境の地のいざこざ、本気で相手にしてくれるとは思えませんが……それよりもトーマ殿。おひとりなのですか？」

「……実は置いてきぼりにされて。俺はセイジアを追いかけます。あいつは武器を売り込みに行くと言ってたから。売り込む先がキルガなのか、リクレアなのかわからないが……なんとか捜さがしてみます」

「セイジア様の更さらなる商売、それを止めるつもりですか？」

「それは……」

　正直、迷っていた。

　約束がある。

　セイジアを警護する。だが、それはただ守るだけでなく、〈封隕武器アーテイクル〉の商あきないをするセイジアを守る、ということだ。

　割り切ったつもりだったが、炎を見て、また大きく心が揺ゆらいだ。覚かく悟ごのなさを情けなく思うと同時に、自分の正直な気持ちに従って、それのなにが悪いのかとも思う。

　そして……。

「──まずはセイジアと合流してからです。なんであれ、あいつをひとりにはしておけない。状況が大きく動いている。危険だ」

「了りよう解かいしました。私は城に戻りますが、途中までは一緒に」

　兵士のひとりから〈鱗馬〉を借り、トーマはエトワと、彼女につき従う他の兵士たちとともに、〈鱗馬〉でその場を後にすることになった。

　──試し掘くつ場からの道を抜け、街道に出たところで、兵士のひとりが突とつ然ぜん、「備えよ！　なにか来るぞ！」と、叫んだ。他の兵士たちも「怪かい物ぶつ！」「化け物か！」と声を上げた。

　行く手に並んだふたつの光が見えた。闇に潜ひそむ獣の双そう眸ぼうのように、白くぎらりと輝かがやいている。それが顔だとするなら、道みち幅はばと変わらない大きさだ。ごーっと咆ほう哮こうに似た音も聞こえてきた。兵士たちが恐きよう慌こう状態に陥おちいったのも当然といえたが……。

「待て！　落ち着け！　怪物じゃない。危険はない！　あれは陸を行く船だ」

　トーマは兵士たちに呼びかけた。近づいてくるのは、万ばん能のう船〈ウィンダーラ〉──ミリとリィカが荷物を運ぶのに使っている、陸上船だった。怪物の双眸と見み間ま違ちがえたのは、船体前部に備えつけられた、強力な照明灯だった。

「下がれ！　下がるんだっ！」

　トーマの呼びかけによって、エトワや兵士たちの〈鱗馬〉は道の端はしに下がり、〈ウィンダーラ〉に道を譲ゆずった。ただ、トーマとしてはそのままやり過ごすつもりはなかった。〈ウィンダーラ〉が動いているということは、その先にセイジアが待っているということだ。

「……ん？」

　トーマは目を見開いた。

　土つち埃ぼこりを立てて進む〈ウィンダーラ〉のすぐ後ろに、もう一隻せきの地上船があった。太い鉄の鎖くさりで〈ウィンダーラ〉に牽けん引いんされている。

（……こいつは）

　大きさは〈ウィンダーラ〉とほぼ同じで、大きな屋や敷しきが動いているような迫はく力りよくがある。船体もまた〈ウィンダーラ〉に似た造りになっていたが、違うのは甲かん板ぱん部分だった。〈ウィンダーラ〉なら操船用のキャビンや貨物置き場がある部分に、船体からはみ出すほどの長大な鋼はがねの筒つつが──砲ほう身しんが搭とう載さいされている。その砲身は長さにしても太さにしても、例の大たい砲ほう〈ヘネブラン・ホーゲン〉の数倍はあった。もはや大砲というよりも、巨きよ砲ほうだった。

（まさか、こいつは……）

「──守護代！　先に！　俺はこいつがなんなのか、それを確かめるっ！」

　エトワたちと分かれ、トーマはひとり〈ウィンダーラ〉を追いかけた。こっそり追いかけて、どこに行くか突つき止めるつもりだったが、もうそうも言っていられない。これが次の売り物なのだろうが、どちらの国相手とはいえ、こんな化け物を売りつけられては堪たまらない。

「ミリ！　ミリ！　ミリ！」

　ぎりぎりまで船体によって併へい走そうし、トーマはキャビンに声をかけた。だが、いくら呼んでも反応がない。トーマは覚悟を決め、〈鱗馬〉の鞍くらから腰こしを浮うかせた。そのまま馬を更に船に寄せると、思いきり飛んで、側面の手すりにつかまった。

「ミリ！　なんだ、あれは！」

　甲板に上がり、そこから狭せまいキャビンに飛び込むなり、トーマは叫んだ。舵だ輪りんを握にぎっていたミリが振り返って「ほっ？」と変な声を上げたが、隅すみに座っているリィカはにっこり微笑ほほえんできた。

「トーマ、おまえ、どっから来たの？」

「それは……あー、それは後だ。それより、この船が引っ張ってるの、あれ、なんだ？」

「え？　あれ、気になるの？」

　ミリの顔が急に明るくなった。

「やっぱり、なるよなぁ。究極の〈砲ほう〉、だもんなぁ。あれは〈トライドス・ハルムト・イーガ〉だ。いやー、噂うわさには聞いてたけど、まさか本当にあんなもんがあるとは思わなかったよ」

「トライド……？」

「〈トライドス・ハルムト・イーガ〉だよ。別名〈拠きよ点てん破は壊かい用自走爆砲〉。聞いた話だけでも、こいつの威い力りよくはちょっと凄すごいぜ」

「凄いって、あの〈ヘネブラン・ホーゲン〉よりもか？」

「比ひ較かくになんないって。単純な破壊力だったら、〈ヘネブラン・ホーゲン〉の十倍はあるんじゃねぇの？」

「十倍って……あれ、どこに持ってくんだ？　セイジアの依い頼らいか？」

「そっ。これから、あの試掘場がある山の裏手に持ってくとこ。そこでセイジアと、キルガの将軍が待ってるんだ」

「キルガの将軍……レッジェ将軍か……こんどはリクレアじゃなくて、あっちに売るのか」

「なんでも、その将軍に威力見せつけて、売り込むんだってさ」

「もうそんな話になってんのか……ん？」

　いくらなんでも手回しがよすぎる。セイジアが試掘場を離はなれてからいくらも経たっていない。レッジェ将軍と会談し、ミリを呼びつけるにはいくらなんでも時間がなさ過ぎる。

（ていうことは……インスウが〈ヘネブラン・ホーゲン〉を撃うたせる前から、キルガにあの大砲を売り込む準備を進めていたってことか？）

　やがて、〈ウィンダーラ〉は進路を北にとり、採さい掘くつ場を擁ようする山の裏手へと進んでいった。

「もうすぐだよ。そこにキルガが陣じんを組んでる。〈ヘネブラン・ホーゲン〉がある山の上の陣地を攻こう略りやくするつもりで、兵隊を集めてるんだ」

　ミリが説明した通り、やがて、山の麓ふもとの開けた場所に、篝かがり火びが焚たかれた一画が見えてきた。野戦服を着た、キルガの兵士たちが大勢……ぱっと見ただけでも、数百名ほどは集結していた。

「待っていたぞ、ミリ」

　迎むかえたセイジアは、トーマにはまったく反応しなかった。まるでその姿が見えていないような態度だ。一いつ瞬しゆん、ふて腐くされてこちらも無視してやろうかと思ったトーマだったが、そんな場合ではないことを思い出す。

「おい、セイジア！」

「トーマか……なにしに来た？」

「さっきまで、それは決めていなかった。決められていなかった。だが、あの馬ば鹿かでかい大砲を見て、やっと気持ちが定まった」

「ほう。どう定まった？」

「もう約束は守れない。あんなものまで火を噴ふいたら、もう終わりだ。死ぬのは兵隊だけじゃ済まなくなる。アンザにいる、大勢の人間が死ぬ」

「それで私の商売の邪じや魔まをすると？」

「その通りだ」

「それは困ったな……だったら……こうしよう」

「どうするつも……」

　言い終えないうちに、トーマは背中に殴なぐられたような激しい衝しよう撃げきを受けた。ヒュンヒュンと風を切る音とともに、彼の胴どう体たい、手、足に黒いベルトが絡からみつき、その自由を奪うばった。なんとか踏ふん張ろうとしたトーマだが、堪らず地面に倒たおれ込んだ。

「悪りぃな、トーマ。こいつの威力、見せてやるって約束してたけど、おまえ相手に使うとは思ってなかったな」

〈ガライ〉を肩に担かついだミリが近づいてきた。

「カートリッジ００８〈束そく縛ばく鋼帯〉──トーマ、きっとここに来るだろうからって。連れてきてもいいけど、なんかあったら、これで撃てって言われてんだよ」

「……打ち合わせ済みだったのか」

　トーマが歯は嚙がみしていると、セイジアが追い打ちを掛かけてきた。

「そこにいる男は、大事な商談を妨ぼう害がいしに来た。キルガの方々、お手数だが、あの者をこのまま拘こう束そくしておいていただきたい。頑がん丈じようにできているから、暴れるようなことがあれば、多少痛い目に遭あわせても構わない」

　セイジアの命令とともに、近くにいたキルガの兵士たちがわらわらと群がってきた。

「セイジア、俺の話を聞け！」

　いくら呼びかけても、セイジアに取り合う様子はなかった。ミリもさっさと〈ウィンダーラ〉に引き揚あげてしまった。

　そこにレッジェ将軍がやって来た。縛しばられたトーマのことをしげしげと眺ながめた挙げ句、

「仲間割れか？」と呟つぶやいたものの、それ以上の興味は示さなかった。

「将軍、早速、この〈トライドス・ハルムト・イーガ〉の試射をお目にかけましょう」

　セイジアの言葉に将軍は目を輝かせた。

「おぉ、頼たのむ」

「先ほどご説明しましたが、もういちど簡単におさらいを。

　ご覧の通り、この〈トライドス・ハルムト・イーガ〉は現在確かく認にんされている〈封隕武器アーテイクル〉の〈砲〉の中でも、最大口径の大砲です。地上船と同じく、地面から浮き、自由に走行することができます。攻こう撃げきを仕し掛かける際にも撤てつ退たいする際にも、これだけの大きさの〈砲〉に自走機能があることの優位性、将軍ならご理解いただけるかと思います。──あっ、ご安心を。操縦にしても、〈砲〉の照準を定めるのも、驚おどろくほど簡単です。説明を聞いただけで、誰だれでも動かすことができます。

　それだけ簡便なのに、その力は凄すさまじいですよ。小さな山など吹ふき飛ばせます」

　セイジアの説明を聞くレッジェ将軍の目は、爛らん々らんと輝かがやいていた。

「それに加えて、〈トライドス・ハルムト・イーガ〉は〝弾だん薬やくいらず〟の魔ま法ほうの〈砲ほう〉です」

「魔法の〈砲〉？」

「はい」

　セイジアは妖よう艶えんな笑えみを浮かべた。

「どんな〈砲〉も弾丸、砲弾が必要です。ところが、この〈トライドス・ハルムト・イーガ〉は弾薬いらずの魔法の〈砲〉、なのです」

（……弾薬いらず？　なんだそれ？）

　気づけば、トーマもセイジアの語る〈トライドス・ハルムト・イーガ〉の性能に聞き入っていた。

「〈トライドス・ハルムト・イーガ〉はその弾倉に位相変へん換かん器──原理の説明は省きますが、特とく殊しゆな装置を備えています。簡単に言えば、弾薬を造りだすことができるのです。但ただし、近くに鋼砂の鉱脈があるところに限られますが……運良く、この地は〈鋼砂〉の宝庫だった場所。新しく鉱脈が発見されたということは、その装置が真価を発揮できます」

「無限に撃つことができる大砲か……それは頼もしいな」

　舌した舐なめずりするように言ったレッジェに、セイジアは、

「はい。あの試し掘くつ場の再占せん拠きよなどと小さいことではなく、それこそ、その大砲でリクレアの城を直接砲撃、その勢いのまま攻せめ込むことも可能かと」

「……」

「では、試射をご覧ください」

　セイジアは船体横の梯子はしごをよじ登り、〈トライドス・ハルムト・イーガ〉の砲身脇わきに据すえつけられた砲手席に陣どった。彼女がいくつかの装置を操作すると、〈トライドス・ハルムト・イーガ〉全体が小刻みに震ふるえだした。そして、巨きよ砲ほうを中心に地面を嘗なめるように青白い光が広がった。

「心配する必要はありません」

　その様子に騒そう然ぜんとなった兵士たちにセイジアは告げた。

「弾薬生成の第一段階です。〈鋼砂〉を転移収集する前に、地中を調べて、その在処ありかを探さぐっているだけです」

　青い光は遠く山の麓まで到とう達たつし、更さらにその頂の向こうまで伸びていった。

「探査終しゆう了りようです。すぐに収集に移ります」

　セイジアは両手を膝ひざの上に置いた。やがて、耳みみ障ざわりなベルのような音が響ひびいた。

「──弾薬生成が終了しました。これでいつでも試射ができますが。撃ってもよろしいですか？」

「早く、早く見せてくれ」

「──では。標的はあちらの連なった岩山、その真ん中を」

　セイジアが指さした北東の方角には、小ぶりな山が三つ連なっていた。山といっても、木の一本も生えていない岩山で、三つあるそれぞれが、巨人が気まぐれに捻ひねったような独特の形にそびえている。

　セイジアは目の前のガラス板──照準装置を覗のぞき込みながら、手元のハンドルを回し始めた。ギリギリと音を立て、砲身が持ち上がっていく。別の小さなハンドルを操あやつり、角度の微び調ちよう整せいを行った。

「五つ数えて発射します。皆みなさん、ご注意を……」

　その場に居合わせた者──レッジェ将軍、トーマ、ミリ、そして数百人の兵士たちの視線が、一いつ斉せいに〈トライドス・ハルムト・イーガ〉の砲口に集まった。

「五、四、三、二、一──発射」

〈トライドス・ハルムト・イーガ〉の砲身が光った。銀色の粒りゆう子しが奔はしり、砲口と標的の山を結んだ。

　そして……。

　真っ白な輝き。

　一瞬の完全な静せい寂じやく。

　その直後に訪おとずれた、眼前に雷かみなりが落ちたかと思うほどの轟ごう音おん。地面が隆りゆう起きしたかと感じるほどの揺ゆれ。

　──そして、岩山が砕くだけ散った。

　その光景にトーマは息を吞のんだ。セイジアが持ち出す〈封隕武器アーテイクル〉の威い力りよくには、そのたびに驚かされてきたが、今回ばかりは別格だった。

　小さいとはいえ、標的は山だ。前回の〈ヘネブラン・ホーゲン〉は山頂を抉えぐるように粉ふん砕さいしただけだが、今回は山ひとつを吹き飛ばした。セイジアの売り込み文句通り、比ひ較かくにならない破は壊かい力だ。
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「こ、これを……売る、というのか？」

　レッジェ将軍はセイジアの肩かたをつかみ、激しく揺すった。

「──はい。私はこの〈トライドス・ハルムト・イーガ〉をキルガ軍にお渡わたしするため、ここまで運んで参りました」

「……これが我がキルガ軍に……まさに神の雷、裁きの力……これが我らに……」

　地面に転がされたトーマからは、レッジェの表情までは窺うかがえなかったが、その声に満ちた驚きよう喜き──狂きよう喜き──狂きよう気きは手にとるように伝わってきた。

「但し、レッジェ将軍。こちらの〈トライドス・ハルムト・イーガ〉はかなりの額になりますが。──三〇億ラド。他の〈砲ほう〉と違ちがい、弾薬が必要ありませんので、その額のみですぐに運用が可能です」

（……三〇億？）

　セイジアがあの〈ヘネブラン・ホーゲン〉をリクレアにいくらで売りつけたのか、トーマは知らない。だが、確かキルガに売りつけた際の〈アグニート〉百門の値段は、四億ラドだった。あの十倍近い価格……完全にトーマには想像不能な領域になっていた。

「三〇億ラドか……」

　レッジェが声を震わせた。

「この威力からすれば、妥だ当とうな値段であることはわかった。だが、包み隠かくさずに言う。わしの金を、一族郎ろう党とうが貯ため込んできた金のすべて吐はき出したところで、到とう底てい賄まかなえぬ」

　近しい身分の者たちなのだろうが、多くの兵士が聞き耳を立てているのにも構わず、レッジェは本音をぶちまけた。頭に相当、血が上っていると知れた。

「価格は三〇億ラドです。今回の商品に限り……申し訳ありませんが、たとえ一ラドとて値引きするわけにはまいりません」

「……しかし。しかし、わしはこの大砲がどうしても欲ほしい。これさえあれば、リクレアなぞ……」

「もういちど──試射をお目にかけましょう。そのうえで、またお考えください」

　レッジェ将軍にそう告げると、セイジアは次の砲撃のための準備に入った。

「続けての砲撃のため、弾薬生成に多少時間がかかります」

　彼女の言う通り、青い光が広がった後も、今回はなかなか生成が完かん了りようする気配が見えなかった。

「お待たせしてすいません。とはいえ、これだけの時間で弾薬生成が可能なのは、この〈トライドス・ハルムト・イーガ〉の位相変換器が大変優ゆう秀しゆうであるためです。変換器は今も〈鋼砂〉鉱脈のあるこの地全体から、材料をとり出しています。せっかくですから、その仕組みについて、少し詳くわしくご説明しましょうか？」

「理り屈くつなどいらんっ！　それよりも、早く！　あの威力をまた目にしたい」

「はい。承うけたまわりました。──ちょうど生成が完了しました。それではもういちど、試射をいたしますが……撃ってもよろしいですね？　次の標的はあの右みぎ端はしの山としますが」

「構わん。右でも左でもどちらでもいい。早く撃て！」

「わかりました。それでは撃ちます」

　再び、〈トライドス・ハルムト・イーガ〉が火を──光を噴ふいた。鋼の粒子は光条となって闇やみを貫つらぬき、右端の岩山に命中した。山は石せつ塊かいとなって崩くずれ、あたりを大きく、長く揺らした。先ほどと同じく、一いつ瞬しゆんではあるが、空はもうひとつの太陽が出たかのように明るくなり、堪こらえきれぬ兵士たちが転げるほど、大地は大きく揺れた。

「……おおっ、素す晴ばらしい」

　レッジェはもはや興奮というよりは陶とう然ぜんとした面おも持もちでいた。破壊の光を吐き出した巨砲をうっとりと見つめている。

「将軍。それで商売の話ですが」

「ん……んん」

「どうされます？　価格は先ほど申し上げたように三〇億ラド。……念のために言っておきますが、兵士の数にものを言わせ、無理やり奪うばったところでどうしようもありませんよ。なにかあれば、起動用の鍵かぎを破壊します。そうすればこの巨砲、即そく座ざにガラクタになり果てますから……」

「……わかった。そのような真似まねはもうしない。だが、本当に金がないのだ。そのような金は……〈アグニート〉百門を買う際に私財は残らず吐き出した……」

「──で、あれば」

　篝かがり火びの揺らめく明かりを受けて、セイジアの翠みどりの瞳ひとみがぐんと輝いた。

「〈エルムの講〉を利用されては？」

（──〈エルム〉か）

〈エルムの講〉はともかく、〈エルム〉のことはトーマもよく知っている。

　それは新興の宗教組織の名前だ。王家の威い光こうが衰おとろえるとともに、その庇ひ護ごを受けていたエイジャ国教会もその求心力を失った。そこから心離はなれた者たちの受け皿となったのが、市民たちの間から自然発生的に生まれた〈エルム〉という団体だ。当初は小さな規模の〈聖太陽書〉の勉強会だったものが、今では冠かん婚こん葬そう祭さいの互ご助じよや、商売の資金の融ゆう通ずうまで、人々の生活に深く根づいていると聞く。最近はその組織も巨大化し、陰かげの王家などとも呼ばれている。実際、王家が弱体化した現在、それでも貨か幣へい制度が維い持じされているのも、すべて〈エルム〉のお陰とか……。

「〈エルムの講〉のことなら聞き及およんでいるが、このような巨額の……武器購こう入にゆうの資金まで融通しているのか？」

　レッジェ将軍は不安げな顔になった。

「普ふ通つうはありません。けれど、私の口くち利ききがあれば話はまた別です」

「で、どうなのだ？　か、借りられるのか？」

　セイジアはすぐには答えなかった。

「どうなのだ？」

「どうでしょう？」

「なんだ、それは？　わからないというのか？」

「いえ。ただ、〈エルムの講〉は互助精神による善意の集まりとはいえ、組織を維持していく以上、金を借りれば、利息も必要になります。それから、キルガという国に貸しつけることになれば、キルガの守護の御み印しるしも必要となります。すぐに話をつけられますか？」

「……守護の？」

　レッジェ将軍の顔が陰った。

「守護に直接の契けい約やく者になっていただくとして、保証人が一名、相応ふさわしいのは国の重じゆう鎮ちんですが……それはレッジェ将軍でよいでしょう。どうです？　契約はできますか？」

「できる！　守護はわしを信用されている。わしが頼たのめば……なんとか、なんとかできる」

「ならば契約の準備を……」

「待て！　その前にひとつ、ひとつ確認させろ。高い買い物なのだ。それくらいはいいだろう？　この巨きよ砲ほう、砲ほう弾だんは地中の〈鋼砂〉を自動で集めるとか言っていたが、そのような魔ま法ほうの仕し掛かけ、本当なのだろうな？」

「本当です」セイジアは即そく答とうした。「〈トライドス・ハルムト・イーガ〉の位相転てん換かん器は大変高度な機構のものですが、同時にその耐たい久きゆう性も自じ慢まんです。百年、動き続け、地中に〈鋼砂〉がある限り、そこから弾薬を生み出します」

「本当に……本当、なのだな？」

　レッジェの血走った目で見つめられても、セイジアはたじろぎもしない。

「私は武器商人。武器のことで噓うそはひとつも申しません」




　──結局、レッジェ将軍は〈エルムの講〉から借金をし、〈トライドス・ハルムト・イーガ〉を購入するとの約束をした。レッジェはキルガの守護にその話を通すため、何人かの兵士を連れ、四頭立ての馬車で早さつ速そくその場を後にした。

　とはいえ、すでに深夜。いくら将軍の地位とはいえ、レッジェも守護を叩たたき起こすことは難しいと正直に語り、戻もどりは朝、目を覚ました守護と話をつけてからになると言い残していた。

〈ウィンダーラ〉と〈トライドス・ハルムト・イーガ〉はその場に残され、レッジェの帰き還かんを待つことになった。万が一のリクレア軍の襲しゆう撃げきを警けい戒かいし──という名目で、その周囲は数百名のキルガの兵士が固めていた。

「──悪かったな、放ほうっておいて」

　四半刻（三十分）ほどしてようやく、転がされていたトーマのところに、ミリがやって来ると、トーマの身体からだを拘こう束そくしていた仕掛けを解除してくれた。

「よくもやってくれたな、こらっ！」

　相手が違うのは承知しているが、トーマとしては怒ど鳴ならずにはいられなかった。

「なんだとコラッ！　てめぇこそコラ！　撃つぞコラ！　……って言いたいとこだけど、おまえが怒おこるのはもっともか。おまえ、ただ商売の邪じや魔ましたいだけじゃなくて、セイジアのこと心配してんだもんな。それでこれなら、まぁ怒るか」

　本当に悪いと思っているらしく、ミリの長い尻尾しつぽがだらんと垂れていた。

「で、セイジアは？　さっきから姿が見えない」

「うちの船のキャビン」ミリは顎あごをくっと上げて示した。「あの将軍が出てってすぐ後、いきなり素すに戻っちゃってさ。そしたら、もう『眠ねむい眠い、眠い眠い眠い』の大連呼。子供に戻ったセイジア、ここに放っとくわけにもいかないから、姉貴に上に運んでもらったんだ。……でさ、正直、セイジアのことに気をとられてて、おまえのこと忘れてんだ。ごめんな」

「そうか、わかった。思い出してくれただけで助かった」

〈ウィンダーラ〉に駆かけ寄ると、トーマは降ろされていたタラップに足をかけた。

「あいつ、寝ね起おき悪いんだぞ。大だい丈じよう夫ぶか」

　背中からミリが声をかけてきたが、トーマは構わず甲かん板ぱんに上がった。操船用キャビンに入ると、中にいたリィカと目が合った。彼女は黙だまって、隅すみにある、下へ続く小さな階段を指さした。

　降りた先は天てん井じようこそ低いものの、意外と広かった。小さなランタンだけで奥まではよく見えないが、カーテンの仕切りがいくつかあった。ミリとリィカの姉し妹まいが個室として使っているのだろう。

　あらためてセイジアを捜さがす必要はなかった。いちばん手前、テーブルとソファが置かれて居間のように設しつらえられたところに、彼女はいた。ソファにちんまりと腰こしを下ろし、トーマのことを見ていた。ランタンの灯あかりに白いドレスがぼーっと光って見えた。

「……寝てたんじゃないのか？」

　セイジアは小さく首を横に振ふった。

「トーマが来るってわかってたから。さっきから起きて待ってた」

「そうか。ならいい。話があるんだ、セイジア」

「わたしも話があるんだ」

「……じゃあ、そっちからでいい」

　セイジアはまた首を振った。

「トーマからでいいよ。たぶん、トーマの方が急いでるだろうから」

「わかった」

　トーマは立ったまま話を始めることにした。セイジアも特に座れとは言わなかった。

「あのトラ……トライ……ええと、あの大砲の威い力りよく、見せてもらった。二回もな。前のヘネブランなんとかの時も、心底驚おどろいたけど、桁けたが違ちがった。あれが本当に動き出したら、リクレアだってどうしようもないだろう。試し掘くつ場をもういちど占せん拠きよするとか、そんな話で終わるはずがない。あれでリクレアにそのまま攻せめ込むに決まってる。だが、リクレアだってそれをただ待っちゃいない。国境まで動かした軍をそのまま進めてくるぞ。もうこちらの動きだってつかんでるだろう。なにしろあんな派手な試射までやったんだからな。俺がリクレア軍の幹部だったら、まずリクレアの領内を戦場にすることは避さける。討うって出る。そうしたらどうなる？　どうなると思う？」

　セイジアはなにも答えなかった。

「キルガは攻めにいく。リクレアも出る。ぶつかるのは間にあるアンザだ。花の里アンザは蹂じゆう躙りんされる。おまえが好きな花もみんな踏ふみにじられるんだ。それでもいいのか？　今からでもいい、あの大砲を持って引き揚あげるんだ」

「──もう遅おそいんだ、トーマ」

「え？」

　トーマは驚いた。返答の内容にも驚いたが、それよりもセイジアの答えようが衝しよう撃げき的だった。戦いくさや武器の話をしているのに、セイジアはいつものように冷れい徹てつな武器商人に変へん貌ぼうすることはなかった。だが、そこにいるのは、普ふ段だんの子供じみた彼女でもなかった。

「もう遅いんだ」

　我が子を慈いつくしむ母のように優やさしい声で、セイジアは言った。

「〈トライドス・ハルムト・イーガ〉の売買契けい約やく書しよはもう、もうレッジェに預けたから。あれにキルガの守護の印と署名、それにレッジェ将軍も署名すれば、それで契約が完かん了りようする。もう止められない」

「……そんなこと言っても。大砲自体はまだここにある。金だって受けとってないなら、あれを引き揚げればいいだけのことだろ！」

「できないよ、それは……口約束でも契約は契約。向こうの条件が整わなかったらしかたないけど、こちらから解除はできない。

　──私は武器商人だから」

「だったら……キルガが契約しなけりゃいいんだな」

　トーマは刀の柄つかに手をかけた。

「どうするつもり？　キルガに殴なぐり込み？　キルガ守護の城に殴り込んで、力ちから尽ずくで止めさせる？　将軍を斬きる？　守護を斬る？　無理だよね。トーマがいくら強くても、ひとりの力じゃ止められない。それが戦というものだから」

「……」

　セイジアの言う通りだ。キルガ守護の城がどんなところかは知らないが、すでにリクレアとの戦に準じたこの状じよう況きよう下か、警備の兵士は普段に倍する数が配備されているだろう。自分の実力なら、一気に十人は倒たおせる。だが、二十人、三十人……百人となれば、警備を突とつ破ぱできるはずもない。

「……アンザはどうなる。あの町の美しい花はどうなる」

「花は散るね。花は散る……でも、花はなんのために散ると思う？」

　答える代わりにセイジアが口にしたのは、そんな謎なぞかけのような言葉だった。

「……なに言ってるんだ、こんな時に……」

　トーマは天を仰あおいだ。

「あ、それからね、トーマ」

「……ん？」

　気づけば、セイジアが目の前にいた。ぴったりとくっつくように立ち、その顔を覗のぞき込んでいる。にこにこしていて、いつもの無む邪じや気きなセイジアに戻っているのだとわかった。こちらのセイジアを見るのは、ずいぶん久しぶりな気がした。

「わたしの話も聞いて」

「あ、あぁ……」

　そういえば、最初にセイジアはそんなことを言っていた。

「なんだよ？　話って」

「──お別れ」

「え？」

「ここでの商売はもう、みんな終わったから。だから、護衛の仕事もここまででいいよ」

「……」
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「今までありがとう。最後まで約束守ってくれたね」

「……おい」

　セイジアがトーマの両りよう肩かたに手をかけた。そこにぐっと重みを感じた途と端たん、頰ほおに柔やわらかな感かん触しよくを確かめて、トーマは息が止まりそうになった。

「えへへ。キスしちゃった」

　セイジアがぺろりと舌を出した。

「……ふ、ふざけるな！」

　照れ隠かくしに大声になったトーマに、

「うるさいぞ。それに本気のキスだ」

「……」

　トーマは目を丸くした。

　セイジアが一いつ瞬しゆんで──変わっていた。どうして今？　と思いつつも、トーマはなぜか少し気が楽になっていた。

「……商売が終わったとして、おまえはどうするんだよ」

「最後まで見届ける。商売とは関係ないが……自分が売った武器でどんなことが起こるか。いつもはそこまでしないが今回は特別だ。まだ全部はわかってないからな。それに興味もある」

「全部……わかってない？　興味もある？　なんの話だ？」

「説明する気はない」セイジアはきっぱり言った。「これでお別れだからだ。もう、おまえにも、私と一いつ緒しよにいる理由はなくなったはずだ。ここから……私の前から立ち去れ」

「……わかった。そうしよう」

　絞しぼり出すようにしてトーマは答えた。

　自分が武器商人と──〈封隕武器アーテイクル〉を売りさばくような者と道を同じくする理由は、なにひとつ残っていない。それが最後に残された……そして、最初からわかりきっていた事実だった。




〈鱗うろこ馬ば〉を駆って、トーマは大急ぎでアンザの城に戻った。

　その彼を待っていたのは、出かけた時とは比ひ較かくにならない混乱と喧けん噪そうだった。城門を入ってすぐのところでは、今まで、どこにいたのかと疑うほどの数の兵士、そして文官たちが右往左往していた。その中にエトワの姿を見つけ、トーマは駆け寄った。

「トーマ殿どの、あなたのお帰りをお待ちしていました。あの後、どうなりましたか？」

「それを伝えに来たんだが……実は……」

　トーマは見聞きしたばかりの〈トライドス・ハルムト・イーガ〉の威力について伝えた。そして、それが十中八九、キルガの手に渡わたるであろうことも。

「……そうですか。それでなくとも、リクレアだけでなく、キルガの動きも活発になっています。どちらも砦とりでから全軍のおよそ半分の兵士、それぞれ五千名程度の兵士を動かしているそうです」

「五千人ずつ……」

　激げき突とつすれば一万人の戦場。

　諸国を、特に危険な情勢下の国々を旅してきたトーマにしても、それだけの規模の戦は目にしたことがない。

「両軍とも、移動先はこのアンザだそうです。ここが最前線になります」

「……」

　無表情に言い放ったエトワに、トーマはもはや返す言葉がなかった。




「……夜明けとともに、戦が始まります。このアンザの地で」
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　──夜半から未明にかけて、キルガとリクレアの両軍に大きな動きがあった。多少の遅ち延えんを伴ともないながらも、その情報は逐ちく次じ、アンザの城へ、守護代エトワのところへ届けられていた。

　詳しよう細さいは不明ながらも、朝を待たずに売買契けい約やくが結ばれたらしく、〈トライドス・ハルムト・イーガ〉はキルガのものとなっていた。その証しよう拠こに、後から駆かけつけた部隊と合わせ、約千名の兵士に警護されながら、巨きよ砲ほうは街かい道どうに出た。その部隊の指揮はレッジェ将軍自らが執とり、試掘場に配備されていた〈アグニート〉もあらためて支給され、キルガの攻こう撃げき軍本隊として編制された。その千名だけでなく、キルガ各地の砦からは、合計四千の兵が出撃、衝しよう突とつの際は最前線になるであろうアンザ周辺へ向け、移動を開始した。

　一方のリクレアも国内の砦から五千の兵を動かし始めた。こちらも目的はアンザである。最強の〈砲〉＝〈トライドス・ハルムト・イーガ〉には及およばないものの、リクレアにはまだ百門の〈アグニート〉、そして大砲〈ヘネブラン・ホーゲン〉があった。リクレアの軍師インスウは彼の権限により、〈トライドス・ハルムト・イーガ〉の情報を得るなり、すぐさま試し掘くつ場の占せん拠きよを解き、〈アグニート〉装備の兵たちをリクレア本体と合流させた。〈ヘネブラン・ホーゲン〉で大砲型〈封隕武器アーテイクル〉の威い力りよくをよく知っているインスウは、遠えん距きよ離りから狙ねらい撃うちされる危険を察知したからである。しかしインスウは〈アグニート〉百門は動かしたものの、〈ヘネブラン・ホーゲン〉は山腹の陣じん地ちに残したままにした。これは〈トライドス・ハルムト・イーガ〉が試掘場に向かってきた場合、先手を打ってそれに攻撃を加えるためであった。

　だが、結果、インスウの深しん慮りよは外れた。巨砲を押し立てて進撃するキルガ、レッジェ将軍はやはり進路を変えることなく、一路アンザを目指した。

　──そして現在。

　キルガ軍五千人、リクレア軍同じく五千人がアンザ近くの平原で睨にらみ合う形となっていた。




　──そして、朝が来た。

　トーマは城内の大広間にいた。

　そこには城の長老や文官が詰つめており、勃ぼつ発ぱつ寸前のキルガ対リクレアの戦いくさについての、いわば臨時の対策本部的な場所として設しつらえられていた。

　ここ半刻ばかり特に情報もなく、長老たちがこっくりこっくり船を漕こぎ、緩ゆるんだ空気が流れ始めた頃ころ……。

　北側に開いた窓、そこから見える空が白く光った。

　それからひと呼吸置いて、足元から突つき上げるような衝撃が襲おそった。大広間がぐらりと揺ゆれ、何脚きやくもの椅い子すが転がり、白い花──アンザ特産のクレノを活いけた飾かざり台がいくつも棚たなから落ち、その棚もまた、重い音を立てて床ゆかに倒れ込んだ。

「なんだ？」「またか！」「また地じ震しんか？」

　長老たちが口々に叫さけんだが、トーマはこれがただの地震でないことを知っていた。直前のあの光といい、独特の揺れ方といい、これは間ま違ちがいなく、

「キルガが手に入れた〈封隕武器アーテイクル〉だ。この感じ、昨日の夜中と同じだ」

　昨夜の様子をトーマはエトワに語った。

「そうですか、これが……昨夜といえば」

　エトワの話によれば、あの時の二回の試射による地震は、離はなれたこの城でも感じられたという。だが、その揺れは今の方がずっと大きかったようだ。

「て、ことは……。あのデカブツ、ここからそう遠くないところで撃たれた……」

「トーマ殿。疑うわけではないのですが、キルガが手に入れたというその巨砲、この地震のように大地を揺るがすほどの威力なのですか？」

　エトワの問いかけに、トーマがうなずいて答えていると、伝令の兵が駆け込んできた。

「報告します！」よほど慌あわてていたのか、エトワの許しも得ぬまま話を始めた。「キルガが〈封隕武器アーテイクル〉の大型砲を発射しました！」

「〈トライドス〉か……」

　苦々しく呟つぶやいたトーマの横で、エトワが伝令に確かく認にんした。

「して、被ひ害がいは？」

「はっ。それが……実質の被害は出ていません。キルガとリクレアが対たい峙じしているのは、街道辻つじ、アンザの町に入る手前のコンザの原です。そこに引き出された直後、大型砲が発射されました。ただ、標的はアンザの町の反対側、南のオキヤ連山でした。その威力は凄すさまじく、山のひとつを完全に破は壊かいしました」

「キルガはどうしてそのようなことを？　直接リクレアを撃たずに……」

「威い嚇かくだと思われます」

　伝令の報告にトーマは違い和わ感を覚えた。威嚇射撃のような勿もつ体たいぶったやり方、レッジェ将軍らしくない……。

「威嚇とはいえ、必要以上の効果があったようです、大型砲の一撃を見たリクレアの兵士たちは恐おそれおののき、その場から逃とう走そう……」

「なに？」トーマは思わず声を上げた。「だったらそれで戦は終わり……いや、そんな話じゃない。逃にげた兵士たちは……」

「はい。そのほとんどが、アンザの町に逃げ込んできました。王家直ちよつ轄かつ地であれば追撃はされないだろうと思ったようで……」

「キルガの動きは？」

　逼ひつ迫ぱくした声でエトワが尋たずねた。

「町に逃げ込んだリクレア軍を追撃、包囲を固めました。キルガはまだアンザの町には踏ふみ込んできていませんが、それも時間の問題かと……」

「それじゃ……」トーマは歯は嚙がみした。「結局、アンザの町が戦場になるぞ。いくらリクレアの連中が戦意を失ってたって、キルガは容よう赦しやなく叩たたくに決まってる」

「は、はい、その通りかと……」

（……？）

　トーマは伝令の様子がおかしいことに気づいた。なにか言いたげな様子で、トーマの顔をちらちら窺うかがい、その場から動こうとしない。それを察したエトワが声をかけた。

「遠えん慮りよせずともよい。必要があるなら話してみなさい」

「はっ。……もうひとつ報告があります」伝令がようやく口を開いた。「キルガ軍が擁ようする大型砲ですが、地上を行く船の形をしておりまして……キルガ軍の総大将レッジェ将軍自ら搭とう乗じようしており……その傍かたわらには、戦場には似つかわしくない白いドレスの少女がいたとか……」

　伝令の話にトーマの息が止まった。

「なんて言った、今？」

　伝令の肩かたをつかみ、激しく揺する。

「あの大砲に、セイジアが、レッジェ将軍と一緒に乗ってたっていうのか？　で、ぶっ放したっていうのか？」

「部下からの報告ではありますが、純白のドレス、見間違いようがないかと」

　一礼すると、伝令は大広間を後にした。

「……」

　トーマが呆ぼう然ぜんとしている横で、長老のひとりがエトワに注進していた。避ひ難なんしてきた町の者たちが、すぐにでも押し寄せてくるだろう。それを受け入れるため、城の門を開放させるようにと。

「そうですね……当然です。そうするようにすぐに手配してください……」

　エトワの言葉に、控ひかえていた文官たちが外に出ようとした瞬しゆん間かんだった。

「──ふざけるなっ！」

　トーマの怒ど号ごうに、大広間にいた全員がびくりと震ふるえた。まだ少しぼんやりしていたエトワも、長老たちも文官たちも、警護の兵士たちもトーマに目を奪うばわれた。

「──ふざけるなっ！」

　トーマは再び叫んだ。そして文官たちを押しのけ、部屋を出ようとした。

「どうされました、トーマ殿どの？　どこへ行かれるおつもりです？」

　問いかけたエトワにトーマは、

「どんな手を使ってでも、セイジアを止める。これまでも……武器を売ることだって、そりゃ許せなかった。だけど、それでも……これまではまだ一線は越こえなかった。だが、今の話が本当なら、一線を越えた……戦場にまでついていって、戦に直接、手を突っ込んだ……なにやってんだ！　なにがあっても止める……そのためなら」

「……そのためなら？」

「場合によっては、この俺がセイジアを……斬きる」
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　トーマは大広間を飛び出した。

　城の長い廊ろう下かを走っている間、トーマの脳のう裏りには、あの夜のカーラの言葉がこだましていた。

『おまえの傍そばには世界に毒をもたらす女がいる。だが、案ずることはない。戦の災わざわいをもたらす女の命は絶たれ、この地にはやがて平和が訪おとずれるであろう』

　意味がわからないまま、ずっと心に残っていた。だが、やはり、あれはセイジアのことを示していたのか。災いをもたらす女──だが、その命は絶たれ、この地には平和が……それを為なすのは……自分なのか。

　トーマが顔見知りの門番に頼たのみ、〈鱗うろこ馬ば〉を出してもらうのを待っている間、ふと兵士たちの会話が耳に入ってきた。

「開門はいいが、誰だれも来てないぞ」「町にはリクレアの敗走兵たちが入り込んでるんだぞ。それなりの数が助けを求めに来ているはずだろう」「いや、それが……」

　どうやら、町から城へ助けを求めに来ている者がひとりもいないらしい。奇き妙みような話だったので詳くわしいことを知りたくなったが、間もなく〈鱗馬〉が引かれてきた。

　城門前からの長い一本道を走り、町の広場へと駆かけ込む。

「……！」

　伝令の報告通り、町のあちこちにリクレアの兵士たちの姿があった。数人から十人ほどのまとまりで物もの陰かげに隠かくれているが、すでに命令系統も崩ほう壊かいしているらしい。槍やりや剣けんと武器は手にしているが、トーマの姿を見ても、誰すい何かすることも攻こう撃げきを仕し掛かけてくることもなく、ただ怯おびえた目を向けてくるだけだ。中には〈アグニート〉を抱かかえた者もいたが、そういう連中も同様で、直接の被害はなくとも、目前で放たれた〈トライドス・ハルムト・イーガ〉の一撃が彼らの魂たましいから勇気を根こそぎ奪ってしまったようだ。

　だが、今のトーマにとっては都合がいい。邪じや魔まされることなく〈鱗馬〉を駆り、キルガ軍が押し寄せてきている町の入り口に向かうことができる。

（……ん？）

　町にリクレアの敗走兵の姿は目立つが、肝かん心じんの住民たちの姿がない。兵士たちが入り込んできたことを恐れ、城に助けを求めに出ることもできず、家の中に閉じ籠こもっているのか。

　広場から伸びる商業街区を抜ぬけたところで、建物の角から巨きよ大だいな影かげが飛び出してきた。土つち煙けむりを上げ、トーマの行く手を遮さえぎるように巨体が急停止する。ミリの地上船〈ウィンダーラ〉だ。

「トーマ！」

　甲かん板ぱんの端はしに立ち、ミリが声をかけてきた。

「金、持ってるか？　トーマ！」

「あ？」

　いきなりの質問にトーマは呆あつ気けにとられた。

「金、持ってるのか？　持ってないのか？」

「いくらかなら……ある。師し匠しようが残してくれた。旅に使えって……それより、おまえ、どうしてここに」

「よし！　それ全部よこせ！」

「はぁ？　なんだ？　いきなり……」

「運賃だよ。この〈ウィンダーラ〉、おまえの貸し切りにしてやる」

　ミリと言葉を交かわしている間に、トーマは〈ウィンダーラ〉の惨さん状じように気づいた。鋼はがねの板で囲われた船体、そのあちこちが無む惨ざんに凹へこみ、細かな傷が数えきれないほどできている。甲板上も操船用キャビンは無傷だが、後ろの荷に捌さばき用の機械腕うではその一本が折れて、ぶらぶらと風に揺ゆれている。

「ん？　これか？　町の入り口にいるキルガの囲みを破った時にさ、ヤツらが持ってた〈アグニート〉で結構やられちまったんだ。まぁ、でも表面が多少凹へつこまされただけだけどな。いくら〈封隕武器アーテイクル〉の〈砲ほう〉だからって、この〈ウィンダーラ〉の無敵装そう甲こう、簡単には破れないっつーの」

　トーマの視線に気づいたミリが、わざわざ説明してくれたが……。

「──なんで来たんだ？」

　トーマはそう尋ねた。

「決まってんだろ？　おまえ、これからキルガの陣じんの、そのど真ん中に突つっ込むつもりなんだろ？　セイジアに用があんだろ？　でも刀一本でどうにかなると思ってんのか？　死ぬぞ、フツーに」

「だから、それをどうやって知って、ここまで来たのかって──それを訊きいてるんだ。言っておくぞ。俺はなにがあってもセイジアを止める気で来た。場合によっては斬る」

　ミリが「うーん」と唸うなって首を傾かしげた。

「それ、今、重要か？」

「んっ」

「今、ゴチャゴチャ言ってる暇ひまあンのかよ？　あ？　この状じよう況きようで。おまえ、急いでるんじゃないのか？」

「……わかったっ！」

　トーマは叫さけんだ。

「金なら城にある。後で、持ってる分は全部、渡わたす！　だから乗せろ！　──タラップ、降ろせ！」

「よしきたっ！　……タラップもやられたからこいつな！」

　ミリが投げ下ろした縄なわ梯子ばしごを伝い、トーマは甲板に上がった。ミリとともに操船用キャビンに潜もぐり込む。

「姉貴！　お客を回収したよ。出発準備！」

　ミリの命令にリィカは黙だまってうなずいた。彼女が操そう舵だ席の右手の大きなレバーを倒たおすと、船体全体が大きく震え、〈ウィンダーラ〉が地面から浮うき上がった。

「よしっ！　目標は〈トライドス・ハルムト・イーガ〉だ！」

　揺れはさらに大きくなり、〈ウィンダーラ〉は前進を開始した。キャビン前の窓から見える町の景色が、猛もう烈れつな速さで流れていく。

　ミリの尻尾しつぽがぴんっと立った。

「キルガの連中が包囲してる。さっき、外から中に突っ込むのもしんどかったけど、こんどは尚なお更さらだぞ。だけど他に方法はない。〈トライドス・ハルムト・イーガ〉にとり着くまでは、とにかくぶっ込んでくからな」

　いくら窓があるとはいっても、キャビンからの視界は限られていて、不慣れなトーマには外の様子がわかりにくい。焦じれた挙げ句、天てん蓋がいを開けて顔を外に出した。

「これはっ」と、思わず声が出た。

〈ウィンダーラ〉はもうすぐアンザの町入り口に到とう達たつしようとしていた。そこを包囲しているキルガ軍だったが、総勢五千名の兵士たちは町のすぐ外の街かい道どうからも溢あふれ、そもそも両軍が睨にらみ合っていたという、正面の草原にまで陣を組んでいた。

「──あれか？」

　キルガの陣──最前列からしばらくを重装歩兵が守備を固め、その背後に騎き兵へいの列が並び、その最さい後こう尾び、大将が控えるところに〈トライドス・ハルムト・イーガ〉の姿があった。

「すごい数だぞ！」トーマはキャビンの中のミリに声をかけた。「行けるのか？」

「行ける！　〈ウィンダーラ〉、なめンなよ！」

　ミリが大声で答える。

「但ただし！　おまえが〈トライドス・ハルムト・イーガ〉にとりついたら、こっちはフケるからな！」

「フケる？　なんだ？」

「逃にげるってことだよ！　停とまったままじゃ〈アグニート〉の標的にされる。動かない的にされたんじゃ、さすがの〈ウィンダーラ〉も保もたないから！　それに、こっちはまだ用事があるんだよ」

「わかった、それで十分だっ！」

　トーマの声に応こたえるように、轟ごう音おんを上げて〈ウィンダーラ〉が突き進む。

「ほら、どけよ！　踏ふみ潰つぶすぞ！」

　ミリが脅おどすまでもなく、キルガ軍最前列にいた重装歩兵たちが、ざっと左右に動き、道を空けた。腹いせに手持ちの槍を投げてきた者もいたが、無論、その程度で〈ウィンダーラ〉の船体に穴を開けることはできない。

　重装歩兵たちの守りを突とつ破ぱし、騎兵たちの群れに突っ込む。〈ウィンダーラ〉の巨体に迫せまられては、強きよう靭じんな〈鱗馬〉に騎き乗じようしている兵たちも手の出しようがない。

　──しかし。

　ドドドドドッ！

　船体を衝しよう撃げきが襲おそった。

〈トライドス・ハルムト・イーガ〉を守るようにして、〈アグニート〉を構えた兵たちが銃じゆう撃げきを仕掛けてきた。

「ちっ！　さっきよりも多い！」ミリが叫ぶ。「町に飛び込んだ時より〈アグニート〉の数が増えてやがる！　ヤツら、リクレアが捨ててったのを回収しやがったんだな」

　船の後方からドドンッと重い音が響ひびいた。トーマはキャビン後ろの窓にかじりついた。後部甲板の機械腕が吹ふき飛んでいた。

「んっ！」

　キャビン正面の風防ガラスも砕くだけた。何発かの銃じゆう弾だんがキャビン内に飛び込み、跳ちよう弾だんとなった。

　リィカが無言で操舵輪を大きく回した。〈トライドス・ハルムト・イーガ〉を目前にして、〈ウィンダーラ〉は回頭を余よ儀ぎなくした。

「行けるのか？」と声を上げたトーマに、ミリは「行ける！」と大声で答えた。

「もう一回、頭回して、全力で突っ込む。でも、止まれないからな。すれ違ちがいざまに飛び乗れ──できるか？」

「やる！」

　と答えて、トーマはキャビンから甲板に出た。それと同時に、船体を深く斜ななめに倒しながら、〈ウィンダーラ〉が右に転回した。舳へ先さきを〈トライドス・ハルムト・イーガ〉に向け、ぐっと加速をかける。

　左右からの銃撃を浴びて、船体が踊おどるように揺れた。トーマが必死に踏ん張っていると、巨きよ砲ほうの姿がぐんと近づいてきた。

「いたな……本当にいたな」

　長大な砲身を載のせた〈トライドス・ハルムト・イーガ〉の甲板、そこに──いた。純白のドレスを着たセイジアとレッジェ将軍、そして操船、砲撃の席に着いた兵士の姿も確かく認にんできる。

「待ってろよ、今、行くからなっ！」

〈ウィンダーラ〉が速度を上げた。真っ正面から〈トライドス・ハルムト・イーガ〉に突っ込んでいく。

　──衝突寸前。まさに、ぎりぎりのところで、〈ウィンダーラ〉が僅わずかに進路を変えた。船体を接せつ触しよくさせ、盛せい大だいに火花を上げながら、二隻せきがすれ違う。

「行けっ！　トーマっ！」

　ミリの叫びに背中を押され、トーマは飛んだ。火花に顔や革かわ鎧よろいを焼かれながらも宙に躍おどり、〈トライドス・ハルムト・イーガ〉の甲板に着地する。すかさず抜ばつ刀とうして、砲撃席後ろに控ひかえるセイジアとレッジェ将軍の前に駆かけ寄る。

「なんの真似まねだ、貴様！」

　レッジェ将軍も剣けんを抜ぬいた。

「セイジア！」

　将軍を無視してトーマはセイジアに迫った。

「おまえ、なにやってんだ！」

　ぎらっと輝かがやく翠みどりの瞳ひとみに見つめられても怯ひるまず、トーマは続けた。

「武器を売っただけじゃなく、キルガと一いつ緒しよにいて……。おまえ、なにをやってる？　直接、戦いくさに加わってるんだぞ？　武器を売るだけじゃなく、戦場でそれを撃うつまでやったら、もう一線越こえてるだろ？　おまえ、おかしくなったんじゃないのか」

「失礼なことを言う男だな」

　特に表情も変えず、セイジアは答えた。

「別に武器商人として恥はじることはしていない。〈トライドス・ハルムト・イーガ〉は強力な武器だ。扱あつかいに慣れるまでは手助けが欲ほしいと将軍に言われた。私は手順の確認を手伝っただけのこと……撃ったのはあくまでも、そこにいるキルガの兵士だ。それから長ちよう距きよ離りの移動後だったので、念のため動作確認を兼かねて、あちらの山を標的に威い嚇かく砲撃をしてはどうかと、そう助言しただけだ。砲撃の決断も実際も、すべてはキルガ軍のしたことだ。噓うそだと思うなら、将軍に聞いてみるといい」

　セイジアに話を振ふられると、レッジェ将軍は「む、むぅ、確かに。噓はない」と答えた。

「しかし、小こ僧ぞう……よくもあれだけの囲みを破り、ここにとりついたものだな。褒ほう美びだ。これから、この〈トライドス・ハルムト・イーガ〉の威い力りよく、もういちど見せてやろう」

　ぎらつかせた目でトーマを見み据すえると、レッジェ将軍は抜いた剣をアンザの町に突つきつけた。操舵席の兵士が舵輪を回し、船体がその舳先を同じく、町の方へと向けた。

「……おい。なに考えてんだ。まさかアンザの町を撃つつもりじゃないだろうな」

「撃つ！」

　大音声で将軍は答えた。

「アンザは今や、リクレアの支配下にある」

「は？」

「〈鋼砂〉の新鉱脈を我が物にしようと、数多あまたの無法を行ったリクレア軍に対し、我がキルガ軍は王家のため、正義のため、鉄てつ槌ついを下さんとした。リクレアは敗走し、今、アンザの町自体を人ひと質じちにとり、恐おそれ多くも守護代様の城にまで牙きばを向けようとしている」

「……」

　トーマの背筋が冷えた。アンザに攻こう撃げきを仕し掛かけるためだけの言い訳ではなく、レッジェ将軍の目に宿った狂きよう気きからすると、自分で作った話を真実と信じ込んでいる可能性もある。

「……撃たせて堪たまるか。キルガの兵士だけじゃない、アンザの住人だって大勢残ってるんだ……っ！」

　刀を振り上げたトーマの手が止まった。

　レッジェ将軍は傍かたわらのセイジアを引き寄せると、その首に剣を押し当てた。

「邪じや魔まをすれば娘むすめの首、落とすぞ」

「……おい。なんだそれ。なんで、そんなことになるんだよ」

「わかるだろう」将軍は笑った。「〈トライドス・ハルムト・イーガ〉の砲撃、どうしても止めたければ、砲手の首を斬きるといい。だが、おまえがそうすれば、わしはこの娘を斬る。それだけのことだ」

　必要であればセイジアを斬る。そう決意していたトーマだったが、レッジェ将軍の恫どう喝かつには動けなくなっていた。

「砲撃準備だ。射線上の兵も下がらせよ」

　レッジェ将軍の命令を受けて、砲手が準備を始めた。昨夜の試射の際と同じく、船体全体が大きく震ふるえると同時に、太陽の下でもはっきりわかる明るさで、周囲に青い光が広がっていく。装備された位相変へん換かん器が地中の〈鋼砂〉を探査しているのだ。

「準備できました。弾だん薬やく生成、完かん了りようです。いつでも発射できます」

　砲手からの報告に、レッジェ将軍はにやりと笑い、舌なめずりをした。

（……どうする）

　このまま砲撃を許せば、アンザの町が吹き飛ぶ。町には逃げ込んだリクレアの兵士だけでなく、避ひ難なんできなかった多くの住民たちも残っている。彼らも殺される。

　──トーマがまだ幼かった頃ころ、〈封隕武器アーテイクル〉が吐はき出した紅ぐ蓮れんの炎ほのおに焼かれた両親のように……。

「セイジア！」

　セイジアの顔、その横のレッジェ将軍の顔、そして砲手の背中に視線を走らせ──迷わせながら、トーマはもういちど叫さけんだ。

「セイジア！　すまない！　おまえのことを守ると、俺は約束していた」

「知っている。そんな当たり前のことを、いちいち大声で喚わめくな。それにその約束、もう終わったことだ」

「約束は終わった。でも、人と人のことだ。約束が終わったから、はい、そこまでなんてことはない。約束とは関係なく、おまえを守るって気持ちは残ってる。いくら水をかけても消えない残り火みたいに。それに俺は……」

　セイジアの翠の瞳を……翠の瞳だけを見て、トーマは言った。

「──だか。それでも俺は覚かく悟ごを決めてきた」

　トーマは刀を構え直した。セイジアに背中を向け、砲手を睨にらむ。

「やめろ、小僧！」

　レッジェ将軍が叫んだ。トーマの意思を悟さとったのか、本気で声を震わせている。

「やめない。なにがあっても、俺は止める。〈封隕武器アーテイクル〉なんかで罪のない人間を死なせるわけにはいかない」

　トーマは刀を振り上げた。

「やめろ。トーマ、刀を下ろせ。無益な殺生はするな」

　特別、声を張り上げるでもなく、セイジアはそう呼びかけてきた。

「……」

「よく聞け、トーマ。〈トライドス・ハルムト・イーガ〉の発射──止める必要はない」

「……止める必要はない？」

　トーマは心底、驚おどろいた。

「やめろ、小僧！」

　繰くり返したレッジェの言葉は素通りしたが、セイジアのそれはトーマの耳に残っていた。

（……やめろ）

　──なぜ、だ。

　なにをするか見当もつかないが、だが、どんな状じよう況きようでも、言い訳も命いのち乞ごいもしないセイジアが──やめろ──と、言った。

（それは、つまり……）

「……やめろってことだ」

　トーマは刀を下ろした。

「それでいい、トーマ。──後は私を救う準備をしておけ」

「やれっ！」

　セイジアの呟つぶやきを搔かき消すようにして、レッジェ将軍の怒ど声せいが響いた。

「撃て！」

「発射します！」

　声を張り上げるとともに、砲手はレバーを引き絞しぼった。〈トライドス・ハルムト・イーガ〉の砲身が光を帯びた。

　──そして、光を放った。
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〈トライドス・ハルムト・イーガ〉の砲ほう口こうから光の粒りゆう子しが奔はしった。

　だが、それはすぐにさっと風に吹ふかれ、水に落ちた雪のように溶とけて消え果てた。

「馬ば鹿か者もの！　撃て、撃て！」

　レッジェ将軍の怒声に、砲手は、

「は、発射しました。発射手順にも間ま違ちがいはありません！」

　そう答えながらも、砲手はなんどもレバーを引いた。だが、砲身が帯びていた光も絶え、巨砲は沈ちん黙もくしたままだった。

「なにをしている、撃て！　今すぐにもういちど撃て！」

　興奮した将軍の唾つばが、トーマの顔まで飛んできた。

「も、申し訳ありません。弾薬の生成が十分ではなかったようで……すぐに準備を……」

　船体が震えた。青い光が広がり、位相変換器が作動を始めた。

「早くしろ！　リクレア軍が町に籠こもっているうちになんとかしろ。逃にげられてはかなわんっ！」

「は、はい。しかし……駄だ目めです。弾薬生成が進みません。……これは壊こわれているのではないでしょうか」

「なんだと！」

　レッジェ将軍は剣を握にぎり直し、セイジアの首筋に刃はを強く押し当てた。

「娘！　これはなんの真似だ？　騙だましたな。なにか細工をしたな。今すぐ、元に戻もどせ！　これを撃てるようにしろ」

「なんの細工もしていませんが？」

　涼すずしい顔で答えたセイジアに、将軍の怒いかりが爆ばく発はつした。

「ふざけるなっ！」

　将軍が剣を振り上げた瞬しゆん間かん、トーマの腰こしのあたりからなにかが飛んだ。

「っ！」

　目を押さえると、将軍は剣を落とし、体勢を崩くずした。そして砲身の基部に両手を着いたが、バネが仕掛けられた人形のようにすぐに飛び起きた。

「手がっ！　手がっ！」

　赤く火傷やけどした両手を振り回し、レッジェ将軍は叫んだ。

「前回の発射からさして時間が経たっていません。砲身基部は高熱を持っていますからお気をつけください──引き渡わたしの際にご説明したはずですが」

　セイジアが冷静に語る間に、トーマは一気に距きよ離りを詰つめ、レッジェの落とした剣けんを蹴けり飛ばした。そしてすぐさま、刀の切っ先を彼の首に突きつける。

「おまえらも動くな！」

　腰を浮うかせた砲手と操そう舵だの兵にそう命令する。

「将軍の顔になにをぶつけた？　手首の返しだけでたいした威力だな。それもムラジに鍛きたえられた賜たま物ものか？」

「そうだ。投げたのは〈ウィンダーラ〉に飛び込んできた〈アグニート〉の銃じゆう弾だんだ。いい使い方ができた」

「貴様ら！　グルになって！　グルになって、このわしに、キルガにゴミ屑くずをつかませたのか！」

「いいえ」セイジアは首を横に振った。「私は武器商人。その誇ほこりにかけて、ゴミ屑などを売りつけることはありません」

「だったらなんだ！　なぜ撃うてん！　肝かん心じんなところでなぜ撃てぬ！」

「それは……」

　セイジアが開きかけた口を閉じた。

　静まり返った戦場に、軽快な蹄ひづめの音が響ひびいた。トーマがそちらに目を向けると、アンザの町の方角から駆かけてくる〈鱗うろこ馬ば〉が三騎き──その先頭には守護代のエトワ、後ろにはふたりの従者がついている。

「手出し無用！　守護代様の騎き馬ばである！　何なん人ぴとたりとも手出し無用！」

　緑色の幟のぼりを掲かかげた従者が声を張り上げている。

　エトワは〈鱗馬〉を〈トライドス・ハルムト・イーガ〉の傍らにつけると、その甲かん板ぱんに乗り込んできた。トーマはレッジェに突つきつけていた刀を収めた。

「トーマ殿どの！　なにが起きたのか、説明してください」

　エトワに請こわれるまま、トーマは事情を語った。〈トライドス・ハルムト・イーガ〉の発射を止めるため、ここまで乗り込んできたこと、巨きよ砲ほうは発射されたが……不発に終わったこと。

「俺にもよくわからないが……セイジアが、セイジアがなにかやってくれた」

　そう言ったトーマの傍らでは、セイジアが険しい顔になった。

「おまえまで、そんなことを……私は言ったはずだ。なにもしていない、と」

「レッジェ将軍」

　エトワはレッジェ将軍に向き直ると、厳しい声で呼びかけた。

「今の話、本当なのですね。結果はともかく、この大砲をアンザに向け、放ったというのは？　いかなるつもりか！　ご説明願いたい！」

「それは……」

　彼女の気き迫はくに圧あつ倒とうされたのか、さすがのレッジェ将軍も脂あぶら汗あせをかき、口籠もった。だが、それは一瞬のことだった。

「リクレアの敗走兵どもが、恐おそれ多くもアンザの町に逃げ込みましたもので」

　不敵な笑えみを浮かべ、将軍は続けた。

「ネズミどもがまた外に出てきた際に備え、念のために砲を向けておいただけのことです」

　トーマは呆あきれた。この期ごに及およんでまだ、言い逃のがれできると思っているらしい。

「おかしいな。撃ち込む気、満々だったはずだが？　撃つ気はなかったのに、〈トライドス・ハルムト・イーガ〉に不具合があったと文句をつけたのか？　不思議な話もあったものだな」

　セイジアの言葉を完全に無視すると、レッジェ将軍はエトワに呼びかけた。

「この娘むすめの言うことを信じてはなりません。こやつめは武器商人。言うことはすべてデタラメばかり……」

「待て、レッジェ将軍。私は噓うそなど言わない。武器商人としての誇りがある。先ほども言ったが、ゴミ屑も、不良品も、私は売りつけることはない。〈トライドス・ハルムト・イーガ〉にはなんの不備も不良もない」

「ならば！」顔を真っ赤にしてレッジェ将軍が怒ど鳴なった。「なぜ、撃てなかった！」

（このジジイ……）

　トーマもさすがに呆れた。将軍は自分が守護代の前にいること、そしてアンザに砲を撃つつもりはなかったと弁明したことまで、きれいに忘れているようだ。

「知りたいのであれば……教えてさしあげましょう。しかし、少しお待ちください」

「どうしてだ？　適当なことでまた言い逃れを……」

「他にもそれを知りたい、と思われている方々がいらっしゃるでしょうから。──ほら、あちらに……」

　セイジアが指し示したのは東──深い森があるリクレアの方角だった。そちらから土つち煙けむりを上げて近づいてくるものがあった。

「……〈ウィンダーラ〉か！」

　トーマは思わず声を上げた。接近する影かげは間違いなく、ミリの地上船〈ウィンダーラ〉だった。トーマをここに降ろしてそのまま離り脱だつしていったが、そういえば、ミリはまだ用事があると言い残していた。

「レッジェ将軍。あの船に攻こう撃げきを加えないよう、あらためて命令を」

　エトワに言われ、レッジェ将軍は渋しぶ々しぶという様子で、近くにいた騎馬兵たちに命令を伝えた。攻撃無用の伝令のため、彼らはすぐに駆け出していった。その間にも〈ウィンダーラ〉はどんどん近づいてくる。

「……あぁ」と、トーマは息を漏もらした。

　アンザの町で乗り込んだ時とは比ひ較かくにならないほど、各部が破損していた。船腹は細かな穴だらけになり、片方は残っていたはずの機械腕うでも失われている。すべて、キルガ軍の囲みを突とつ破ぱし、トーマをここに送り届ける際に受けた攻撃によるものだろう。

　速度を落としつつ〈トライドス・ハルムト・イーガ〉に接近した〈ウィンダーラ〉は、その傍かたわらにぴたりと停止した。そして、その操船用キャビンからはミリ、彼女に続いて──リクレア軍の軍師インスウと、トーマの知らない男が姿を現した。

「……ドウサン殿」

　エトワの口にした名前には、トーマも聞き覚えがあった。確か、インスウと出世競争をしている軍師だ。言われてみれば、その軍服や徽き章しようもインスウと同等のものに見える。インスウほどではないが、筆頭軍師に選ばれるにしては、ドウサンもまだ若い──三十そこそこに見えた。

「貴様！」

　レッジェ将軍の怒ど声せいが飛んだ。その視線は〈ウィンダーラ〉の甲板に留とどまったままのインスウに向けられていた。

「おひさしぶりです、お祖じ父い様さま」

　インスウは深々と頭を下げた。

「なにをしに来た！　よくも、わしの前にのこのこと……」

「セイジア殿の使者に呼ばれまして。なにやら今回の戦いくさ……否いな、今回の件について、重要な話があるとかで」

　レッジェ将軍──実の祖父の厳しい詰きつ問もんにも動じることなく、インスウは冷静に返した。

「それ故ゆえ、我がリクレア軍の筆頭軍師、ドウサン殿にもご同行願いました」

　インスウにちらりと視線を向けられたドウサンは、露ろ骨こつに顔をしかめた。

「ほう。そちらがドウサンか。初めて顔を見るが……どうした？」

　レッジェ将軍がなにを言いたいのか、トーマにも理解できた。元から神経質そうな顔立ちなのだろうが、今は尚なお更さらだった。将軍とはいちども目を合わせようともせず、アナネズミのようにびくびくしている。この場に引きずり出されたことへの不満、恐れが露骨に表れていた。

「ジイさん、そういじめるなよ！」

　インスウとドウサンの後ろから、ミリが声を上げた。

「そこの筆頭軍師様、〈トライドス・ハルムト・イーガ〉が山を吹ふき飛ばした時、真っ先に逃げ出したらしいぜ。まだ、びびってんだよ。それを無理やり戦場の真ん中に連れ戻されて、生きた心地ここちがしねぇんだろ。こっちのインスウに連れ戻される途と中ちゆうで拾ったんだ。ま、あたしとしてみたら、ふたり一いつ緒しよに見つけられて、手間がかからなくてよかったけど」

「ふんっ、リクレアの軍師らしいな。頭でっかちが、いざ戦場に立てばなにもできず、ただ怯おびえるだけか」

「ふざけるな！」

　侮ぶ蔑べつの視線を向けたレッジェ将軍に、ドウサンもさすがに牙きばを剝むいた。

「なにをデカい面つらをしている。こちらが知らないとでも思っているのか？　ご自じ慢まんのこの大砲……すでに壊こわれ、ただの鉄てつ屑くずになっていること、そこの娘が言っていたぞ」

　指さされたミリは慌あわてて首を横に振ふった。

「そんな恐こわい顔すんなよセイジア！　言ってない言ってない。ただ、撃てなかったって言っただけだって」

「撃てない大砲ならば鉄屑だろうに」

　ドウサンはレッジェ将軍を挑ちよう発はつした。さっきまでの怯えた表情はすでに消えていた。

「この大砲さえ沈ちん黙もくすれば、キルガなど恐るるに足らず。今は散った兵もすぐに集め、控ひかえている五千の兵も合流させる。本日のうちにカタをつけてやるぞ」

「調子に乗るな、小こ僧ぞう！」

　レッジェもまた、容易たやすく激げつ昴こうした。

「それはこちらの台詞せりふだ。我が軍も砦とりでに控えた兵をすべて繰くり出す。リクレアの兵ひとり残らず、首を落としてやる！」

　レッジェ将軍と筆頭軍師ドウサン、両軍の大将が睨にらみ合った。トーマだけでなく、インスウ、そしてエトワもそれを見守り、固かた唾ずを吞のんだ。その場の緊きん張ちようが極限まで高まった頃ころ……。

「……で、あなた方はなにを？　なにを理由にそこまで争っているのか……」

　セイジアがぽつりとこぼした。

「……セイジア」

　さすがに我が慢まんできず、トーマが口を開いた。

「いい加減にしろ。そもそも、おまえが教えてくれたことだろ？　キルガとリクレアがぶつかってるのは〈鋼砂〉のせいだって」

「〈鋼砂〉の？」

　今、初めて聞いたというように、セイジアが首を傾かしげた。

「なにとぼけてんだ。アンザの、あの試し掘くつ場で見つかった新鉱脈のことだろ」

「……あぁ、なるほど。ということは……」

　セイジアはレッジェとドウサン、ふたりの顔を順に見て、

「では、まだご存じないと。このアンザの地に〈鋼砂〉の新鉱脈など、ありはしないことを」
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　セイジアの言葉に、その場がしんと静まり返った。

「……今、なんて言った？」

　沈黙を破ったのはトーマだった。

「──『では、まだご存じないと。このアンザの地に〈鋼砂〉の新鉱脈など、ありはしないことを』」

「ふざけるな！」

　トーマはオウム返しにしたセイジアを怒鳴りつけた。

「誰だれが繰り返せって言った。こっちは説明しろって言ってるんだ」

「わかっている。ふざけただけだ」

「こいつ……」

「では、あらためて説明しよう。先ほどの砲ほう撃げき、〈トライドス・ハルムト・イーガ〉は弾だん薬やくを十分に生成できず、砲撃できなかった。正確にいえば、ある限りの〈鋼砂〉から弾薬を生成したものの、それは微び々びたる量で、実際の砲撃とは呼べないものだった──それはつまり、この地に〈鋼砂〉などなかったという、なによりの証しよう拠こだ。以上、説明終わり」

　セイジアがそれきり黙だまってしまったので、トーマは慌てた。

「待て。じゃあ、新しい鉱脈って話はなんだったんだ？」

「試掘をした者に騙だまされたのだろう。〈トライドス・ハルムト・イーガ〉の位相変へん換かん器は昨夜の二回の試射、先ほどの威い嚇かく、都合三回の砲撃で、この地に残されていた〈鋼砂〉を吸い尽つくした。いくらこの巨きよ砲ほうでも、たかが三回の砲撃で鉱脈すべてを吸い尽くせるはずがない。この地の鉱脈はやはりすでに尽きていた──先ほどまでは確信を持てなかったが、これではっきりした。──このアンザに〈鋼砂〉の新鉱脈など、ありはしない。というわけで、おわかりいただけましたか、レッジェ将軍？　〈トライドス・ハルムト・イーガ〉のどこにも不良はありません。ただ、これまでの砲撃でこの地から〈鋼砂〉が完全になくなっただけのこと。納なつ得とくしていただければ、こちらからはもう……」

「納得できるか！」

　レッジェ将軍は怒鳴った。

「娘！　貴様、すべて知っていたのだろう！　知っていてわざと残りの〈鋼砂〉を使い果たしたな！　たとえ三発分だけだったとしても、リクレアを叩たたくには十分だったはずだ！」

「はて？　使い果たしたのは事実ですが、それをしたのは私ではなく、キルガ軍でしょう？」

　悪びれることもなく、セイジアは返した。

「二度の試射の際も、そして今回の威嚇の際も、私は将軍に指示を仰あおぎました。その結果、撃うてと命じられたのは将軍です。まぁ、どちらにしても、〈トライドス・ハルムト・イーガ〉に問題はなかったと、それだけ知っていただければ、こちらとしては不満はありません。高い買い物をして頂いたのに、無用の長物になったことは同情します。しかし、〈鋼砂〉がなくなったことまでは、こちらも責任はとれませんから」

　レッジェ将軍に一礼すると、セイジアは〈トライドス・ハルムト・イーガ〉から、〈ウィンダーラ〉にひらりと飛び移った。慌ててそれに続いたトーマだったが、その足どりは軽かった。

（そうだったのかセイジア……やはり、みんな、考えがあってのことだったんだな……）

「ま、待て。そんな言い訳が通るとでも思っているのか？」

　レッジェ将軍もふたりを追いかけてきた。

「思っています」すかさず答えると、セイジアは白いドレスの裾すそをつまんで会え釈しやくした。「それではレッジェ将軍、ごきげんよう。この地での商売はすべて終わりました。そろそろ引き揚あげる支し度たくをしようかと思いますので」

「なんだ、その勝手な言いぐさは！　こちらはなにも終わってなどいない！　たとえこの大砲が沈黙したところで、おまえから買い入れた〈アグニート〉もある。そもそも、我が軍がリクレアを圧あつ倒とうしているところだ。あぁっ！　だが、それだけでは腹の虫が治まらんっ。おまえを斬きり殺し……」

「そんなことはさせない！」

　勢い込んで叫さけんだトーマの横で、セイジアが「ん？」と首を傾げた。

「〈アグニート〉？　弾薬はまだ十分にあるのですか？　本来ならリクレアに撃ち込むべき弾だん丸がん、ずいぶんと〈ウィンダーラ〉に撃ち込んだようですが？」

「んっ」

　レッジェ将軍が息を吞んだ。それはトーマも同様だった。

（ミリに言って、俺をここに連れてきたのはセイジアに決まっている。けど、〈ウィンダーラ〉を走らせたのはそのためだけではなく……）

「わざと〈アグニート〉の的にして、弾薬を消費させるためだったのか！」

「さぁ、それはどうかな？　ただ、キルガの〈アグニート〉にもう弾たまはなく、リクレアも敗走の際にその多くを失ってしまった。それだけは確かなことだ」

「……んん。重ね重ねの愚ぐ弄ろう……もはや勘かん弁べんならん」レッジェ将軍は叫んだ。「まずは娘むすめ、貴様の首だ。その後、リクレアを叩き潰つぶす！」

「叩き潰されるのは貴き殿でんの国であろう」

　これまで黙って話を聞いていたドウサンだが、堪こらえきれず進み出た。

「但ただし、その娘に貸しがあるのは我が国も同じ。その娘の首はこちらで貰もらい受ける」

「悪いが、私の首はひとつしかない。それに差し出すこともできない。首がなくなると、なにかと不自由だろうしな」

「セイジア、むやみに挑発するな」

　相変わらずのセイジアに、トーマは声を大きくした。

「おまえがなにをしようとしてたのか、それが俺にもようやくわかってきた。ここで死なせるわけにはいかない。それに……」

　トーマはエトワに視線を向けた。自分の傍かたわらにはいるものの、顔を伏ふせてその表情は窺うかがえない。

「それにおまえら、守護代様の前でよくもぬけぬけと……エイジャ王家に逆らう気か？」

　王家の権けん威いを持ち出すのは柄がらではなかったが、レッジェたちの不ふ遜そんな態度、見み逃のがしてはエトワがあまりに気の毒だと思った。

「我ら、エイジャ王家には忠誠を誓ちかっている。だが、アンザは所しよ詮せん、辺境の小さな直ちよつ轄かつ地」ドウサンが薄うす笑わらいを浮うかべた。「あちこちで紛ふん争そうが多発している昨今だ。花だけが頼たよりの上納もままならない土地、王家も救いの手を差し伸のべてくれる余よ裕ゆうがあるかどうか」

　ドウサンの言葉に、レッジェ将軍も下げ卑びた笑えみを浮かべた。敵味方でありながら、王家に対しての屈くつ折せつした想おもいは共通しているようだ。

「たしかに……ドウサン殿どのの言われる通りかもしれません。今の王家の状じよう況きようからすれば、アンザが紛争に巻き込まれたところで、兵を差し向けてくれるかどうかは怪あやしいところ……」

　顔を伏せたままエトワは言った。

「それに、アンザが花しか誇ほこるものがない小さな里であることもまた、事実……しかし」

　エトワは顔を上げ、ドウサン、そしてレッジェ将軍に鋭するどい視線を向けた。

「花が人を殺すこともあるのです。それだけはお忘れなきよう……」

「？」

　エトワの言う意味が理解できず、トーマは首を傾げた。ドウサンもレッジェ将軍のふたりも戸と惑まどいを露あらわにしていると、セイジアがぱんぱんっと手を打った。

「下手の考え、休むに似たり──とも言います。考えるのが苦手な方がいくら考えても、頭が痛くなるばかりで損ですよ。それにしても勘かん違ちがいもここまで来ると、むしろ痛快。キルガとリクレア、両国ともまだ自分たちがアンザにとって脅きよう威いだと思っているとは……わかっていないなら、はっきり言ってさしあげますが……〈封隕武器アーテイクル〉の有う無むなど関係なく、……キルガにしてもリクレアにしても」

　セイジアの翠みどりの瞳ひとみが輝かがやきを増した。

「どちらの国も、もう、戦いくさなどできはしませんよ」
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「戦はできない？　どういうことだ、セイジア？」

　疑問の声を上げたトーマにセイジアは、

「──〈封隕武器アーテイクル〉がなくても、両軍ともに兵士はいる。しかし、そもそもの争いの原因、〈鋼砂〉の新鉱脈がないとわかった以上、戦に勝ったところで、得られる実利はなし。どちらの軍にしても、兵に渡わたすべき報賞金の払はらいはどうするつもりなのか？　そんな先の話ではなく、このままでは明日あしたの兵ひよう糧ろうの用意も難しいはずだ。キルガは私の口くち利ききで〈エルムの講〉から大きな借金をした」

　レッジェ将軍が「ふんっ」と顔を背そむけた。

「財政が苦しいのはリクレアも同じ。毎年の水害に農地は荒あれるばかり。すでに逃にげ出した農民も少なくはない」

　こんどはドウサンが「んっ」と息を吞のんだ。

「争いの種もまやかしだった。争うにも国の財政は最悪。なんのために争い、どうやって戦うというのですか？」

〈ウィンダーラ〉の甲かん板ぱんの上を悠ゆう然ぜんと歩きながら、セイジアはその場に居合わせた人々──レッジェ将軍、ドウサン、インスウ、エトワ、ミリ、そしてトーマの顔、否いな、その瞳を、なにかを確かめるようにして、丁てい寧ねいに覗のぞき込んでいった。

　そして甲板後部、ボロボロになった木箱の山に上がると、右手を高々と挙げた。




「私は武器商人。殺さつ戮りくと破は壊かい──そのための武器をお持ちしました」




　セイジアの声は風に運ばれ、四方に力強くこだました。彼女の純白のドレスは砂すな埃ぼこりでひどく汚よごれていたが、トーマにはその姿は夜空に浮かぶ月よりも怜れい悧りに輝いて見えた。

「──と、言って、私は武器を売りました。けれど、私がしたのはそれだけです。武器を買ったのも、それを使おうとしたのも、それはあなたたちの意思でしたこと。であれば、武器を捨てることもできるでしょう。収めるだけなら更さらに容易たやすいはず。

　──さぁ。どうするか決めるといい」

　セイジアの呼びかけに最初に反応したのは、レッジェ将軍でもドウサンでもなく、インスウだった。

「──完全に掌てのひらの上で転がされましたか。あなたがこの地を訪おとずれた時、我々とキルガはまさに一いつ触しよく即そく発はつ。アンザを巻き込んで本格的な戦になる寸前だった。しかし、あなたが〈封隕武器アーテイクル〉を売って以降……これだけの衝しよう突とつに至ったにもかかわらず、どちらの軍からも目立った被ひ害がいは出ていない。武器を両方に与あたえることで、今まで以上の緊きん張ちよう感を煽あおり、逆にぎりぎりの保留状態で封じ込んだ。見事なものです」

　その話にトーマも深くうなずいた。無論、知らないところで小こ競ぜり合いがあり、命を落とした兵もいるかもしれないが、少なくともセイジアが戦場の中ちゆう核かくの動きを封じたのは間違いない。

「……武器を封じただけじゃない」

　そう言うと、トーマはセイジアのことを正面から見み据すえた。

「俺にもようやく合が点てんがいった。武器を封じながらも武器を売り続けることで、両国に経済的打だ撃げきを与え、追い詰つめた。そして〈鋼砂〉をそのまま弾だん薬やくにする武器を投入することで、新しい鉱脈などないことを示した。争いの種さえ、本当はないことを教えた。みんな最初からの狙ねらい通りだったんだ……」

　トーマは深い溜ため息いきをついた。




　──おまえ、凄すごいヤツだな。




「念のために言っておきましょう」

　木箱の山に立ったままのセイジアが声を上げた。

「どちらの国にしても、年ねん貢ぐを上げ、戦費を調達しようとしても無理ですよ。そうでなくとも、今の年貢は王家の取り決めを無視した法外なもの。それを更に上げようとすれば、どのようなことになるか……。民たみの不満は高まり、下手をすれば一いつ揆きで国がひっくり返っても不思議はないですから」

「……もはや、ここまで──というヤツですか」インスウは苦笑いした。「お祖じ父い様さま、それからドウサン。両軍ともにここが引き時でしょう」

「なにを他人ひと事ごとのように言っている！　こうなった責任、軍師である我らに問われるのだぞ」

　ドウサンが言い返したが、インスウは表情も変えず、

「しかたないでしょう。それも我々の仕事です──お祖父様、いえ、レッジェ将軍。私は今回のこと、包み隠かくさずリクレアの守護に報告するつもりです。将軍もキルガに戻もどられ、一いつ切さいをキルガ守護に……」

「伝えられるかっ！」

　レッジェ将軍の怒ど声せいがトーマの耳を強く打った。

「そんなことをすれば身の破は滅めつだ。わしの首が落とされる……そこまではなかったとしても、今の地位には留とどまれぬ……家も潰され……」

「それはもう、どうしようもないことでしょうに」

　孫のインスウに哀あわれみの視線を向けられても、レッジェ将軍の怒いかりは収まらなかった。むしろ火に油を注ぐ結果になった。

「こうなったからには、やはり……せめて……あの武器商人の娘むすめの命だけは……」

「……獲とるのですか？　あの娘この首を」

　苦く笑しようしたインスウが指さした先、そこにはセイジアがいたが……木箱に背中を預け、だらしなく寝ねそべるようにしていた。

（また、よりによってかよ……）

　トーマはセイジアに駆かけ寄った。

「起きろ、セイジア、起きろ！」

「えー、寝てないって、ちょっと疲つかれたから横になってただけだもん」

　半分閉じた瞼まぶたでセイジアは答えた。

「だから！　今は横になるなって。肝かん心じんなとこだろ、まだ。戦場のド真ん中なんだぞ」

「でも、やること終わったもん。もうヘトヘト………」

「……そうだな。おまえ、昨日の夜からずっと、あっちに行ってたままだったもんな……やっぱり疲れるのか……わかった、それならいい」

　重い足音を響ひびかせ、レッジェ将軍が近づいてきた。トーマはセイジアを庇かばうようにして、その前に立った。

「──もう、ゆっくり寝てろ。後は俺がなんとかしてやる。命も守ってやる。面めん倒どうは全部、俺が引き受けてやる」

「どけ、小こ僧ぞう。その忌いま々いましい小こ娘むすめの首、この手でへし折ってやる」

　瞳に狂きよう気きを宿し、将軍はセイジアに飛びかかろうとした。トーマは手にしていた刀を敢あえて捨てると、将軍の腕うでをつかんだ。老人とはいえ、トーマより頭ひとつ大きい体格、抑よく制せいの利きかなくなった力は脅威だった。だが、それでも、

「──俺はセイジアの警護役なんだ」

　その手首を捻ひねり、身体からだを腰こしに乗せるようにすると、トーマは将軍を甲板に投げつけた。動けないように腕の関節を締しめ上げる。

「待ってよ、トーマ。その人、殺しちゃったりしたら、困る人いるから」

　眠ねむそうな顔のまま言うセイジアに、トーマは「えっ」と声を漏もらした。

「……ていうか、殺そうとはしていない。それに誰だれが困るんだ？　どこにいる？」

「──ここに控ひかえております」

　その声とともに、セイジアがもたれていた木箱の山がガラガラと崩くずれた。

「っ！」と驚おどろいたトーマの前に姿を現したのは、不気味な黒い仮面を被かぶり、身体も黒い革のコートで羽織った男だった。

「お、おまえ、誰だ？　いや、いつからそこに？」

　トーマは男に呼びかけた。仮面も革でできていて、顔をすっぽり覆おおっている。目のところに細い隙すき間ま、後は口元が少し開いているだけで、表情はおろか、どんな顔をしているのかさえ窺うかがえなかった。

「──私は〈エルムの講〉から参りました、キラムと申します」

　しわがれ声で男──キラムは言った。

「レッジェ様の担当にございます……。返済が完かん了りようするまでは、レッジェ様の身は我が講の財産も同じ。その身に万が一のことがないよう、常に見守らせて頂きます」

「そ、そうか……手間をとらせるな」

　キラムの異様な姿を警けい戒かいしていた将軍だったが、子供のように顔かおを綻ほころばせた。そして、あらためてセイジアに迫せまろうとしたが……。

「うっ」

　伸のばした手をキラムにつかまれ、レッジェ将軍は悲鳴を上げた。

「なにをする、おまえ！　わしの守り役ではなかったのか」

「レッジェ様はなにか勘かん違ちがいをされているようで……」地じ獄ごくの底から響くような声でキラムは答えた。「返済が完了するまで、レッジェ様の身は我々のものにございます故ゆえ……」

「……」

「余計なことをされては我々が迷めい惑わくします──貸し付けの仲ちゆう介かい人であるセイジア様を手に掛かけるような真似まねは特に……我々はいくらでもおります。そして、この先、常にレッジェ様を監かん視しさせて頂きます」

「貴様、なんのつもりだっ！　たかが金貸し風ふ情ぜいがわしのすることに口出しするな！」

「そうは参りません。返済完了まで、レッジェ様の御おん身みは我らのものです。ですので……」

　レッジェ将軍の手をつかんだまま、キラムは続けた。

「ご覧ください、このように」

「！」

　成り行きを見守っていたトーマが声を上げそうになった。キムラと同じ黒仮面、黒くろ装しよう束ぞくの男が数名、レッジェ将軍をとり囲んでいた。〈ウィンダーラ〉に乗り込んできたことすら気づかなかった。

「おわかりいただけましたか、レッジェ様。我々はいくらでもおります」

　キラムが手を離はなすと、レッジェ将軍は膝ひざを折り、その場に座り込んだ。

「なんにせよ、長いおつき合いになると思います──たとえ、レッジェ様が地獄に堕おちた後でも、我々は追いかけます」

　レッジェ将軍が恐きよう怖ふに顔を引き攣つらせている横で、セイジアは眠そうに瞼を擦こすっていた。

「こうしてると、ホントに子供みたいなのに、こいつ、ホントに凄いな……」

　しみじみと呟つぶやいたトーマに「おまえ、今いま頃ごろ気がついたの？」とミリが茶々を入れてきた。

「アンザの町の仕し掛かけもうまくいってたみたいだし、こいつ、よく頭回るよなぁ」

「アンザの町の？　なんだ？」

「え？　おまえ知らなかったの？」ミリは目を丸くした。「アンザの町、人が消えてただろ？　リクレアが町に逃にげ込んでくる前から、昨日のうちからさ、全員、裏山に避ひ難なんしてたんだよ。兵隊連中が逃げ込んできても、それで余計な被ひ害がいが出ないようにさ」

「避難？　どういうことだ？」

「昨日の夜、町にカーラのヤツが現れた。で、こう言った。『夜明けとともに町を災わざわいが襲おそう。一日でよいから、町を捨て、山へ逃げよ』」

「……それだけか？　あんな怪あやしい女にそう言われただけで、全員が信じて町から出た？」

「普ふ通つうなら信じねーよな。でもカーラはその場で予言を的中させたのさ。しかも二度もな。だから、皆みんな、あいつのことを信じた。カーラは『もうすぐ、町からさほど遠くないところに、裁きの雷かみなりが続いて落ちる』と予言して、それが本当に起きた」

「裁きの雷の予言……二度……ん？　あの前日の夜……あっ！」

　光と轟ごう音おんの記き憶おくとともに、トーマの脳のう裏りに〈トライドス・ハルムト・イーガ〉の試射の光景が蘇よみがえった。

「そうだよ。カーラが『今から裁きの雷が下る』って言うと、その通りに西の空が光ってドーンって来た。しかも二度もな……それで町の連中はすっかり信じ込んだんだ。寝てたヤツらも起こして、夜明け前から山に籠こもってるってことさ」

「そうか、そうだったのか……」

　トーマは「はぁ」と溜息をついた。

　セイジアのことだ。すべて計画通りなのだろう。〈トライドス・ハルムト・イーガ〉の試射をする時間をも正確に決めていた。それをカーラに伝え、予言の成じよう就じゆと住人たちに思い込ませ、確実な避難に繫つなげた。

「……こいつ、どこまで頭が回るんだ」

　再びトーマが視線を向けた先では、セイジアはすでにすやすやと寝ね息いきを立てていた。そんな彼女の前に屈かがみ込むと、トーマは自分の上着を脱ぬぎ、剝むき出しになったセイジアの肩かたにかけてやった。

「しばらくは……好きなだけ寝てろ。おまえはそれだけの仕事をしたよ」







　エピローグ　解明の武器商人
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〈エルムの講〉使者の出現に、レッジェ将軍もようやく観念し、アンザの包囲を解かせると、キルガ軍を領内に引き揚あげさせた。また、一方のリクレア軍の兵士たちもインスウ、ドウサンの命令を受け、町から出ると、同じく国へ戻もどっていった。

　──こうしてキルガとリクレア、両国の全面対決は回かい避ひされた。




　そして、その翌日のことである。
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　──セイジア。

　そっと、その名を呟いてみる。

　たちまち、心が凍こおりつきそうになる。

　その名を、その顔を、思い浮うかべただけで身を灼やかれるほど憎にくい相手は何人もいた。ここ数年、自分はそうした熱に苛さいなまれ、突つき動かされてきたのだ。

　だが──。

　セイジア。キルガとリクレアが戦いくさをしてともに滅ほろぶ。その夢を見せた挙げ句、それを奪うばった女。セイジアという名前を心に浮かべただけで、身は震ふるえ、凍こごえそうになる。

　今まで感じていた憎しみとは、まるで別の感覚……。彼女を殺さないことには、きっとこのまま凍いてつき、氷のようになってしまうだろう。

　──足音を殺し、セイジアの寝しん室しつにそっと忍しのび込む。明け方近い。空はまだ藍あい色で、窓からは薄うす明あかりしか差し込まず、室内は暗い。目を凝こらして、大きなベッド、その上掛けの膨ふくらみを確かく認にんする。

　──殺す。

　この女を殺す。

　懐ふところに隠かくしていた短たん剣けんをとり出し、躊躇ためらいなく振ふり下ろす。

（……？）

　手て応ごたえはない。短剣は上掛けの布こそ切り裂さいたものの、その下にあるはずのセイジアの身体からだ──柔やわらかな肉を貫つらぬいた感かん触しよくはない。なにか硬かたいものに弾はじかれ、そして──。

　天地が逆転した。短剣を握にぎっていた手首をとられ、床ゆかに投げ伏ふせられ、そのまま押さえ込まれた。




「──本当に……本当に……あんただったのか」

　ベッドの中にいたのはセイジアではなく、トーマだった。襲しゆう撃げきを予想していたのか、鉄の胸当てをしていた。これで短剣を防ぎ、逆ぎやく襲しゆうしてきたのだとわかった。

「信じられない……」

　暗がりの中、仄ほのかな光を集めた彼の瞳ひとみは潤うるみ、涙なみだを溜ためているように見えた。

「キルガとリクレアを争わせ、このアンザの地に戦の種を蒔まいていた、その元げん凶きようが……。

　──守護代のエトワ、あんただったなんて」
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　トーマはまだ信じられなかった。

　自分が組み伏せているのは、間違いなく守護代のエトワだ。彼女の手には短剣が握られている。そして、それはこのベッドに寝ねているはずだったセイジアの心臓を狙ねらっていた。

　エトワはセイジアを殺そうとした。

　キルガとリクレアの戦を回避させ、このアンザの地を救ったセイジアを……。

　それが、なによりの証しよう拠こだ。

　セイジアから聞かされていた真実──エトワこそが、今回の事件の元凶であったこと。

　そもそもの争いの原因、新しい〈鋼砂〉の鉱脈があるという噓うそを広めた。キルガとリクレアに戦争させようとした。そして、そのせいで、これまで何百人も犠ぎ牲せい者が出た……。

　頭では理解しつつも、トーマの心が真実を拒こばんでいた。

「答えてくれ。本当にあんたなのか？　今回のキルガとリクレアの対立、あんたが煽あおった結果なのか？」

　トーマは息を止め、エトワの答えを待った。

「──その通りです……途と中ちゆうまでは、うまくやれていたと思います」

　床に倒たおされ、自由を奪われながらも──エトワは胸を張り、誇ほこらしげに答えた。

「……」

「セイジア様から聞かされていたのですか？　私の襲撃を察して、あなたに身代わりをさせたのも、あの方の考えですか？」

　エトワの問いかけに、トーマはうなずいて答えた。

「そうですか……やはり、あの方は恐おそろしいですね。なにもかもお見通しでしたか」

「……重ねて問う。本当なのか？　本当にあんたがやったのか？」

「さすがに……」エトワは笑った。「こうなってはもはや、言い逃のがれはできないでしょう。私にも守護代としての誇りがあります。無様な真似まねはしたくありません」

「……」

「アンザを巻き込み、キルガとリクレアに戦を煽った元凶、それは私です。セイジア様のことです、とぼけたところで、これ以外にも──」エトワは手にした短剣を見た。「確実な証拠なりをすでにつかんでおられるのでしょう」

「どうしてだ？　戦を憎んでいたはずの……この地の守護代が……なぜ、そんなことをしたんだ？」

「そこまでは聞かされていないのですか？」

「俺がセイジアから聞いたのは、あんたが〈鋼砂〉の新鉱脈について噓の話を広め、キルガとリクレアを争わせようとしていたことだけだ。その理由までは知らない」

「そうですか。理由は……あります」

　そう答えたきり、エトワは黙だまり込んだ。やがて握っていた短剣を床に落とすと、彼女はおもむろに口を開いた。

「トーマ殿どの、あなたにはすべてをお話しします。ですから、今いま更さらと思われるかもしれませんが、私の生おい立ちのことから、あなたには知っておいてほしい。それを語らずして、私がどうしてこのようなことに及およんだのか、それについては答えられません」

「わかった。どうしてなのか、俺はどうしても知りたい。長くかかってもいい。教えてくれ」

「ならば──どうせなら、ここではなく、外で……中庭に場所を移してもよろしいですか？　それから、そちらにいらっしゃるセイジア様も、どうぞご一いつ緒しよに」

　エトワの言葉に、カーテンの陰かげに隠れていたセイジアが顔を覗のぞかせた。

「えへへ、ここにいるのバレちゃったか」

「──わかった。外に出よう」

　トーマが答えると、エトワは彼とセイジアを中庭の一角、池のほとりの東あずま屋やへと案内した。そこのベンチに腰こしを掛かけると、彼女は話を始めた。

「私は先代アンザ守護代の第一子として、この城で生を享うけました。その日、城の者が皆、私の誕生を祝福してくれたと聞きます……」

　──エトワは先代のアンザ守護代の息女として生まれ、健すこやかに育った。高貴な身ながら武術が好きという変わり種ではあったが、歳としの離はなれた弟が将来は家か督とくを継つぐことも決まり、両親はエトワの自由にさせていた。彼女は明るく、心根の優やさしい少女で、城の者たちからも愛されて育った。

　だが、数年前、そんな彼女の運命が大きく変わった。以前から紛ふん争そうの火種には事欠かなかった、キルガとリクレアの争いの対立が激しくなり、とうとう、最初の武力衝しよう突とつが起きた。エトワの父、守護代アレフはこれを憂うれい、王家に実情を報告した。まだ力の衰おとろえていなかった王家はすぐに動き、両国軍部の幹部が処しよ刑けいされた。

　悲劇はその直後に起きた。

　守護代の代理として王家の式典に参列したその妻、つまりエトワの母クレアが、帰路、盗とう賊ぞくたちに襲おそわれ、随ずい行こうの家臣たちとともに無む惨ざんな死を遂とげたのだ。それがキルガ・リクレアからの報復であることに間違いはなかったが、明確な証拠がなく、王家もとり合ってはくれなかった。

「母の死の原因、これは天に誓ちかえます。はっきりした証拠もあったのです。母は盗賊に殺された。だが、それを操あやつっていたのは、処刑されたキルガ、リクレアの幹部の遺族たちでした。けれど、父が……守護代である父は動いてくれなかった。キルガ、リクレアと直接、渡わたり合うことを避さけた──次は自分が狙われると恐れてしまったからです……だから、私は誓った。復ふく讐しゆうを遂げると。キルガもリクレアも滅べばいい。互たがいに争い、ひとりも残らず滅んでしまえばいいと。そのためになら、どんなことでもすると……」

　──エトワは動いた。

　まず、キルガとリクレアと積極的に関係を持つように努めた。そして言葉巧たくみに両国に偽にせの情報を流すと、相手国への敵意を煽っていった。

「けれど、それだけでは開戦には至りませんでした。私の力不足です。そこで目をつけたのが〈鋼砂〉です。枯こ渇かつした〈鋼砂〉ですが、新しい鉱脈がないか、以前から細々と調査は続いていました。その調査に当たっていた者たちを買収しました。そして偽の報告をさせたのです。新しい鉱脈が見つかったと。採さい掘くつに多少手間はかかるが、これまでにない大きな鉱脈があると……キルガもリクレアも目の色を変えました」

　トーマは息を吞のんだ。本当に……本当に戦の種そのものが、エトワの捏ねつ造ぞうだったとは……。

「両国の緊きん張ちようは見る間に高まっていきました……けれど、父上に知られてしまった。父上は私をなじった。悪あく魔まの所行だと。それは別にどうでもよかったのです。ただ、邪じや魔まをされては困ります。だから……」

　エトワの視線の先、そこには咲さき乱れる白いクレノの花があった。

「クレノの花を使って、父上を殺しました」

「クレノの……花で？」

「昔から城の女たちにのみ伝わっていることです。クレノは煎せんじることで遅ち効こう性の毒になります。効き目は遅おそいのですが、痕こん跡せきを残さず、腕うで利ききの医者にも見破れないのです」

「……」

「クレノの別名は〈戦いくさ華ばな〉。知らないと申し上げましたが、その謂いわれも知っています。女たちが、自分たちだけが知る密ひそかな戦に用いる武器だから、〈戦華〉と名づけられていたのです」

　初めてこの城を訪おとずれた日のことを、トーマは思い出した。セイジアはクレノの花のことをエトワに尋たずねていた。セイジアは最初からクレノのこと──その毒や別名の由来のことも含ふくめ、きっと知っていたのだろう。それをわざわざ話題にしたのは、彼女なりの試ためしだったのかもしれない。

「父が亡なくなると、両国の対立は更さらに激しくなりました。跡あとを継いだ私がまだ若く、女の身でしたから……でも、それは私にとっては願ってもないことでした。そういう意味でも、父を始末したのは意味がありました。両国は利権を独どく占せんするため、警備の名目で、〈鋼砂〉の試し掘くつ場に兵を差し向けるようになったのです。ところが、両者とも睨にらみ合いを続けるばかりで、本格的衝突には至らなかった。そこに……セイジア様がいらっしゃった。武器商人という話を聞いて、私の心がどんなに高ぶり、躍おどったことか。その気持ちを素す直なおにお伝えできなかったことが、なにより残念でした」

「それじゃあ……あの時……キルガに捕つかまったセイジアを助けに来てくれたのも……」

　トーマは声を絞しぼり出した。

「はい。まずはトーマ殿のお心を確かめて、セイジア様のことを心底案じておられることはわかりました。それにトーマ殿の腕うでも信用していましたが、万が一があっては困ります。セイジア様にはもっと、キルガにもリクレアに武器を売り、両国を破は滅めつに導いてもらわねば困りますから」

　そう答えると、エトワはトーマに微笑ほほえみかけた。これまでと変わらぬ優しい笑みが、トーマには恐ろしくて堪たまらなかった。

　──エトワの狙いは両国の対立を煽り、本格的な戦に導くこと。それがわかったうえで、これまでのことを振ふり返れば、すべての様相は完全に逆転する。

　城を初めて訪れ、セイジアが武器商人と聞いた時のエトワの顔。戦を嫌きらう守護代としての体面を保ちつつも、その裡うちでは激しく歓かん喜きしていた……。〈封隕武器アーテイクル〉の威い力りよくを目まの当たりにした時も、恐れではなく、歓喜に身を震ふるわせていた。セイジアがキルガに囚とらわれた際は彼女の命を気に懸かけたわけではなく、武器商人を失うわけにはいかなかったこと。考えてみれば、アンザに迫せまった〈トライドス・ハルムト・イーガ〉に駆かけつけてきたのも、同じことかもしれない。巨きよ砲ほうがアンザの町を破は壊かいすることを、身を挺ていしてでも止めようとしたのではなく、あれが、町を、そこに逃にげ込んだリクレアの兵士たちを皆みな殺ごろしにするところを見たかったのだ。キルガとリクレア、その全面対決の引き金となる、その一いち撃げきを……。
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「──あらためて語るべきこと、それはもう尽つきました」

　エトワはセイジアに向き直った。

「特級免めん許きよをお持ちのあなたです、王家との繫つながりも深いのでしょう？　然しかるべきところに今回の事態、報告していただいて構いません。逃げも隠かくれもしません」

　そう語るエトワは穏おだやかな様子のままで、そこには罪を暴あばかれた悔くやしさも、それを行ったセイジアに対する敵意も、およそ熱の伴ともなった感情は欠片かけらも窺うかがえなかった。

　──だから。トーマは油断していた。

　セイジアの前に立ったエトワ、その手に短たん剣けんが握にぎられていた。先ほど、襲しゆう撃げきに使ったものは寝しん室しつに残してきた。まだ別に隠し持っていたのだ。

「セイジア！」

　トーマは叫さけんだ。エトワの短剣、その刃はがセイジアの細い首筋にぴたりと当てられていた。

「なんの真似だ！　エトワ！　今更、セイジアを殺したところで、なんになる！　逃げも隠れもしないんじゃなかったのか？」

「トーマ殿！　動いてはなりません！　──逃げも隠れもしません。……けれど」

　咄とつ嗟さに飛びだそうとしたトーマだったが、その足が止まった。エトワの手に僅わずかに力が入り、刃の下、セイジアの首から糸のような血が流れた。当のセイジアは硬こう直ちよくしたように動かない。

「トーマ殿の言われる通りです。今更、なにをしたところで無む駄だです。なんにも、なりはしません。すべては終わったこと。けれど……」

　エトワの視線は真まっ直すぐにセイジアの瞳ひとみを捉とらえていた。

「セイジア──この娘むすめが、ただ憎にくい。これまでも、キルガも、リクレアも、それに私の邪魔をしようとした父上も憎かった。この身を焦こがすほどに。けれど……今のこの気持ちはなんなのか……熱くない。むしろ冷たいのです。戦ですべてが滅ほろぶ。その甘い夢を見せた挙げ句、それを奪うばった女。セイジアという名前を心に浮うかべただけで、私の身は震え、凍こごえそうになる。今まで感じていた憎しみとは、まるで別の感覚……この娘を殺さないことには、私はきっとこのまま凍いてつき、氷のようになってしまう……トーマ殿どの」

「……なんだ」

「……セイジア様が羨うらやましかった。いつでも、どんなことがあっても、トーマ殿に守ってもらえて。この憎しみは、その嫉そねみもあるのかもしれない」

「……こんな時になにを……それに俺は……守ってやれてない。今だって……結局、空回りだ」

「だとしても、私は羨ましい。私にも昔はそういう人たちがいました。──父母だけでなく、私にはもう一組の両親ともいえる、城の総支配だった夫妻がいました。彼らも母とともに殺されました……セイジア」

　トーマから視線を引き剝はがすようにすると、エトワはセイジアに向き直った。

「あなたは……誰だれです？　あなたは何者ですか？　あなたはこれまでも……このようにして、武器を売りながらも戦を止めてきたのですか？　なんのために？　ここまでのことをする、その理由はなんです？」

「……戦を止めることに理由が必要なのか？」

　セイジアの返答にエトワは絶句した。

「わかりました。それが最さい期ごの言葉ですか？　他にも言い残したいことがあれば、せめてこの心に刻んでおきます」

「死者がこの世界から持ち出せるものはない。だから、私が言うべきことは」

　セイジアが呟つぶやくように言った。

「──ない」

　そして、シュッ──っと、空気を抉えぐる音がした。

　エトワの胸が小さく爆はぜて、鮮せん血けつを撒まき散らした。その身体からだが踊おどるようにくるりと回り、勢いのまま、地面に倒たおれ込んだ。手にしていた短剣もその傍かたわらに落ち、がしゃんと重い響ひびきを立てた。彼女の白いブラウス、その左胸にぽつんと生まれた小さなシミは見る間に広がり、やがて上半身を真っ赤に染めた。

　虚こ空くうに向いたエトワの目は大きく見開かれたまま、もうなにも映さなくなっていた。

　アンザ守護代エトワ──彼女の命は絶たれた。

「……セイジア」

　トーマの呟きに、彼女はゆっくり振り向いた。その手には奇き妙みような形の小さな鉄の塊かたまりが握られていた。それがなんなのか、トーマにはすぐにはわからなかった。だが、捲まくり上げられ、剝むき出しになった彼女の太もも、そこに赤いベルトで留められた革のケースの蓋ふたが開いていた。以前、セイジアが言っていた「大事なもの」とは、これのことだったらしい。
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「セイジア、それは……そうか」

　それがなにか、ようやくわかった。短く太い銃じゆう身しんに丸みを帯びた銃じゆう把は。見慣れない形ではあったが、それは掌てのひらに収まるほどの小型の銃だった。

「セイジア！」

　トーマが駆け寄ると、セイジアはなにも言わず、その銃をケースに戻もどした。

「おまえ……大だい丈じよう夫ぶか」

　だが、セイジアは顔を背そむけ、トーマの顔を見ようとはしなかった。その首筋の傷が浅いことを確かめ、トーマは深く息を吐はいた。

「……」

　なんと声をかければいいのか途と方ほうに暮れていると、近づいてくる足音があった。城の長老たちが数名、こちらへ向かってくる。彼らはトーマやセイジアには関心を払はらわず、エトワの遺体の傍らに跪ひざまずくと、その様を子細に検分した。

「聞いてくれ。これは……事情がある。先に手を出したのは……」

「トーマ殿」長老のひとりが口を開いた。「そなたもその目でしかと見られたな？」

「……ん？」

「アンザ守護代エトワ様は病やまいにより急死──そなたも見届けたな？　それで間ま違ちがいはないな？」

「待て、いったいなにを……」

　トーマが混乱していると、長老たちの背後から、ひとりのメイドが顔を見せた。マリィ──ゲイルが変装した少女だった。

「トーマ様。余計なお話は無用かと」

　ゲイル、否いな、マリィは軽く会え釈しやくした。

「守護代様がされていたこと、長老方もずっと前から気づいておられたそうです。ですから、今のやりとりも黙だまって見ていたのです」

「おまえが長老たちを連れてきたのか？」

「はい。この土地での、これが私の最後の仕事でございます。──という次し第だいで、ご遺体がどうであれ、急病で押し通せばよいのです。城主様ご乱心……そんな折には、そうして始末をつけるのは珍めずらしい話ではございません。この城と……新しい守護代である、エトワ様の弟君のために」

「弟……が？」

「そうなります」長老のひとりが答えた。「実際の政務に就つけるまであと十年はかかりましょうが、それまでは私たちが……なんとかこの地を守っていきます」

「エトワ様のこと、本来であれば私たちで始末をつけるべきことでした。ですから……」

　別の長老の言葉を聞いて、トーマはようやく気がついた。全員が腰こしに短剣を帯びていた。装そう飾しよく用にしては些いささか大きすぎる造りだった。

「……あんたたちじゃ、束になったって守護代には……」

「たとえ相打ちになってでも。そうして、エトワ様のすべての罪を清算するつもりでした。けれど、そんな私どもの考えも、セイジア様にはお見通しだったのでしょう」

　それはまた別の長老の言葉だったが、それは彼ら全員に共通する想おもいだった。

「セイジアが……あんたたちの罪を引き受けたっていうのか？」

「わかりません。わかりませんが、私たちはそう思っています。だから……」

　長老たちはセイジアに向かい、深々と頭を下げた。

「──ありがとうございました」




　今日一日はエトワの死は伏ふせられることになり、彼女の遺体は城の隅すみの霊れい廟びように置かれることになった。トーマは自分から申し出て、遺体をそこまで運んだ。そして東あずま屋やに戻ってくると、すでにマリィの姿は消え、セイジアがひとり、ぽつんとベンチに腰こし掛かけていた。

　トーマはその横に腰を下ろした。

　セイジアはうつむいたまま、なにも話そうとはしない。

　トーマも黙り、初めて出会った相手のように、彼女のことをじっと眺ながめた。そしてようやく気づいた。セイジアはいつも白いドレスを着ている。今もそうだ。だが、今のドレスはいつにも増して美しく、濁にごることのない白さに輝かがやいていた。きっと、特別な時にしか袖そでを通さないものなのだろう。

（……ん？）

　エトワの剣けんで受けた刀傷、その血はもう止まっていた。不思議なことに、そのセイジア自身の血も、弾だん丸がんに抉られて噴ふき出したエトワの血も、どちらも白いドレスを露つゆほども汚よごしてはいない。

　──セイジアのドレスは純白のままだった。

　やがて、小鳥の囀さえずりも、そよぐ風の音も、それに揺ゆれる葉音も絶え、その場からあらゆる音が消え果てた。

　身を苛さいなむような静けさだった。中庭や城から──否いな、この世界からすべての者が立ち去り、自分たちだけが残されたような、苛か烈れつな孤こ独どくをトーマは感じていた。

「この城に来た日の夜、にな」

　その寂さびしさから逃のがれるようにして、トーマはようやく口を開いた。

「この中庭で、守護代に出会った。その後、あの占うらない師のカーラに会ったんだ。カーラはこう言ってた。

　──『おまえの傍そばには世界に毒をもたらす女がいる。だが、案ずることはない。戦いくさの災わざわいをもたらす女の命は絶たれ、この地にはやがて平和が訪おとずれるであろう』

　俺はそれを……おまえのことだと思ってた。〈封隕武器アーテイクル〉を売って戦を拡大させて、この地を滅ぼすもんだと……だけど、そうじゃなかったんだな。『毒をもたらす女』っていうのはエトワのことだったんだ。カーラは予言をきっちり当ててたんだ。答えは最初から目の前にあったのに、俺は気づくことができなかった。ごめんな、セイジア」

　トーマが頭を下げても、セイジアはなんの反応もしなかった。

「それに──とにかく、だ。……おまえは気に病やむ必要はない。あのままじゃ、おまえは殺されてた。あそこで撃うったのは正しい」

「自分の命のためじゃないよ」

「……」

　セイジアは自分の太ももに手を置いた。

「──〈ゼノバ〉」

　それはトーマにも聞き覚えがある名前──悪あく魔まの名前だった。無数にいる悪魔の中、もっとも小さい身体を持ち、「最後」を司つかさどるもの。

「悪魔の名前がついてるってことは、あれも〈封隕武器アーテイクル〉だったのか」

「そう。一発だけ撃てる小さな銃。私の守り神……守護する第六の悪魔。だから、いつも肌はだ身み離はなさず持ち歩いている」

　セイジアがようやく顔を上げた。

「……セイジア」

　その顔つきを見て、トーマは小さく息を吞のんだ。

「彼女を撃ったのは、誰かのためでも、自分の命を守るためでもない。自らの意思で、そしてこの手で裁きを行った。それが定めだから」

「……定め？」

「そう。人の心を操あやつる者は許さない。たとえどんな事情があっても。戦には正義も悪もない。武器にも正義も悪もない。けれど、人の心を操ることには、人の心を操る者には悪がある。それを撃つのが──討うつのが私の定め。だから、私は白いドレスを着て戦場に赴おもむく」

　セイジアは静かに目を閉じると、その身をトーマに預けた。

「あと半刻したら、この城を出る。だから、それまでは……このまま──このままで、いさせて」

　答える代わりに、トーマはゆっくりセイジアの肩かたを引き寄せた。

　そこにいたのは、いつもの子供のようなセイジアでもなく、武器商人のセイジアでもない──先日、〈ウィンダーラ〉のキャビンでふと見せた、トーマが知らない──否、誰だれも知らない、そして恐おそらくそれこそが本当の──彼女だったからだ。




　それから半刻後、トーマとセイジアはアンザの守護代の城を出た。誰も見送る者もない、それは淋さびしい出しゆつ立たつだった。




　　　　５




「ふぁわわわわっ」

　御ぎよ者しや台で大きく伸のびをすると、セイジアはあたりをきょろきょろと見回した。

「お腹なか空すいたぁ。近くにご飯食べられるところないかなぁ」

　だが、今、馬車が進んでいるのは、深い山道だった。でこぼこ道に車も大きく揺れている。

「見ての通りだ。ない」隣となりで手た綱づなを握にぎるトーマは即そく答とうした。「ったく、ぐぅぐぅぐぅぐぅ好き放題寝ねやがって。アンザの町を出てからどれだけ経たったと思ってんだ。食料なんか積んでないから、次の町まで我が慢まんしろ」

「えー、噓うそー。アンザを出る時、なんか買っておけばよかったじゃない」

「買いたくても金がなかったんだよ。手持ちの金はみんな、ミリに渡わたしたからな。すっからかんだ」

「わたし、お金ならたくさん持ってるもん。起こしてくれたら、買い物したのにぃ」

「変なところで起こすと、おまえ、暴れるだろ」

「ん～」

　頰ほおを大きく膨ふくらませると、セイジアはおまけに口を尖とがらせた。

「そう怒おこるな。──おまえが寝てる間に、俺、考えてたことがあるんだ」

「なになに？　食べ物のこと？」

「……関係ない。この先のことだ」

「この先？」

「そうだ。俺はこの先、どうしたらいいのか、それを考えてた。だから、今回のキルガとリクレアの戦、それをおまえが止めたことを考えてた」

「この先のことを考えるのに」セイジアは首を傾かしげた。「今回のこと考えるの？　トーマの言うこと、ちょっと難しいよ」

「いいから黙って聞け。真ま面じ目めな話なんだ」

「うん」セイジアは素す直なおにうなずいた。

「俺は今でも、おまえのやり方は完全には認められない。今回は運よく被ひ害がいは出なかったが、大勢が死ぬ可能性もあった。だが、国同士の戦を止めるなんて、そんなこと、俺の刀一本じゃどうしようもない。それも確かなことだ。エトワも言ってたが……おまえ、あのミリやゲイルたちと一いつ緒しよに、これまでも、こうやって戦を止めてきたんだな。なんのために……いや、理由はいらない、確かに。知らなくても俺はいい。戦を止めることに理由なんかいるはずがないんだ」

　セイジアは真面目な顔で、トーマの話に耳を傾かたむけていた。いつもなら「へへへ、照れるよー」とはしゃぐところだが、黙って聞けという言いつけを律りち儀ぎに守っているのだろう。

「アンザに来てすぐの、あの試し掘くつ場でのことを思い出した。対決してるキルガとリクレア、人死にも出てるあの戦場のど真ん中に、おまえは平然と乗り込んでいった。あまりのことに、おまえは……ただの馬ば鹿かなんだと思ってた」

　トーマの脳のう裏りには今も鮮せん明めいに焼きついている。

　矢が飛び交かう。剣が振ふられる。槍やりが突つき出される。その度たび、絶ぜつ叫きようがこだまし、鮮せん血けつが飛び散る。

　そんな地じ獄ごくの中、純白のドレスのセイジアが悠ゆう然ぜんと歩いていく。その視線の先にあるのは戦場の中心。互たがいに争う両軍の頭領が激げき突とつせんとするところ──。

「あれは無む謀ぼうでやったんじゃない。おまえは信念と覚かく悟ごでやったんだ。──なにがあっても、戦を止める。それが自分の使命だって……しかも、それを見せた相手はキルガやリクレアの連中じゃなかった。俺に、だ。だが、俺はすぐにはぴんと来なかった。答えはいつも目の前にあるのに……」

　トーマは深く息を吸った。そして、

「だから、おまえについて、旅をしていく。それが俺の道だ。もう迷いはない」

「……そうか」

　セイジアがぱっと振り向いた。その翠みどりの瞳ひとみが強く輝いている。

「今いま更さら、なにを言うかと思ったら、そんな当たり前のことを……聞くだけ損をしたな」

「……セイジア、おまえ」

　セイジアが両手で髪かみを搔かき上げた。癖くせの強い巻き毛がふわっと浮ういて、獲え物ものを襲おそう猛もう禽きんの翼つばさのように大きく広がった。

「だいたい、なにが『俺の道だ』、だ──偉えらそうに。そもそも、一文無しで私から放ほうり出されたら、どうするつもりだったんだ？　困るのはおまえだろう」

「っ」

「ただ、私から学ぶ気になったことだけは立派なものだ。褒ほめてやろう」

「……そこまで言われたら。俺だって、別におまえになんかついていかなくても……」

「トーマ、あれを見ろ」

「ん？」

　憤ふん慨がいしていたトーマだが、セイジアの言葉に気を削そがれた。彼女が指さした先には、道の脇わきに点々と咲さいている、薄うす桃もも色の花の群れがあった。

「トーマ、おまえに質問だ。花がなぜ散るか、その意味がわかったか？」

「……それは」

　以前にもされた質問だ。それは覚えていたが、その答えがなんなのかは、真面目に考えたこともなかった。

「簡単なことだ。花が散るのは種を残し、次の花を咲かせるためだ。だから、私は花が好きだ。どんな花も好きだ」

「……たとえ毒がある花でもか？」

　そう尋たずねようとして、結局、トーマは口を閉とざした。その代わり、彼はセイジアに訊きいた。

「で、あの花はなんて名前なんだ？」

　セイジアの翠の瞳、そこに湛たたえられた光が揺ゆれた。

　そして彼女は答えた。




「そんなことも知らないのか。わかった、教えてやろう。いいか、あれは──」







　あとがき～「白でよかった」という話







　富士見ファンタジア文庫では、昨年（二〇一二年）二月に『消えちゃえばいいのに』でお目にかかって以来ですので、早いもので一年半ぶりくらいになってしまいます。

　ご無ぶ沙さ汰たしておりました。

　新作『ドレスの武ぶ器き商しよう人にんと戦いくさ華ばなの国』のお届けです。

　今回も、あとがきというよりは、こうして一冊の本、一巻の長編が完成するまでの道のりを簡単にまとめておこうかと思います（というわけで、作品内容に触ふれていきますので、未読の方はまた後ほど、ということで）。

　昨年の初め、『消えちゃばいいのに』の担当Ｋさんと、次回作の準備に入りました。詳くわしくは書けないのですが、少しトリッキーな設定のファンタジー作品でした。そして春頃ごろにはだいたいのプロットもできて、（連作短たん篇ぺん形式でした）最初のエピソードを書き上げたのですが、内容的にいまひとつ芳かんばしくないということになり、五月頃にＫさんから「──『戦記ファンタジー世界の武器商人もの』です。戦乱が起きている場所に赴おもむき、武器を売るという……」という新しい提てい案あんがありました。

　僕はそれでまたすぐにやる気になって、五月半ばからプロットを作りはじめ、六月一日付で『ドレスの武器商人』というタイトルで最初のプロットを完成させています。細部の調整はあったものの、この時点でストーリーの大筋は決けつ定てい稿こうとほぼ同じもので、ヒロインの名前もセイジアとなっています。ただ、大きく違ちがうのは（決定稿にもその雰ふん囲い気きは少し残っていますが）全体に和風テイストが濃のう厚こうで、主人公トーマの名前もロクマルとなっています。それから、味方はあくまでもセイジアとトーマだけで、ミリたち仲間の存在はプロットの改かい稿こうの中で生まれていったものです。

　……と、まぁ、ここまでよくあることなのですが。原げん稿こう執しつ筆ぴつ時に至っても、完成稿とは決定的に違うことがありました。

　セイジアは美しいが非情な性格で常に深紅のドレスに身を包んでいる。

　んんん？　と思いますよね。そうなんです、最初はいわゆる、子供セイジアはいなかったんです。二重人格じゃなかったんです。トーマのキャラクターは今と変わらないものの、あの厳しいセイジアとずっと向き合い続けていたという……実はそれでも物語としては成立するんですが、ちょっと読んでてしんどいですよね……というか、Ｋさんによく怒おこられるところの「もうちょっとライトノベルっぽくしましょう」の一言で……はい、皆みなさんが読まれた形に。ただ、どう考えてもこちらが正解……などと書いているうちに、ページ数が……最大のトピック、セイジアのドレスの色は実は最初は「白」ではなく「深しん紅く」だった、ということ、これ詳しよう細さいを語るのはもう無理なような……。というわけで、そちらのお話はそう遠くない時期に続編の『ドレスの武器商人と○○○の国』のあとがきで書くことにします。わざわざタイトルにもしていたのにごめんなさい……。

　とはいえ、偶ぐう然ぜんの賜たま物もの、結果的にとはいえ──白で、よかった。と、イラストの坂さか本もとみねぢさんから頂いた、カバーの着ちやく彩さいラフを眺ながめつつ思っているのは本当のところです。僕がいちばん好きなシーンである、最後にトーマが、キルガとリクレアの戦場に現れたセイジアを回想するところ。あそこはやはり、彼女の白いドレスがあればこそ、だと思う次第です。坂本みねぢさんへのお礼に代えつつ……またお目にかかりましょう。





二〇一三年五月末　和わ智ち正まさ喜き












ドレスの武ぶ器き商しよう人にんと戦いくさ華ばなの国くに








和わ智ち正まさ喜き
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